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　透すき通とおったワイングラスに、赤黒い液体が注そそがれる。さかずきを満たしていく液体は胴部ボウルの中ほどで止められ、水面みなものように揺ゆらめいた。

　ワイシャツにカマーベストを重ね、臙えん脂じ色いろのネクタイを締しめた少年──青あお井い優ゆう夜やは、ボトルの注ぎ口を離し、柔やわらかく笑えむ。

「どうぞ」

「ええ。いただくわ」

　ソファにもたれた女性客が、応こたえるように薄く笑った。仄ほの暗ぐらい金髪をツインテールに結び、寝間着ネグリジエのような黒いワンピースを着た色白の少女だ。

　少女はグラスを手に取ると傾かたむけ、色調や清せい濁だくの具合を確かめる。

　液体には粘ねばり気けがあり、硝子ガラスに赤い痕あとを残した。

「……ふうん？」

　グラスを回し、攪かく拌はんされた匂いを嗅かぐ。そしてようやく口をつけると目を閉じ、舌の上で転がすように味わった後、嚥えん下かした。ややあって、

「うん、悪くないわね。とろみが強くて濃のう厚こうで、舌にねっとり絡からみついてくる辛からい味。臭くさみがあって癖くせもあるけれど、口当たりはまろやかで後味もすっきりしてる。これは、何年ものなのかしら？」

「一九九九年なので、十六年ものになります」

「へえ、いいじゃない。私好みの年齢よ」

　少女が唇くちびるの端はしを吊つりあげ、赤黒い液体を飲む。

　赤ワインの色ではなかった。グラスの中から立ちのぼってくる香りもワインにしては鉄臭すぎるし、生なま臭ぐさすぎる。

　──当然だ。

　少女が口にしているこの飲み物は、ぶどう酒ではなく人間の──

「ねえ」

　少女がグラスを手放して、傍かたわらに立つ優夜を見あげた。

　紅あかく塗ぬられた少女の爪は長く伸び、刃物のように尖とがっている。乾かわいた血を連想させる茶色い瞳ひとみが優夜を射い貫ぬき、

「見たところ、貴方あなたも同じくらいの歳じゃない？　ふふっ……この血液は、貴方のものなんじゃなくって？」

　微わ笑らう少女の上唇から、長く鋭い吸きゆう血けつ牙きばが覗のぞいた。










　吸血鬼ヴアンパイア。それは人の血を吸い生きる鬼、人の貌かたちをした化け物だ。

　彼らの特徴である発達した上じよう顎がく犬けん歯しを光らせ嗤わらう少女に、優ゆう夜やは思わず苦笑した。

「まさか。僕の血なんかじゃないですよ。年齢は同じで人種も同じですけど、採血主は女性です。成分表も載のってますから」

　濃のう緑りよく色しよくをしたボトルの裏ラベルには、血液検査の結果が記しるされている。

　赤血球や白血球の数、コレステロールや血糖値……。ずらりと並んだ小さな文字には目もくれず、少女が「ふんっ」と鼻を鳴ならした。

「……冗談よ。どうせ、貴方あなたも吸血鬼なのでしょう？」

「いえ。人間ですよ」

「そう、やっぱり人間なのね──って、人間？　噓うそおっしゃい」

「事実です」

　吸きゆう血けつ牙きばは縮ちぢめて『隠す』こともできるが、白い歯を見せ笑う優夜の口元にそれらしき八や重え歯ばは見受けられない。

　少女はいぶかしげな目で優夜をにらみ、

「どうしてただの人間が、こんなところで働いてるのよ。ここは血を飲むための店──私たち、吸血鬼のための場所でしょ？」

　問いかけて、薄暗い店内を見回す。

　赤と黒。二色を基調にデザインされた十坪ほどの空間は、シャンデリアなどゴシック調のインテリアで統一されており、非日常的な空気を漂ただよわせていた。

　中でも一際目を引く柱時計が示す時刻は、九時過ぎ。地下一階で窓がないためわかりづらいが、夜の九時である。

「そうですね。まだ早いので、あんまりいらっしゃらないですけど。お客さまは全員、吸血鬼です」

　優夜が給きゆう仕じとして働いているこの店《ノクターン》は吸血鬼専門のカフェだ。紅茶やコーヒーの代わりに人間の血液を提供し、吸血鬼の渇かわきを癒いやす『飲いん血けつ店てん』。

「……にもかかわらず、店員は人間なわけ？　自分たちの血を分け与えてあげるから、大人しくしていなさいと？」

　少女の口元が歪ゆがんだ。顔を伏ふせ、

「舐なめないで」

　吐き出された低い声には、強い敵意が込められていた。

「劣等種の人間風ふ情ぜいが、調子に乗らないでちょうだい……そんな施ほどこし受けなくたって、その気になれば──」

「その気になれば、なんだというのだ？」

　三白眼を爛らん々らんと輝かせ、少女が立ちあがったとき。唐とう突とつに、第三者のふてぶてしい声が割り込み、少女の言葉を断たち切きった。見れば、

「人を襲おそって力でねじ伏せ、強引に血を吸い出すか？　まあ、たやすいだろうな。人の体は脆ぜい弱じやくだ。身体能力も筋力も、治ち癒ゆ能力も生命力も、吸血鬼とは比べ物にならない。人間一人の命など、片手で握にぎり潰つぶせるだろう」

　赤黒いゴシックロリィタを身に纏まとう女性がカウンターに背中を預あずけ、優夜たちのいるテーブルに目を向けてきていた。

　人形めいた青白い美び貌ぼうは、不ふ敵てきな微笑ほほえみで飾られている。

　蝙こう蝠もりのような黒いリボンとヘッドドレスをあしらい、ハーフアップに編あみあげられた長髪は、艶つやのある昏くらい朱あか色いろをしていた。鮮せん血けつにでも浸ひたしたみたいに──

「……だがな、小娘」

　ゆっくりとした足取りで、女性が近づいてくる。

　花を思わすフリルスカートの裾すそが揺れ、眼球つきのグロテスクなパンプスが、かつんかつんと跫きよう音おんを奏かなでた。

　女性は立ちあがったまま硬直している少女の眼前で止まり、

「潰されるのは貴様もだ。一人だけなら脆弱だろうが、相手が五人ならどうだ？　十人だったら？　百人は？　吸血鬼の個体数は、人に比べて遙はるかに少ない。いかに『種しゆ』として優れていようが、太た刀ち打うちできるものではないさ。調子に乗っているのはお前の方だよ、吸血鬼。分ぶをわきまえろ」

「なっ──」

　戒いましめられて、少女の頰ほおに朱しゆが差さした。こめかみと声を震ふるわせ、












「何さま？　というか、どちらさま？」

　尋たずねる少女に、女性が「はんっ」と腕を組む。

「他人に名前を訊きくときはまず自分から、というマナーを知らんのか？　やれやれ……とんだ礼儀知らずだな。お前の方こそ、何さまなのだ？」

「お客さまです」

　優夜はにらみ合う二人の間に割り込むと、

「……店長。お客さまです」

「二度言わなくてもわかっているが」

「わかってるならちゃんと対応してくださいよ。なんなんですか、その態度？　接客としておかしいですよね」

「おかしい？　それは私の台詞せりふだ、優夜！　私はお前の上司なのだぞ？　なんなんだ、その生意気な態度は!?　そもそも私は店長として、店内のトラブルをだな──」

「店長？」

「いかにも」

　優夜の体を押おし退のけて、女性が胸に手を当てた。

「飲血ブラツドカフェ《ノクターン》の店長をしている、アナスタシア・ウィヌシュカだ。お前と同じ、吸血鬼だよ」

「ふうん。貴女あなた、吸血鬼だったの？　人間なのだと思っていたわ……やけに彼らの肩を持つから」

「そんなことはない。私は忠告をしてやっただけだよ。身のほど知らずの同族が、命を散ちらしてしまわぬようにな」

「……誰だれが、身のほど知らずですって？」

「悪いことは言わない」

　唸うなる少女の眼光に怯ひるまず、アナスタシアが前に出る。

「みだりに襲おそうな。血を吸うな。殺害するなど以もつての外ほかだ。過去にそうして人の反感を買い、狩かられた吸血鬼がどれだけいると思ってる？　強大な《真しん祖そ》たちすらほとんど滅ほろぼされたのだ……いいか小こ娘むすめ、この世界の支配者は私たち吸血鬼ではない。人間だ。手を取り合わずとも共存し、彼らと共に歩んでいくことができないのなら、待っているのは破は滅めつだけだぞ？」

　忠告をするアナスタシアの声は真しん摯しで、ひどく真剣だった。

「なればこそ、私はこの店を開いたのだ。吸血鬼が人間を傷つけず、良質な血を愉たのしむことができる憩いこいの場を。だから、こんなところで爪を振るうのはやめてくれ」

　少女の手を取り頼むアナスタシアに、先ほどまでの不ふ遜そんさはない。少女はしかめっ面つらのまま、アナスタシアをにらみつけ──

「……ふんっ。馬鹿ね。私が従業員を襲って、血を啜すすり始めるとでも思ったのかしら？　しないわよ。この子があまりに冷静スマートだったものだから、脅おどかそうとしてあげただけ……早とちりはやめてちょうだい。鬱うつ陶とうしくってよ」

　アナスタシアの手を払いのけると、不ふ愉ゆ快かいそうに顔を背そむける。

　優夜が止める暇ひまもなかった。

「けれどまあ、私のことを『小娘』呼ばわりするくらいなのだし？　年長者のご意見として、素直に受け止めさせていただくわ。ご高説ありがとうございました、おばさん」

「…………。フッ──」

　一瞬だけ無表情になったアナスタシアの美貌が緩ゆるみ、ほころぶ。少女に振り払われた両手を持ちあげ、

「そうか、わかった。表へ出ろ。八やつ裂ざきにしてやる！」

「アナさん!?」

　ぼきぼきぼきっと拳こぶしを鳴ならすアナスタシアに、優夜は叫んだ。アナスタシアと少女の間に体を滑り込ませて、

「落ち着いてください。お客さまです、お客さま！」

「ああ、そうだな。だからどうした？」

「どうしたって、あなたねえ……自分がさっき口にしたこと、覚えてますか？」

「八つ裂きにしてやる！」

「じゃなくって。言ってたでしょう、こんなところで爪を振るうのはやめてくれって」

「言ったな。だから『表へ出ろ』と言っている。どけ、優夜っ！」

「アナさん……」

　優夜は痛む頭を押さえた。

「……おばさん呼ばわりされたぐらいで、何怒ってるんですか。お客さまのことは僕に任まかせて、アナさんはもう戻ってください。邪魔です」

「邪魔だと!?」

　優夜は「はあ」と聞こえよがしな溜ため息いきを吐つき、回れ右。

　声を荒あらげるアナスタシアを放置し、

「うちの店長がすいません。後できっちり叱しかっておきますので……」

「従業員の台詞じゃないわね」

　頭を下げて謝る優夜に、少女が呆あきれる。

「……まあいいわ。貴方も苦労しているようだから、先の非礼は許してあげる」

「恐きよう縮しゆくです」

「許すだと!?　先に非礼を働いたのはお前の方だろう、小娘！　優夜が詫わびるだけでは足りん、お前も私たちに謝罪を──」

「申し訳ありません、お客さま。ボトルはこちらに置かせてもらいますので、ご自由にお飲みください」

「……おい。何をしている？　この女が頼んだのはグラスブラッドだ。ボトルブラッドなら、追加料金──」

「お代はいただきませんから」

「こらあああ！　アルバイトの分ぶん際ざいで、勝手な真ま似ねをするんじゃないっ！」

「では、失礼いたします」

「優夜ああああああ!?」

　最後に軽く一礼すると、ぎゃあぎゃあうるさいアナスタシアの手を引っつかみ、優夜はそそくさとテーブルを離れた。












「お疲れさま」

　数分後。優夜が伝票を置きに戻ると、少女が血を味わいながら労ねぎらってくる。

「平気なの？　店長さまは機き嫌げんを損そこねているようだけど」

　視線の先、カウンターの向こうでは、ほっぺを膨ふくらませたアナスタシアが人間の頭部ほどもある特大サイズのワイングラスに血液を注そそぎ、ぐびぐびと飲のみ干ほしていた。

「平気です。ふてくされてるだけですよ。自や棄け飲のみすれば直りますから、気にしないでください」

「子供みたいね」

　少女が嘲あざけるように言い、グラスをテーブルに置いた。アームレストに肘ひじをつき、独ひとり言ごちるように呟く。

「……何年ものなのかしら」

　少女の目は、アナスタシアを捉とらえたままだ。優夜はグラスに血を注ぎ、

「さあ。本人も知らないみたいです。三百歳を超こえた辺りで、数えるのをやめたとか。たぶん五百か、六百歳くらいじゃないかと」

　少女が驚き、優夜を見あげた。

「あの女、そんなに長く生きてるの？」

「はい。そう聞いてます。日本こつちに来たのは、割と最近らしいんですけどね」

「ふ、ふうん……」

　少女がアナスタシアを眺めやる。その眼差しには少女が初めて見せる、畏い怖ふや畏い敬けいが込められていた。

「私が今まで逢あった中では、最高齢かもしれないわ。《真しん祖そ》と変わらないじゃない。おばさんどころか、おばあさん……否いな、妖怪ね」

「…………ッ!?　ちょっ──」

　どきりとする優夜だったが、アナスタシアは無反応。壁の棚に並んだボトル──冷蔵から鮮血に近い温度まで戻された血液を物色するのに夢中で、気づいていない。

　優夜は胸を撫なで下おろす反面、少し飲み過すぎではないかと心配になった。アナスタシアの体調ではなくお店の経営的に……。

　注意しようかするまいか。優夜が逡しゆん巡じゆんしていると、

「不思議だわ。それだけ長く生きているのなら、相当力がある吸血鬼のはずでしょう？　なのに、どうして……」

「優しいからですよ」

「うん？」

「優しいんです、店長は。吸血鬼も人間も、等ひとしく救いたいと考えている……自分勝手で偉えらそうで、すぐに機嫌を損ねたり、わがまま言ったりしますけど。心の底ではいつも他人を想っているんですよね。そんな店長の下だからこそ、僕は──」

「吸血鬼が集うお店で働いてる、と？」

「はい」

「……なるほどね」

　うなずく優夜に得とく心しんし、少女が牙を覗かせた。グラスを傾かたむけ血を飲むと、

「望もち月づき霧きり江えよ」

「はい？」

「私の名前。月を望むで『望月』に、霧のかかった入り江で『霧江』……そういえば、まだ名乗っていなかったから。貴方はユウヤ？」

「青あお井い優夜です。優しい夜と書きますね」

「へえ、素敵な字面じゃないの」

「ありがとうございます。望月さんも──」

「ふふ。霧江で構わなくてよ、優夜」

　霧江が悪戯いたずらっぽく片目をつむり、優夜に笑いかけたとき。

　──ちりんちりん、と。

　澄すんだ鈴すずの音ねを響ひびかせて、入り口のドアが開いた。優夜はすぐさまテーブルを離れ、新たな客を出迎える。

「いらっしゃいませ！」

「……………………」

　さらさらとした銀髪の、幼い女の子だった。

　背丈は百三十センチちょっとしかなく体つきは華きや奢しや、淡あわい水色のフレアワンピースを着た、小学校中学年くらいの愛くるしい女児である。だが、

「優夜」

　眠たげな目に炯けい々けいとした光を宿し、女の子がじろりと半眼を向けてきた。舌足らずなソプラノボイスを低ひくく歪ひずませ、

「……遅い」

「すいません」

　開口一番お叱りを受けた優夜は、頭を下げて陳ちん謝しやする。

「接客中だったので。というか、そんなに遅くなかったと──」

「口答えしない」

　頭頂部に軽いげんこつ。

　理り不ふ尽じんだなあ……と内心辟へき易えきしながら面おもてをあげると、女の子は来店時から変化のない無表情で、しれっと申しつけてくる。

「案内エスコートして」

「かしこまりました。こちらへどうぞ、香こ音お里りさん」

　雨あま森もり香音里。ノクターンの常連客である彼女は外見こそ年とし端はもいかない女の子だが、実年齢は優夜の数倍。彼女もまた、不老の吸血鬼だった。

「おお、香音里！　いらっしゃい。お任まかせでいいか？」

　優夜が香音里を席まで案内する途中、アナスタシアがカウンターから声をかけ、注文の確認を取る。

　香音里は、やはり無表情のまま「うん」と首しゆ肯こう。目線を前に戻した直後「あれ？」と怪け訝げんそうにし、歩みを止めた。

「……なんかいる」

「あら。こんばんは、かおりちゃん」

　霧江が香音里に手を振って、からかうような笑みを浮かべる。

　香音里が微かすかに顔をしかめた。

「かおりじゃなくて『こおり』だよ。それから、ちゃんづけもやめて」

「ふふっ、ごめんあそばせ。失礼したわね、かおりちゃん」

「……………………」

　肩をすくめて嗤う霧江と、真顔で押し黙る香音里。両者の顔を見比べて、優夜は遠慮がちに尋たずねた。

「お知り合いですか？」

「ええ、そうよ。腐くされ縁えんとでもいうのかしらね？　お互たがい、何かと顔を合わせる機会が多くって。まあ、友人ではないのだけれど」

「霧江はずっとぼっちだもんね。かわいそう」

「かわいそう？　残念ながら、私は望んでこうしているのよ。孤独ではなく孤高なの。群むれなければ何もできない人間とは違う、吸血鬼としてのプライド」

「……あっそ。だけど、ここには来るんだね。群れない孤高の吸血鬼さまが、社交場こんなところに来てる理由は？　やっぱり寂さみしいんじゃん。ツンデレ？」

「そんなわけないでしょう」

　香音里の揶や揄ゆをばっさり切り捨て、霧江が髪を掻かきあげる。

「時間を持て余あましていたから、試ためしに寄ってみただけよ。別に、あんたの誘いに乗ったわけじゃない。訪れたのも初めてだしね」

「……そうなの？」

　霧江の言葉を聞いた香音里が、当人ではなく優夜に訊きいてきた。

「あ、はい……今夜が初のご来店です。霧江さんは、香音里さんが……？」

「うん。いつも独りで寂しそうだったから、教えてあげたの。ねえ、霧江が迷惑かけてない？　こいつ性格悪いから、気をつけといた方がいい」

「あんたに言われたくないわ」

　憎まれ口を叩たたき合う霧江と香音里に、優夜は苦笑。

「大丈夫です、香音里さん。迷惑なんてかけられてませんよ？　むしろ──」

「おい、なんだその目は」

　優夜に視線を向けられて、アナスタシアが口をへの字にひん曲げる。

　冷蔵庫から取り出した何種類かの血液を、氷と一緒に銀のバロンシェイカーへ入れ、しゃかしゃかと振った。

　それを見て、香音里が優夜の袖そでを引ひっ張ぱる。

「……優夜。わたしのカクテルができちゃう。ぴーちくぱーちくうるさい霧江の邪魔が入らないとこ、一番奥の席に通して」

「ええ、そうね。そうしてくれると助かるわ。甘ったるくてやかましい、あんたの声を聞いてると、胸焼けがして吐きそうだもの。せっかくの血が台無しになっちゃう」

　しばし無言でにらみ合う二人。優夜が冷や冷やしていると、

「遅い」

　香音里が背中を突っついてきて、

「早く案内してってば。ぼさっとしないで」

「す、すいません……」

　ぎろりと三白眼を向けられた優夜は、謝るとすぐ歩き出し、霧江の席から最も離れたテーブル席に、苛いら立だつ香音里をエスコートした。












「……むかつく」

　表情筋をピクリとも動かさず、香音里が悪あく態たいを吐つく。

　銀のトレイに載せて運んできたゴブレットをテーブルに置き、優夜は香音里の様子をうかがった。相変わらずの無表情。しかし、その瞳には静かな怒りが滲にじんでいる。

「珍しいですね。香音里さんが荒あれるの」

「……そうかな？」

「はい。香音里さんは厳きびしいですけど、感情的にはいつもフラットな気がしますから。そんな風に荒すさんでるのは珍めずらしいです」

　香音里がノクターンに来始めてから、およそ半年。

　容よう赦しやのない物言いと素そっ気けない態度から『怒っている』と思われがちな香音里だが、それは彼女の性分だ。厳しい言葉を吐こうとも、感情が込められることは少ない。

「そう……そうだね、珍しいかも。わたし、あの娘こが好きじゃないから」

「霧江さん？」

「うん。虫むし酸ずが走る」

　吐き捨てて、香音里がゴブレットを手に取った。さらさらした血やどろどろした血、数種類の血をブレンドして調節し、香音里好みの味に仕上げたカクテルだ。

　それを一口飲んだ瞬間、香音里の気配がフッと和やわらぐ。

「……美お味いしい。このお店の血液は好き」

「ありがとうございます」

「だけど、霧江は好きじゃない」

　ならどうして紹介したんですか、と突っ込む前に香音里は続けた。

「霧江にここを教えてあげたのはただの気まぐれ。どうせ来ないだろうと思ってたから……でも、まさかほんとに来るなんて」

　香音里が声のトーンを落とす。離れた席でゆったり血を飲む霧江を一いち瞥べつし、

「まあ、霧江が来たのも気まぐれだろうし、もう来ないとは思うけど……霧江は一いつ匹ぴき狼おおかみだから。きっと、これが最初で最後の来店だと思う」












「…………なんで来てるの」

　四日後の夜、深夜二時。ノクターンを訪れた香音里が、呻うめくように問う。

　塩辛い血液に合う甘いデザート、アクセントに血が使用されているブラッドケーキを賞味していた霧江が、鬱うつ陶とうしそうに顔を歪ゆがめた。

「何よ。私がいちゃいけないの？」

「……優夜。霧江が来たの、何回目？」

「今夜で三回目だけれど。文もん句くがあるなら、優夜ではなく私に直接言いなさい？」

　優夜の代わりに刺とげ々とげしく答え、霧江が長い脚を組む。

　香音里はぷいっとそっぽを向いて、

「うざ……」

「あ、香音里さん──」

「いい。適てき当とうに座るから」

　優夜を置いて歩き出し、一番奥のカウンター席に腰を下ろした。

「……何あれ？　どれだけ私を毛嫌いしてるのよ、あのおチビさん」

「毛嫌いというか、予想外だったんだと思います。香音里さん、霧江さんはもう来ないだろうと言ってましたから。一回きりの気まぐれだろうって」

「そうね。最初はそのつもりだったし、期待もしていなかったのだけど……」

　そこで一旦言葉を止めて、霧江が優夜に流し目を寄よ越こす。

「なぜ、私はそうしなかったのだと思う？　気まぐれで移うつり気ぎな私が、どうしてここに通うのか……ふふ。当ててごらんなさいな」

「血液の味が気に入ったから？」

「いいえ。確かに悪くはないけれど、それが一番じゃないわ。他には？」

「うーん、そうですね。雰ふん囲い気きが気に入ったとか？」

「不正解。ただ、さっきより近いわよ」

「……居い心地ごこちですか？」

「惜おしいわね」

　霧江が口角をあげ、脚をほどいた。

「でも外はずれ。わからない？　私が何よりも気に入っているのは──」

　席を立ち、霧江が体を寄せてくる。耳元に口を近づけ、

「貴方よ」

　仄ほのかに血の臭いが香る、甘い声こわ音ねでささやいた。

「私、貴方が気に入ってるの。惹ひかれているわ……私は貴方に逢あいたくて、このお店に通ってるのよ、優夜」

「──僕に？」

「これ。私の連絡先だから」

　伝票と一緒に渡されたのは、小さく折りたたまれた紙し片へん。

「待ってるわ。良ければ、今度デートしましょう？」

「えっ!?　ちょっ、そんないきなり──」

「お会計」

　霧江がさえぎるように言い、優夜に伝票を押しつけてくる。

　そのまま何食わぬ顔で、何事もなかったように席を離れた。周りに他の客はおらず、霧江の誘いに気づいた者はいない。

　香音里の注文を取り、店の奥から戻ってきたアナスタシアが、テーブル席でぼけっと突っ立つ優夜に眉まゆをひそめる。

「どうした、早く会計を済すませろ。トラブルでもあったのか？」

「──へ？　あ、ああ……いや、何も？　何もないです、あはははは……」

　我に返った優夜はごまかすように笑うと、頭上に『？』を浮かべるアナスタシアから逃れ、霧江が待つレジへと向かった。












　五月上旬。春の大型連休が終わり、二日間の平日を挟んで迎えた週末の日曜。優夜は多くの人々で賑にぎわう駅前にいた。

　午後七時。太陽は既すでに落ち、人の手で作り出された光の群れが、碧あおい闇やみ夜よを極ごく彩さい色しきに染めあげている。月を探して空を仰あおいだ優夜の視線が、地上へと戻されたとき。

「お待たせ」

　パフスリーブのワンピースにアーガイルの柄がらタイツ、赤いエナメル靴ぐつを履はいた少女が目の前で手を振ふっていた。

「どうも。こんばんは、霧江さん」

　優夜はすぐに姿勢を正し、ぺこりと小さくお辞じ儀ぎする。

　少女──望月霧江が、くすりと微わ笑らった。

「緊張してるの？」

「少しだけ。あんまり慣れていないので……」

「ふふ。謝らなくて結構よ。初う心ぶで可か愛わいらしいじゃない。服装も──」

　頰ほおに人ひと差さし指ゆびを添そえ、霧江が優夜の全身を眺ながめる。

　ボリュームネックの青いマウンテンパーカーにチノパン、ワークブーツという格かつ好こうを見て「ふうん」と片眉をあげた。

「服装は、まあまあ垢あか抜ぬけているわね。悪くない感じだわ」

「ありがとうございます」

「こちらこそ。私の誘いに応じてくれてありがとう、優夜……今日は、たくさん愉たのしみましょうね？　愉しませてあげる」

「あはは。お、お手柔らかにお願いします……」

　大人の余裕を覗かせ笑う霧江に、優夜はたじたじ。しかし、相手のペースに呑のまれてばかりもいられない、と気を引きしめ直す。

　連絡先を教えてもらってからまだ三日と経たっていないが、優夜は今こ宵よい、霧江とデートの約束をしていた。尚なお、待ち合わせが夜なのは霧江の希望だ。

　吸血鬼は日光に弱い。浴あびたところで灰になったり、皮ひ膚ふが焼やけ爛ただれたりすることはないのだが、活動意欲が低下するため、基本的には夜行性。ノクターンの営業時間も、午後八時から午前四時までとなっている。

「優夜。一応確認しておくけれど、今夜は朝までフリーなのよね？」

「はい、ちゃんと休みをいただきましたから。ただ、明日は朝から学校なので、あまり遅くは……」

「ええー。いいじゃない。夜が明けるまで、ゆっくり過すごしましょうよ」

「いやいや。終電なくなっちゃうじゃないですか。ていうか『夜が明けるまで』って、そんなに長い時間、何するんです？　店も、ほとんど閉まってるのに……」

「もお、うるさいわねえ！」

　霧江が怒ったようにわめき、唇を突き出した。優夜の腕をつかんで引き寄せ、

「デートプランは私に任せる。そう言ったじゃないの。なら、黙だまって従したがいなさいな……悪いようにはしないから。ね？」

　霧江の吐息が耳をくすぐり、薔ば薇らの香りが鼻び孔こうをくすぐる。

　絡からめた腕に押しつけられる胸、柔らかな女性の感触が、優夜の顔を火ほ照てらせた。霧がかかったような頭で答える。

「……わかりました」

「よろしい」

　霧江が破顔し、腕を絡めたまま歩き始めた。優夜の脳裏に浮かんでいるのは、不ふ敵てきで挑発的な笑みをたたえた霧江の艶あで姿すがた──ではなく、仏ぶつ頂ちよう面づらのアナスタシアだ。

　アナスタシアには、霧江に連絡先を教えてもらったことや、デートに誘われたことを伝えていない。今頃一人で開店準備を進め、黙もく々もくと働いているだろう。

（すいません、アナさん。でも、僕は……）

　心の中でそっと謝り、優夜は自由な右手を握りしめた。霧江に想いを告つげられたときから胸の内にある、一いち抹まつの不安。それが杞き憂ゆうであることを祈って。












「……なんか、お城みたいな店ですね」

「ふふ、中も結構すごいわよ。さあ、入りましょうか」

　歓楽街の片かた隅すみに、異様な存在感を放ってたたずむ白はく亜あの建物。

　夕食後『カラオケでもしましょうか』と言う霧江に連れてこられた店は、十八歳未満の優夜が足を踏み入れてはいけない場所であるように思えた。

「待ってください、霧江さん！　これ……カラオケ店じゃありませんよね？」

　後あと退ずさりする優夜のことを振り返り、霧江が「はあ？」と顔をしかめる。

「何言ってるの。ちゃんとお部屋にあるわよ、カラオケ」

「え？　あ、ああ……そうなんですか？」

「ええ。貴方が何を勘かん違ちがいしているのか知らないけれど、心配しなくて大丈夫だから。私に任せておきなさい」

　霧江にぐいぐい引っ張られ、優夜はカラオケ店（？）に入った。

　エントランスは広く綺き麗れいで、外観通りのきらびやかな内装をしている。奥へと進み、タッチパネルで部屋を選択すると、エレベーターで最上階へ。

　ほどなく着いた広い個室に、天てん蓋がいつきのダブルベッドが設置されているのを目にした優夜は──

「あの。ここ、やっぱりラブホテルですよね？」

「そうよ」

　いけしゃあしゃあとうなずく霧江に、優夜は内心で舌打ちをした。

「……騙だましましたね、霧江さん？　カラオケ店って言ったのに」

「いいえ。カラオケ店とは言っていないわ。カラオケがある、とは言ったけれどね……知らなかった？　ラブホテルのお部屋には、カラオケがついていることもあるのよ」

「確信犯じゃないですか！」

　絶句し、立ち尽くす優夜。その傍らを通り過ぎ、ベッドに横たわった霧江が、妖よう艶えんに手て招まねきをする。

「優夜。そんなところに立っていないで、早くこちらに来なさいな。二人でカラオケ、しましょうよ？　優夜の歌が聞きたいわ」

「するのはカラオケだけですか？」

「もちろん」

　霧江の笑みが深まった。紅あかく毒々しい唇を舐なめ、

「そんなわけないじゃない。言ったでしょう、優夜。歌う以外にも色々できる、素敵な場所だって。ゲームをしたり、テレビを見たり、お風呂に入ったり、寝泊まりしたり、愛し合ったり……ふふふ。まだまだ、夜は長いのだから──」

「すいません、帰ります」

　誘う霧江に背を向けて、優夜は寝室を後にする。そのまま足早に部屋を出ようとしたのだが、

「あれ……？」

　ドアが開かない。押しても引いてもビクともしない扉に、優夜が当とう惑わくしていると、

「……知らなかった？　後払い制のラブホテルはね、お金がきちんと払われるまでは、内側からでもドアが開かないようになっているのよ」

　耳元で声。振り向こうとする優夜の体に、背後から霧江の両腕が回されて巻きつき、動きを封じ込められた。

「馬鹿ねえ、優夜。こんなに素敵なご馳ち走そうを、食べずに放り出すなんて。愚おろかだわあ。本当に愚か……」

　密着した体から、霧江の感触が伝わってくる。むせ返るほど濃い、薔薇の匂いと──血の臭い。長く鋭い吸血牙が、優夜の耳に近づけられた。

「愚かな子には、痛い思いをさせてあげなくっちゃね？　予定ではもう少し、甘い思いをさせてあげるつもりだったのだけど……はあ。いらないのなら、もういいわ。次は、私が食べる番。貴方の血を、いただく番よ」

　冷たく官能的な声。優夜は嫌悪感に身を震わせて、拳を握る。

「最初から、こうするつもりだったんですか？　僕をデートに誘ってくれたときから、無理やり血を奪うつもりで……」

「そうよ？」

　霧江が答えた。その声音に込められているのは、

「当たり前じゃない。貴方たち人間に食料以上の価値があるとでも？　私は貴方を気に入っていて、惹かれていると言ったけど、それは単なる玩具おもちやとしてよ。私が貴方に目をつけたのはねえ、優夜──」

　嗜し虐ぎやくと嘲ちよう弄ろう。苛さいなむように霧江は告げる。

「貴方が生意気だったから。人間風情が吸血鬼をもてなして、吸血鬼と戯たわむれて、怯おびえもしないで平然としている……その態度が癪しやくに障さわって気に食わなかったから、気に入ったのよ。めちゃくちゃにしてあげたくなった。貴方が吸わ血た鬼しに怯え、泣き、叫び、無ぶ様ざまに哀あい願がんしている姿を見たいと思ったの」

　霧江が腕に力を込めた。少女らしからぬ膂りよ力りよくが、優夜の体を絞しめあげてくる。

「血を飲むカフェなんていうのも、くだらないわよね？」

　蔑さげすみを含んだ声で吐き捨て、霧江が嗤った。

「血は『飲む』ものじゃなく『吸う』ものでしょうに。硝子の容器に入った血液をただ飲むだけなんて、味気ないったらありゃしない。吸血という行為はね、非力な者を力でねじ伏せ、屈くつ服ぷくさせて牙を突き立て、断だん末まつ魔まの悲鳴と慟どう哭こくを味わいながら、無む慈じ悲ひに、そして暴力的に、搾しぼり取とるのが素晴らしいのよ。血液自体の味なんかどうだっていい。それが私の、吸血鬼としての性こだ癖わり」

「ぐっ……」

　呻く優夜の耳を舐め、霧江は続ける。

「あの女──アナスタシアといったかしら？　が言っていたわね。待っているのは破滅だけだって、ふふ……だから何？　命惜しさに気高さを捨て、堕だして生きるくらいなら死ぬ方がマシ。殺やれるものなら、殺やってみなさいな。群れることしか能がない芥ごみども。ねえ、優夜？」

「霧江さん……」

　優夜の体から力が抜けた。弱々しい声で尋ねる。

「それが、あなたの本性ですか？　嘲あざ笑わらって、見下して……僕たち人間のことを、同じ生き物として見ていない。身勝手で残虐なその価値観が、あなたの……」

「ええ、そうよ？　人間なんかただの玩具で、嗜し好こう品ひんだもの。同じ生き物？　あはっ、笑わせるわね。吸血鬼が皆、あんなお店に通って血をもらう『牙なし』だと思ってた？　残念だけれど、私は違うわ。それを今から教えてあげる。貴方の体に、たっぷりと」

　口を開け、吸血牙を伸ばす霧江に、優夜は唇を嚙かんだ。

「……どうしても、だめですか？　僕がどれだけお願いしても、その考え方や生き方を変えてはもらえないですか。これから先も、人を虐しいたげ続けるんですか。あなただって、昔は人間だったのに」

　この世界に存在している吸血鬼のほとんどは、元々人間だった者たちだ。

　吸血牙で咬かみつかれ、吸血鬼の血液を強引に『輸血』された人間は、拒絶反応が出て死亡するか、さもなくば吸血鬼の血に血液を侵おかされ、吸血鬼となる。

　霧江も恐らくそうだろう。にもかかわらず、

「……ふんっ。そんなの、とっくに忘れちゃったわ。百年近くも前のことだし」

　霧江の態度は変わらない。

「私は吸血鬼として、吸血鬼らしく生きていくだけ。これからも貴方たち人間を虐げ、弄もてあそび、貪むさぼり尽つくしてあげるつもりだわ。せめて、必死に命いのち乞ごいなさい。貴方の頑張り次第では、生かしてあげてもよろしくってよ？　どの道、飽あいたら捨てるのだけど……悪あがきしてみなさいな。私を愉しませてちょうだい、優夜？」

　ささやく霧江に、優夜は無言。霧江の暴力的な気配が、爆発的に膨ふくらんだ。

「あら、無視？　んふふ。意い固こ地じねえ、優夜……生意気な餓が鬼き。でも、だからこそ──私の牙で鳴かせたくなる」

　霧江が舌舐めずりをして、優夜の首筋に顔を埋うずめる。

　──ずぶり。二本の鋭い吸血牙が皮ひ膚ふを食い破り、血管に刺ささった。

　激痛。だが、それだけではない。牙を突つき挿いれられた瞬間、電流じみた快感とそれに伴ともなう不快感の奔ほん流りゆうが、優夜の体を走り抜け、直後。

　ぢゅうううッと激しい音を立て、霧江が血を吸いあげる。

　次の瞬間。

「ッ!?」

　霧江が嘔え吐ずいた。首筋から牙が抜け、優夜の体を離した霧江がよろめきながら距離を取る。廊下の壁に手をついて、

「さ、最低……何よ、この味……こんな不ま味ずい血、飲んだこと……うええええ、最悪！　死ねばいいっ！」

　汚れた口元をぬぐい、霧江が正面をにらんだ。その瞳が映したものは、衣服の下から引きずり出した『得え物もの』を携たずさえ迫せまる、優夜の姿で──

「死ねばいい？　なら、死んでください」

「がッ!?」

　両者の距離が再び零ゼロになった瞬間。跳はねる霧江の背中から、赤く艶めく白銀色の刃やいばが生えた。












　刺した刃を、ずるりと引き抜く。

　霧江の腹から血が溢あふれるより疾はやく移動し、優夜は相手をドアに追い込む形で立ち位置を変えると、二メートル前後の距離を隔へだてて対たい峙じした。

「ぐ……ぁ……ゆ、優夜あああァ……」

　出血する傷口を右手で押さえ、霧江がゆっくり振り返る。

　痛苦に歪められた顔、見開かれた両目には憤ふん怒どと驚きよう愕がくが浮いていた。口の端から血をこぼれさせ、霧江は唸る。

「な、何よこれ……貴方、どうしてそんなもの……」

　優夜の右手に握られているのは、刃渡り二十七センチのナイフ。

　その刀身は吸血鬼の血で染まっていたが、優夜が軽く腕を振ると綺麗に剝はがれ落ち、元の白銀色に戻った。

「護身用です」

　優夜の口から紡ぎ出される言葉は静せい謐ひつで、刃物のように無機質だ。霧江のことを映す瞳も、先刻までとは別人のように冷たい。

　ナイフを逆手に持ち直しながら、優夜は淡たん々たんと応じる。

「吸あ血な鬼たたちから身を守るためのね。同時に、狩猟用でもあるんですけど」

「…………狩猟、用……？」

「はい。僕はこれでも《吸血鬼ヴアンパイアハンター》なので」

「狩人ハンターですって？」

　霧江の表情が強こわ張ばった。目を眇すがめ、体ごと向き直る。

「なるほど、ね……人間にしては、やけに落ち着いてると思ってたけど。そういうことだったわけ。血液も人間とは思えない味だし……貴方、やっぱり人間じゃないでしょ？　吸血鬼か、半鬼人ダンピール──」

「いいえ？　れっきとした人間ですよ」

　否定し、優夜は霧江をにらんだ。腹部の傷から溢れ出ていた血の勢いは弱まり始め、顔にも余裕が戻りつつある。

　反面、優夜の咬かみ痕あとはまったく塞ふさがっていない。左手を首筋に当てると、赤黒い血が手の平を穢けがした。

「ただ、少し変わった血をしているだけです」

「……変わった血？」

「答える義理はありません。あなたは、どうせ──」

　優夜はすぐさま床を蹴けり、疾しつ駆く。

「このまま、狩り殺されるんですから！」

　まばたきの間に肉薄し、右手のナイフを振り抜いた。狙ねらいは首筋。霧江の頭部を切り飛ばし、一撃のもとに絶命させようとする。しかし、

「ふうん？」

　霧江は人間よりも遙かに優れた動体視力と反射神経、運動能力で優夜の奇襲を難なく回避。飛とび退のきながら、

「結構よ。貴方がなんであろうとも、返り討ちにするだけなのだから」

　嗤う霧江の双そう眸ぼうが鮮血色に輝いた。

　直後。優夜の足元、傷口から流れ出る血で生まれた血ち溜だまりが揺らめき、赤い生き物が飛び出してくる。

「…………ッ!?」

　開かれた口、鋭い牙が林立している顎あぎ門とが広げられ、優夜の脚を喰くい千ち切ぎらんと襲いかかった。優夜は咄とつ嗟さに下がって躱かわすも、

「くっ──」

　頭部に続いて這はい出だしてきた上半身、鎌かまのような爪を備そなえる前足が、連続して優夜を強襲。一瞬前まで喉のどがあった空間を薙なぎ、廊下の壁に深い爪つめ痕あとを刻んだ。

「──《血疫プレイグ》ッ！」

　優夜は後方へ退たい避ひし、寝室に逃れる。

　ほどなく廊下から現れたのは、豹ひようを思わす四足の獣だ。体長は約二メートル。頭の先から尻尾しつぽの先端、優夜を捉える目や牙の一本一本に至いたるまで、全てが赤い。

　獣は霧江を守るように立ち塞がると、赤黒い歯は茎ぐきを剝むき出だしにして威い嚇かくした。

「ふふっ。優夜ァ……」

　霧江が獣を侍はべらせて、嗜虐的サデイステイツクな冷笑を浮かべる。

「おいたがすぎるわよ。この私を狩ろうですって？　あははは！　面白いじゃない……そういうプレイが好きなのだったら、付き合ったげる。ただし、狩るのは貴方ではなく私と、この子の方なのだけれどね」

　獣を撫なでる霧江の指が、頭の中にずぶりと沈んだ。獣は動かない。引き抜かれた右手には、血液が手袋のように付着している。

　優夜は三メートルほど距離を置いて身構え、敵の動きを注視した。

「血液から生み出される《眷けん属ぞく》……Ｍ型の《血疫プレイグ》ですか」

「ええ。可愛いでしょう？」

　笑い、霧江が手首を振る。飛び散った血が小さな蝶ちようの群れとなり、周囲をふわふわと舞った。まるで魔法のような現象。

　それを可能にするものが、吸血鬼の血液だ。常識では考えられないような性質を持つ魔物の血。

《血疫プレイグ》と呼ばれるその能力は、吸血鬼の『血液型』によって異ことなる。

　なぜなら《血疫プレイグ》とは、この世に生まれ落ちたときから人間ではなく吸血鬼だった、大元の元凶。七体の《真祖》に備わっていた特性であり、吸血鬼の血液型は彼らがどの《真祖》の血を引いているかで分けられるからだ。

　今回の標的は、Ｍ型。第二真祖の《吸きゆう血けつ妃き》マザー・ミリアムMother Miriamの『Ｍ』型であり、その《血疫プレイグ》は自らの血で《眷属》という生き物を作り出す能力だった。

　しかも、どうやら──

「……なかなか『濃い』ようですね」

　宙を自由に飛び回る蝶、細い体毛までもが精せい緻ちに表現されている豹を眺めて、優夜は警戒心を強める。霧江が「当然でしょう」と髪を払った。

「そこらの愚ぐ物ぶつと一緒にしないでもらえる？　貴方が今まで、どれだけ吸血鬼を屠ほふってきたのか知らないけれど……」

　主あるじの周りを旋せん回かいしていた蝶たちが移動し、腹部の傷に潜もぐり込こんでいく。

　気づくと、霧江の腹に開いた傷はほとんど塞がりかけており、破れた衣服だけが名残なごりとなっていた。

「今回は相手が悪かったわね？　その傲ごう岸がんで不ふ遜そんな態度、気に障るから調教したげる。私に跪ひざまずきなさい」

　腕を持ちあげ、霧江が命じる。

　瞬間、主のそばで待機していた豹の《眷属》が咆ほえるように大口を開け、優夜に躍りかかってきた。鋼鉄並に凝ぎよう固こした前足の血ち爪づめで、上半身を引き裂こうとしてくる。

　優夜はそれを屈かがんで躱し、

「ははっ」

　一笑。高みの見物でも決め込んでいるのか《眷属》をけしかけたきり動こうとせず、悠然とたたずんでいる霧江を見据え、

「傲慢なのは──」

　獰どう猛もうな獣の、苛か烈れつだが単純な猛攻をくぐると、疾走。まとわりついてくる《眷属》をいなして距離を詰め、

「あなたです」

　油断している相手の首に刃を振るった。霧江はなんとかそれを避けるが、

「は、はあ!?　くっ……減へらず口を──ぎゃあああッ!?」

　優夜の奇襲で動揺しており、続く連撃を躱し切れずにもらってしまう。霧江の右腕が手首と肘の真ん中辺りから切断されて宙を舞い、鮮血がしぶいた。

　刹せつ那な、飛びかかってくる赤い豹。優夜はそれを下がってやり過ごすや否や、

「慢まん心しんしすぎなんですよ」

《眷属》には目もくれず踏み込み、ナイフを一いつ閃せん。右手を失なくして動転している霧江の左腕を、肩口から切り飛ばす。

「ァァァ!?」

　耳をつんざく絶叫が響いた。ほとばしる血が壁を染めあげ、インテリアを汚す。

　返り血を避け、離れる優夜と霧江の間に《眷属》が割り込んできて、主を守るように立ち塞がった。優夜は刃の血を振るい落とすと、

「霧江さん」

　血の海に跪いてうなだれ、苦く悶もんしている相手に呼びかける。

　反応は、ない。《眷属》は優夜を牽けん制せいするように威い嚇かくしたまま動かず、襲いかかってくる気配もなかった。

「……申し訳ありませんけど、あなたじゃ僕をどうにかすることはできません。弱者をいたぶり、嬲なぶることしかしてこなかった、あなたじゃ」

「ゆ、ゆうやァ……」

　霧江が面おもてをあげる。苦痛と恥ち辱じよくに塗まみれた青白い顔、爛々とした殺意を宿す瞳が優夜をにらみつけてきた。

　その眼光を受け止めて、優夜は溜め息を吐く。

「あなたは確かに、強力な吸血鬼かもしれません。だけどそのぶん、驕おごりすぎている。吸血鬼を狩るハンターとはいえ、僕は非力な人間ですからね……自慢のペットと遊んであげるような余裕は、持ち合わせていないんですよ」

　血液でできている《眷属》は、刃物では殺せない。優夜はそれをわかっていたため、相手にしなかったのだ。

　あるいは同時に攻められていたら、苦戦したかもしれないが。

「……あなたの負けです、霧江さん。認めてください。あきらめてください。そして、悔くい改あらためてください。じゃなきゃ今度は、首を刎はねますよ？」

　いくら吸血鬼でも、欠けつ損そんまでは治せない。

　出血こそ止まりかかっていたが、両腕を失い、爪を奪われ、大量の血を流した相手に勝ち目などなかった。だから優夜は、霧江を射貫く瞳に慈悲を滲にじませ、

「霧江さん。お願いします、もう──」

「お断りだわ」

　説得しようとした、次の瞬間。

　紅い双眸が一際強い光を放ち、撒き散らされた血液が蠕ぜん動どう。血の海から犬や虎、鰐わにや蛇へびといった《眷属》が次々に生み出され、

「誰が……」

　一面の血を残らず赤い魔物に変えた霧江が、立ちあがる。慌てて距離を取った優夜に変わらぬ憎悪の目を向けて、

「誰が屈くつするものですかッ！　貴方は私に跪き、怯えて泣いて叫んでわめいて、無様に救いを乞いながら一方的に蹂じゆう躙りんされていればいいのよ。なのにどうして、私がこんな──赦ゆるさない。赦さないわよ、優夜あああァ……絶対、這いつくばらせてあげる。私が貴方に受けた以上の屈くつ辱じよくを、たっぷり味わわせてあげるんだから！」

「……そうですか」

　牙を剝き出す吸血鬼を見つめ、優夜はそっと目を伏せた。奥歯を嚙みしめ、ナイフを握りしめる。そして、

「残念です」

　呟いた、直後。

　赤い魔物の大群が動いた。豹が、犬が、虎が、鰐が、蛇が──優夜目がけて一斉に、津波のごとく襲い来る。

　優夜は臆おくすることなく真正面から突っ込むと、迫り来る爪や牙をくぐって《眷属》に特攻。凝固していない血液の体に潜り込み、貫つらぬくように突破した。

「は？」

　顔を庇かばって交差していた両腕を下ろし、閉じていた瞼まぶたを開く。《眷属》の血で濡れた優夜は、吸血鬼の眼前に躍り出て、

「さようなら」

　無防備なその首筋に、別れのナイフを振り抜いた。












　ぴちゃん、ぴちゃん……と水音が聞こえる。天てん井じようまで噴きあがった血やインテリアに飛び散った血が、滴したたり落ちて奏かなでる音だ。

　赤く染めあげられた空間。静せい寂じやくと死の臭気が充みち満みちている部屋の真ん中で、優夜はうなだれ、立ち尽くしていた。手から得物が滑り落ち、血の海にびちゃっと沈しずむ。

「──霧江さん」

　視界の端、ちょうどこちらを向いて転がる顔に目をやり話しかけるが、返答はない。霧江はどこか呆ぼう然ぜんと、惚ほうけるような表情で事切れている。

「あなたは馬鹿だ……」

　吐き捨てて、生首から顔を背そむけた。

　おびただしい血が撒き散らされた床には他にも首無しの胴体、切り飛ばされた左腕、右の手首が転がっている。優夜に躍りかかろうとした《眷属》は、主の首が刎ねられてすぐ形を失い、血に戻ってぶち撒けられた。

　故ゆえに、優夜は独りきり。目を閉じ、悄しよう然ぜんと吐息する。そのときふいに、

「クスッ」

　誰かの笑い声が聞こえた。まさか、と霧江の生首を見る。

　血よりも紅く光り輝く瞳と目が合った。

　刹那、バルコニーの方から、バリイイイィン！　と甲かん高だかい破は砕さい音おん。血の海が波打ち、口を開いた鮫さめが三匹、優夜を取り囲むように飛び出してくる。

　仕留めたものと油断していた優夜は反応できず、為なす術すべもなく──




「ぶわっかもおおおおおおぉん！」




　巨大な顎あぎ門とに喰い殺されるかと思ったときだ。落雷のような怒号がとどろき、優夜を囲む鮫の一匹が、血ち霧ぎりとなって消し飛んだ。続けざま、上着をつかんで引っ張られ、

「うわああああああ!?」

　できた隙すき間まから力任せにぶん投げられる。

　優夜の体が宙を舞い、上下逆さになった視界に赤黒い影が飛び込んできた。朱い髪。十指の爪が無む造ぞう作さに振るわれ、残る二匹の《眷属》がまとめて消滅させられる。

「アナさん!?」

　目を剝むく優夜の体が、ぼふんっとベッドに落下した。急いで起きあがる優夜に、派手やかなゴシックロリィタを身に纏った女性が、ずかずか歩み寄ってくる。

「ど、どうしてこんなところに──」

「それは私の台詞だ、優夜！　ここがどこだかわかっているのか!?　ラブホテルだぞ、ラブホテル!?　このドスケベめ、ハレンチめ！　こんなところに女おな子ごを連れ込んで……お前がそんな男だとは思わなかったぞ、このスケコマシがあ！」

「はああ!?　いや、連れ込んだんじゃなくて連れ込まれたんですけど」

「同じだ、たわけ！」

「ひっ!?」

　空を切り裂き迫る平手を、優夜は紙かみ一ひと重えで回避した。

「あ、危ないですね！　爪伸ばしたままビンタするとか、殺す気ですか!?」

「やかましい！」

「ひいいい!?」

　返す手をのけ反ぞって避さけ、ベッドの上でひっくり返る。優夜をにらむアナスタシアの目は冷ややかだ。振るった右手を腰こしに当て、

「いきなり休みがほしいと言うから、もしやと思ってついてきてみれば……私に黙って逢い引きとはなあ、優夜？　殺されても文句は言えんぞ!?」

「どんだけ嫉しつ妬としてるんですか！」

「しとらんわっ！」

　アナスタシアが憤いきどおり、呆れるように額ひたいを押さえた。

「……私に、ではない。そこの──」

　振り向きざま左腕を薙いで、背後から飛びかかってくる豹を迎撃。アナスタシアの爪を食らった《眷属》が血ち飛沫しぶきと爆はぜる。霧江の生首が、目を見開いた。

「あ、貴女……」

「やあ。こんばんは、望月霧江。うちの優夜が世話になったな」

　アナスタシアがベッドを離れ、霧江に近づいていく。左手を払って血を落とし、

「是非、お礼がしたい。私の爪で切り裂かれるか、私の足に踏ふみ砕くだかれるか、私の手で握り潰されるか、好きな謝礼を選ぶといい」

「…………何者なの、貴女？」

「おや、自己紹介は済ませたはずだがな。アナスタシア・ウィヌシュカだ。飲血ブラツドカフェ《ノクターン》の店長と、副業で《吸血鬼ヴアンパイアハンター》をしている」

　アナスタシアが告げた瞬間、周囲の血溜まりが沸ふつ騰とうするように泡立ち、急激に膨張。狼の群れとなり、全方位から襲いかかった。

「なぜならば──」

　ドレスの裾を翻ひるがえらせて、アナスタシアがくるりと回る。赤と黒、二色に塗られた爪がきらめくと、殺到する《眷属》たちが一匹残らず血ち煙けむりと化した。

「客として訪れる吸血鬼の中に、お前のような者が紛まぎれているからだ。己おのれの欲求や快楽のまま他者を傷つけ、搾り取ろうとする輩やからがな……言ったはずだぞ、望月霧江？」

　アナスタシアは笑みを消し、スカートをたくしあげると、太ふと腿ももに巻きつけられているホルスターから、彼女の『得物』を引き抜いた。

　紅い拳銃《マカブラ》だ。全長三十センチ近いそれを右手に携えて、

「みだりに襲うな。血を吸うな。殺害するなど以もつての外だと。待っているのは破滅だけだと……忠告はした。しかし、無駄だったようだな。この期ごに及およんで説せつ伏ぷくするつもりはないよ。お望み通りくれてやる。破滅するがいい、吸血鬼」

「ぐっ!?　や、殺やれるものなら……」

　歩み寄っていくアナスタシアに、霧江が唸る。血走った目をカッと見開き、

「殺やってごらんなさいよおおおおおおッ！」

　叫ぶと同時。部屋中に飛び散っていた血が渦を巻き、収束。天井まで届かんばかりの赤あか獅じ子しが生まれ、立ち塞がった。

　獅子を見あげるアナスタシアの目が細められ、真しん紅くに染まる。

「ああ──」

《眷属》が口を開け、アナスタシアに喰いついた。獅子の巨大な口こう腔こうにアナスタシアの上半身が呑まれる。だが、

「そうさせてもらおう」

　弾はじけ飛んだのは《眷属》の体だった。獅子の上半身を構成していた血が内側から爆発するように四散し、部屋を再び赤く彩る。

「え？」

　一体いつの間に移動したのか。見れば、生首の傍らに片かた膝ひざをついたアナスタシアが、霧江の額に銃口を突きつけており、




「吸血鬼に十字架をキリエ・エレイソン」




　銃声が響いた。










　それは、赤い記憶だ。

　十年間慣なれ親したしんだリビングが、馴なれ親したしんだ人々の血で汚されている。

　叩き潰された家具の残ざん骸がい、切きり刻きざまれた家族の惨ざん骸がいが散乱し、クリーム色の壁紙が、赤黒いドリッピング模様で飾られているのを──

　当時十歳の青あお井い優ゆう夜やは、夢見るように見つめていた。

　夢。悪夢。その元凶は今優夜の前に立っている、黒い男の影である。

　部屋の明かりが逆光になっているのか、優夜の記憶が定さだかじゃないのか、詳くわしい顔はわからない。優夜を見下ろす異い形ぎようの瞳ひとみ、鮮血色に光り輝く双そう眸ぼうだけが、やけにはっきり見えていた。赤く染まった牙を剝むき出だし、男が笑う。

　次はお前が喰われる番だと嗤わらう。

　直後、銃声がとどろいた。男の頭がザクロのように吹っ飛び、




「ヒュドラル・ギュルムッ！」




　その向こうから、朱あかい髪をした女性の顔が現れる。

　女性と優夜の目が合った。

「ぁ──」

　声を漏もらしたのはどちらが先か。気がつくと、優夜は女性の片腕にふわりと抱かかえあげられていて、

「すまない。駆けつけるのが遅すぎた……」

　優夜を胸に抱いた女性が、悔くやしそうに呟つぶやく。

　女性の細い肩越しに、男の首から噴ふきあがった血液が無数に枝分かれしてうごめき、多頭竜ヒユドラのようにのたくるのが見えた。

　宙を乱舞し、荒れ狂い、殺さつ到とうしてくる血液の触手。それらをことごとく躱かわし、掠かすりもさせず避けながら、男と同じ紅い目をした女性が力強く笑む。

「平気だ、少年。この化け物は私が斃たおす。心配するな」

　女性は優夜をソファの陰かげに下ろすと、触手を引きつけるように駆け、右手に握る武器を構えた。

　全長六十センチ以上ある物々しい銃じゆう剣けんだ。棺かん桶おけじみた黒い銃身に、血ち濡ぬれたような赤い刃が取りつけられている。女性は、追つい随ずいしてくる触手にその銃口を向け、

「咆えろ《アルケー》！」

　──轟音。轟音。轟音。轟音。血液が爆はぜ、飛び散り、蒸発し、赤い血ち花ばながいくつも咲いた。そして、

「終しまいだ。朽くち果はてろ《吸きゆう血けつ器き》！」

　寄り集まって捻ねじれあがった血流の大蛇が、女性ではなく優夜を目がけて飛来してきた次の瞬間。たまらず目を閉じ耳を塞ふさいだ優夜の首筋に、チクリと鋭するどい痛みが走る。

　遅れて、轟音が鳴り──

「…………すまない」

　静せい寂じやく。闇の中、声が聞こえた。血の臭においと柔らかな温ぬくもり。優夜は耳からゆっくり手を離し、恐る恐る瞼まぶたを開く。

「すまない……すまない……すまない…………」

　女性が優夜の体を抱きしめ、涙ながらに謝っていた。

　幼い優夜は疑問に思う。なぜ謝るのだろう、と。女性は自分を助けてくれた。なのにどうして悲痛な声で、懺ざん悔げのように謝り続けているのだろうと。

　首を傾げる優夜の首筋。

　そこには直径五ミリほどの孔あなが二つ、毒蛇に咬かまれたような傷きず痕あとがあり、赤黒い血をこぼれさせていた。










「青あお井いくん」

　女子の声。まどろみの底に沈しずんでいた意識が覚かく醒せいし、浮上を開始する。遠く、男女の喧けん騒そうが聞こえた。学校机の硬い感触と、窓から吹き込む春風の匂い。

　徐じよ々じよに五感が取り戻されていく。しかし、

「聞こえているの、青井くん？」

　……体が、重たい。浮上しかけた意識が再び沈み、遠のいた。

　肩を揺ゆさぶる振動も、少し怒った声も、フルーツみたいな甘い香りも、全てが急速に遠のいていき──

「青井優ゆう夜やくんっ！」

「うわあああ!?」

　耳元で大声。眠りが一瞬で覚さめ、優夜はガタンッと椅い子すを鳴らした。

　何事かと目を白黒させつつ面おもてをあげる。視界に飛び込んできたのは、優夜が通う公立宮みや橋ばし高等学校・二年一組の教室と、

「いつまで寝てるつもりなの！　もう昼休みだよ。青井くん、三時間目も寝てたよね？　二時間目も一時間目もホームルームも、全部居眠りしてたよね!?　だめだよ、真ま面じ目めに授業受けなきゃ。だめだめ！　学級委員として見み過すごせませんっ！」

　──おっぱい、だった。

　白いブラウスとベージュのカーディガンに包まれている、まるで果くだ物ものみたいな豊乳。スレンダーな細身、きゅっとくびれたウエストに似合わぬ特大サイズの膨ふくらみが目前にあり、視界をさえぎっている。

「中間テストが近づいてるのに、そんな調子で大丈夫なの？　ノート取ってる？　このままだと、落第しちゃうよ？　赤点取って、補習になっちゃうよ？　それでもいいの、青井くん？　あたしはあなたのためを思って──って、ちょっとおおお！　さっきからどこを見てるの!?」

「ひっ!?」

　視界の外から迫る二本指ピースを慌てて避よけた。

「あ、危ないじゃないですか！　本気で目が潰つぶれるところでしたよ、細ほそ美みさん!?」

　抗こう議ぎして、机の横に仁に王おう立だちする女の子、細美美み果かの顔を見あげる。

　茶髪ショートの、化け粧しようっ気けがない地味な少女だ。よくよく見ると可愛らしいのだが、特別目を引く顔立ちではない。だから、余よ計けいに──

「自業自得でしょ!?　話しかけても起きないし、起きたら起きたで人のおっぱいばかり見てるし！　青井くんって、そういう人なの？」

「そういう人って、どういう人ですか……」

「睡眠欲と性欲だけで頭ができてる、ケダモノ系男子っ！」

「違いますからね!?　寝起き頭でぼーっとしてただけですってば！」

　否いやが応おうにも目立つ胸を隠して後あと退ずさる美果に、優夜は声を裏返らせた。クラスメイトの視線が痛い。美果は疑わしげに目を細めると、

「……あ、そう。なら、いいんだけどさ。でも、青井くんっ！」

　優夜の机に両手を叩きつけ、ずいっと顔を寄せてくる。衝撃で胸が揺れ、胸と同じく大きな瞳が鼻先へと近づけられた。












「ちょっ、近──」

「あのね」

　椅子からずり落ちかける優夜に、美果が唇くちびるを尖とがらせる。

「学生の本分は勉強。だからといって、勉強ばかりしろとは言わないよ。ただ、せめて授業くらいはちゃんと受けよう？　一時間目から四時間目までぶっ通しで眠り続けてたよね、青井くん？　それはさすがにだめだよ、だめだめ！　いくら窓際の最後列でも、自由に過ごしすぎなんじゃないかな!?」

「……すいません、番長」

「番長じゃない！」

「おっぱい番長」

「おっぱいでもない！　委員長だよ、委員長っ！」

　美果が怒って机を叩いた。

　推すい薦せんではなく立候補で学級委員に就ついた美果は、やたらと正義感が強く、生活指導の先生ばりに職務熱心。故ゆえに、皮肉を込めてつけられた渾あだ名なが『番長』──特徴的な胸と合わせて、通称『おっぱい番長』だ。

　教室内ではしばしば、美果に叱しつ責せきされた男子が『うるせえ、おっぱい番長！』などと反撃し、美果にこってり絞しぼられるというイベントが発生している。

　優夜は今までそれを傍はたから眺ながめているだけだったのだが、先週の金曜日、連休明けの席替えで隣となり同どう士しになり、早さつ速そく目をつけられたのだった。

「……はあ。青井くんってこんなに横着だったの？　完全にノーマークだったよ」

　美果が嘆たん息そくをこぼす。左手を腰に当て、右の人差し指を立てると、

「青井くんさあ……さっきも言ったと思うんだけど、もうすぐテストがあるじゃない？　それなのに、あの授業態度は──」

「すいませんでした！」

　長くなりそうだったので、優夜は美果の小言をさえぎり、潔いさぎよく謝った。

「昨日ほとんど寝てないんです。仕事で色々ありまして……」

「えっ、仕事？　バイトしてるの、青井くん？」

「はい。カフェで接客業をしています」

　吸血鬼専門の、という部分は伏ふせて教える。美果が「ふうん？」と眉まゆをひそめた。

「カフェかあ。なんか、しゃれおつだねえ……あっ、だからあたしにも敬語なのかな。職業病が出てるみたいな？」

「かもしれません。ほぼ毎日働いてるので」

「毎日ぃ!?　学生なのに働きすぎだよ、青井くん！　ほとんど寝てないとか言ってたし……何時くらいまで働いてるの？」

「そうですね、平日は夜中の二時くらいまで──」

「青井くんっ！」

　美果が机に両手を叩き落として、身を乗り出してくる。

「だめだよ、だめだめ！　それはだめっ！　知らないの？　十八歳未満の深夜労働は、法律で禁止されてるんだよ？」

「知ってますけど……」

「知ってて法を犯しているの!?　不ワ良ルすぎるよ、青井くん！」

　美果が頭を抱かかえてのけ反ぞり、ショックを受けた。優夜が言葉を継つぐ暇ひまもなく、美果は何やら思いつめた表情で優夜の手を取り、

「自首しよう」

「えっ」

「今からあたしと職員室に行こう、青井くん。どんな理由があるのかわからないけど、黒いお金は良くないよ。罪だよ。この先、青井くんのためにならない！　だから、ね？　自首しよう。先生たちに洗いざらい話して、あたしと一緒に謝ろう」

「い、嫌ですよ……そもそも、別に法律違反じゃないと思います。僕の保護者が一人で切きり盛もりしてる店なので」

「保護者さん？　つまり実家のお店ってこと？」

　優夜を無理やり立たせ、強制連行しようとしていた美果が手を止め、尋たずねる。優夜は椅子に座り直しながら答えた。

「……はい。実家じゃないし、家族でもないんですけど。僕がお世話になってるヒトのお店です。本当に、たくさんお世話になってる方なので……少しでも恩返しができればと思って、住み込みで働かせてもらってるんですよ。仕事というよりお手伝いですね。バイト代も、お小遣い程度しか受け取ってませんし」

「へ、へえ……そ、そうなんだ？」

　美果がみるみる威い勢せいを失う。優夜は頰ほおを掻かき、居眠りの弁べん解かいをした。

「それでまあ、昨日はお手伝いの方で少しトラブルというか、厄やつ介かい事ごとがありまして……授業は確かに大切ですし、勉強が大事なのもよくわかっているんですけど。僕にとっての一番は、やっぱり恩返しなので。すいませ──」

「ごめんなさい、青井くんっ！」

　教室全体に響くような声で謝り、美果が頭を下げてくる。

「そんな理由があったなんて知らずに、あれこれ説教しちゃって……不ワ良ルとか横着とかケダモノとかうんこクズとか、いっぱいひどいこと言っちゃってごめんね？」

「いえいえ」

　最後は初耳ですけどね。

「お詫わびに青井くん、これ……授業のノート。放課後までに返してくれればいいから！　それと飴あめちゃんっ！」

　ノートにおまけの袋キャンディ（メロン味）を載せ、美果が「どうぞ」と差し出してくる。優夜はそれをありがたく受け取り、微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます、細美さん」

「……あのさ。敬語じゃなくて平気だよ？」

　美果が呆あきれたように言い、吐息する。

「真面目なのはすごくいいけど。クラスメイトで同い年なんだからさあ」

「ん。ああ、そうですね……じゃない、そうだね。ありがとう、細美さん」

　優夜が照てれつつ応えると、美果は太陽みたいな笑顔を浮かべて、

「あはは。タメ語でも、苗みよう字じにさん付けなのが青井くんらしいなあ……でも嬉うれしいよ。改めて、お隣同士よろしく！　仲良くしてね、優夜くん？」












「ありがとうございました！　またお越こしください」

　退店していく男女を見送り、頭を下げる。テーブルの食器を手早く片づけて戻ると、アナスタシアが怪け訝げんな目を向けてきた。キャップ部分に紫色の和紙と赤いタッセル紐ひもが巻かれた黒い一いつ升しよう瓶びんを、壁かべ棚だなから選び出しながら問う。

「おい優夜。今夜はえらくご機嫌みたいだが、いいことでもあったのか？」

「あ、わかります？　新しく隣同士になったクラスメイトが、とってもいい子だったんですよ～。授業のノートを貸してくれたり、お菓子をくれたり……」

「ほお、親切な人間じゃないか。良かったな！」

「はい。しかも、可愛いんですよね」

「なんだと？」

　アナスタシアの動きが止まった。

「……女じよ子しなのか」

「はい、笑顔が素敵な女の子です。太陽みたいに暖かくて、明るい──」

「太陽は嫌いだ」

　吐き捨てて、アナスタシアが酒さか瓶びんの封ふうを解く。

　吐き気を催もよおす臭気が漂ただよい、優夜は「うっ!?」と鼻を摘つまんだ。

　チューリップ形のブランデーグラスに、どす黒い血が注そそがれていく。アナスタシアがぞんざいにグラスを押しつけてきた。

「……ほれ。浮かれてないで早く持ってけ」

「う、浮かれてないでって……いきなりへそ曲げないでくださいよ、アナさん。いくらこの血が臭くさいからって、曲げるのは鼻だけにしておいてください」

「やかましい！　さっさと運べ、にぶちんがっ！」

「はいはい……」

　グラスを受け取り、カウンターを離れる。臭いに耐たえつつ目指すのは、店の最奥──壁際のテーブル席に陣取り、読書している女性の元だ。

「お待たせしました、メリーさん。入荷したてのスペシャル・ブラッドです」

　懐古調レトロな意い匠しようのドレスにミニハット、青紫のクラシカルロリィタに身を包つつんだ女性が顔をあげ「あら」と淑しとやかに微わ笑らった。

「ありがとう、優夜くん」

　ハードカバーの分厚いアンティーク本をどけ、メリーがテーブルを空ける。そこに、優夜は運んできたグラスを置いた。

「素晴らしい香りねえ……」

　メリーは特徴的なハスキーボイスで惚ほれ惚ぼれと呟き、

「……まあ、貴方あなたたちにとっては、耐えがたい悪臭なのでしょうけど？」

　吐き気と戦う優夜のことを見あげると、青黒い唇くちびるを歪ゆがめる。

　胴部ボウルが膨ふくらみ、口がすぼまっているブランデーグラスには、全体の三分の一ほどしか血液が注がれていない。そうすることでグラスの空いた部分に香りが溜たまり、より強く匂いを感じることができるのだ。

「ああ、いい香り……馥ふく郁いくとした、何にも喩たとえがたい芳香アロマよ。たまらないわあ……」

　グラスを回して攪かく拌はんし、臭いを拡散させながら、メリーがうっとりとする。

　近くのテーブル席に座っていた男性客が「おえっ!?」と戻しそうになり、離れた席に避難した。

　無理もない。メリーが好んで口にする、このどす黒い血液は──

「うふふ。やはり古い血は格別ね」

　傷み、腐り切った『年代物ビンテージ』の血液。吸血鬼は胃腸が強きよう靭じんなため、飲んでもお腹なかを下すことこそないが、その味わいは推おして知るべし。

　腐敗した血液を賞味し、外国語で書かれた古い本をめくるメリーに「ごゆっくり」と告つげ、優夜が退散しようとしたときだ。

「ＨＡＨＡＨＡ！　相変わらずグロテスクだね、メリーちゃん？」

　三つ隣のテーブル席から、今しがた席を移ったばかりの男性客がメリーに絡からむ。

　パーマがかったプラチナアッシュの髪をアシンメトリーにセットし、純白のスーツに漆しつ黒こくのマントを羽は織おった、端たん正せいな容よう貌ぼうの男だ。

「腐ったブラッドが好きなんて、マイノリティにもほどがある。実にクレイジーだよ。キミは味覚がデストラクションしているのかな？」

　脚を組み、優雅に訊きく男だが、読書に集中しているらしいメリーは無反応。メリーにスルーされた男は、髪を撫なでつける格好のまま硬直し、

「ヘイ、ユウヤ！」

　頭上でパチンッと指を鳴らして、優夜を呼びつけてきた。

「はい。なんでしょう、景かげ晴はるさん？」

「プリーズ、ウォーター。ひどいスメルで、リバースしそうだ……」

　優夜はカウンターへ急ぎ、アナスタシアから水をもらうと、蒼そう白はくな顔でぷるぷるしている男性──御み苑その景晴に手渡す。グラスの水を一気飲みした景晴が「……ふう」と額ひたいの汗をぬぐった。

「いやあ、助かったよ。センキュー、センキュー。お礼にボクの血を一口あげよう」

「結構です。吸血鬼じゃありませんから」

「イエス、もちろん知っているとも。だがユウヤ、この血はただのブラッドじゃない。処しよ女じよブラッドだ！　ビューティフル・ヴァージンブラッド、オーケー？」

　離れようとする優夜を引き止め、景晴が爪でチンッとグラスを弾く。薔ば薇らとリボンの硝子装飾エツチングが施ほどこされている、小振りなシェリーグラスだ。

　その中に、鮮あざやかな血が満たされていた。

「見たまえ。美しいだろう？」

　そう言って景晴が見せびらかしてきたのは、血液ではなく一枚の写真。髪をおさげに結んだ小学校低学年くらいの幼女が、カメラに向かって笑顔でピースしている。

「……可愛いですね」

「だろ？　まさにエンジェルさ」

　幼女を見つめる景晴の目は優しかったが、唇からは唾だ液えきがこぼれかけていた。写真の顔に指を這わせて撫でさすり、景晴が恍こう惚こつとする。

「はあ、美しい……パーフェクトで、イノセントだよ。ミルク色の瑞みず々みずしい肌、桜色のふくやかな頰ほお、柔らかい産うぶ毛げ……そんな体の中を流れる、温かいとろとろのブラッド。ダイヤモンド・ヴァージン乙女ブラッド、オーイエス！」

　我が慢まんできなくなったのか、景晴が立ちあがってシャウトし、血液を呷あおった。

「アメイジングッ！　くはあ～、採血者の生写真チエキを眺めながら飲む血は格別だなあ……究極のスパイスだ」

「……へえ。そうなんですね」

　すげなく応じる優夜の肩に腕を回して、景晴が熱弁を振るう。

「そうだとも。どんなに味がデリシャスだろうと、ファットボーイやマッチョマンから採られたブラッドならノーグッドだし、ノーセンキューだ。しかし、その血がキュートなプリティーガールから採られたものなら、どうだい？　そそられるだろう？　飲んでみたいと思うだろう、ユウヤ!?」

「思いませんよ。人の血なんて……」

　本気で嫌がる優夜だが、景晴は止まらない。

「ＨＡＨＡＨＡ！　飲まず嫌いはナンセンスだよ？　いいから、一度飲んでみたまえ。幼女ブラッドは美う味まいぞ～。雑味が少なくマイルドで、一度飲んだら病みつきだぞ～。ほらほらユウヤ、騙だまされたと思って──」

「死ね！」

「ぐはあっ!?」

　しつこく迫せまる景晴に、アナスタシアのドロップキックが叩き込まれる。

　グラスに残った血をぶち撒まけて、景晴が倒れた。

「大きな声でペラペラと、気持ちの悪い言葉を吐くな変態！　メリーの腐った血よりも悪趣味で、聞いてるこっちが吐きそうになったわ。お前の腐った性癖で、優夜を毒するのもやめろッ！　変態になるだけならともかく、ロリコンになったらどうしてくれる!?　出禁にするぞ、バカタレェ！」

「……あら？　今、さり気なく私の嗜し好こうも一緒に貶けなされたような気がするのだけれど。悪趣味で悪かったわね？」

「変態はいいのに、ロリコンはだめって。どういう基準なんですか、アナさん……」

　微笑みながら怒るメリーと、小首を傾かしげて呟く優夜。アナスタシアにブチキレられた景晴が「ＨＡＨＡＨＡ！」と哄こう笑しようをあげる。

「ソーリー、アナスタシアちゃん。そうだね、キミは『ロリィタ』だけど『ロリータ』ではないもんね？　ああっ、申し訳ない！　ボクとしたことが、キミの年齢らしからぬ乙女ハートを──」

「二度死ねッ！」

　アナスタシアに横っ面を蹴り飛ばされた景晴が吹っ飛び、メリーが座るテーブル席に突っ込んだ。メリーは危険を察知したのか既すでに移動しており、カウンター席でゆったり読書を再開している。

　アナスタシアが爪を光らせ、獲え物ものを追い詰めるように近づいていった。

「か～げ～は～る～ぅ？　貴様、本気で潰つぶされたいようだな」

「ア、アナズダジアぢゃん……ぢょ、ぢょっど強めにズドライグじずぎじゃ……」

「そ、そうですよ！　これはやりすぎですって、アナさん。お客さまです、お客さま！　いくら年齢のことに触れられたからって──」

「やかましいわあああ！」

　アナスタシアが声を荒あららげ、仲ちゆう裁さいの手を振り払う。優夜をにらみつけた後、

「……ふんっ」

　不機嫌そうに鼻を鳴らすと、カウンターに戻っていってしまった。腫はれあがった頰を押さえて起きあがり、景晴がいぶかしむ。

「ホ、ホワッツ？　なんだかやけにピリピリしていないかい、アナスタシアちゃん……嫌なことでもあったのかなあ。ユウヤに浮気されたとか」

「いやいや……」

　床に転がるグラスを拾い、優夜は溜ため息いきを吐ついた。

「違いますから。アナさんが苛いら立だっているのは、たぶん昨日の……」

「──『狩り』があったんでしょう、アナ？」

　優夜が言うよりも早く、メリーが本を読みながら尋たずねる。自や棄け飲のみでもするためか、壁棚のボトルを物色するアナスタシアの手がピタリと止まった。

　それを見て、メリーが「やっぱりね」と笑う。

「昨夜は『臨時休業』だったから、そうじゃないかと思っていたわ。相手は誰だったのかしら……ひょっとして、顔見知り？」

「へえ、狩りだったのかい！　久しぶりだな。一ヶ月ぶりくらい？　その話、ボクにも是ぜ非ひ聞かせておくれよ。テルミー」

　興味を示した景晴が、メリーの二つ隣となりに腰を下ろした。優夜はテーブルを直し、床にこぼれた血をモップで拭きながら、カウンターを横目にうかがう。

　景晴は一年、メリーは開店当初の二年前からノクターンに通い続けている常連客で、アナスタシアが《吸血鬼ヴアンパイアハンター》であることも承知している理解者だった。

　夜十時。店内に彼ら以外のお客はいない。だから、

「……ああ。実は昨日、久々に狩ってな？　最近うちを訪れた新顔で、なかなかに濃こい吸血鬼だった。《Ｖａ値》が七百近いＭ型だ」

　ボトル選びを取りやめて、アナスタシアが二人に向き合う。

《Ｖａ値》とは吸血鬼の血中にある《Ｖａ因子》──即すなわち『ヴァンパイア因子』の量を示したものだ。数値の高さは純度の高さを表し、平均値は五百半ばから六百前後。

　一般に《Ｖａ値》が高い者ほど強力な吸血鬼だとされており、数値によって危険度がＳ～Ｆに分けられていた。

　尚なお、今回狩った望もち月づき霧きり江えの危険度は『Ａ－マイナス』である。

「ワオ、ストロングだね……それでも、アナスタシアちゃんの敵じゃないだろうけど。国内唯一の『ＳＳダブルエス』ランクだもんなあ。キミのステータス、いくつなんだい？」

「千ちょっとだな」

「サウザンド!?　ＨＡＨＡ、さすが《第一世代》は桁けたが違うねえ……自分が何世代かもわからない、ボクなんかじゃ即そくキルだ」

　肩をすくめて卑ひ下げする景晴に、アナスタシアが苦笑した。

「お前も充分濃いだろう、景晴……特にここ極きよく東とうではな？　ヨーロッパでも、今では世代なんぞわかる方が稀まれだよ」

『世代』とは、吸血鬼の強さを表す基準の一つだ。

　生まれたときから吸血鬼である《真しん祖そ》に直接血を入れられて吸血鬼になった人間を第一世代。第一世代に血を入れられて吸血鬼になった人間を第二世代……というように数えられ、世代が若いほど吸血鬼の血液が濃く《Ｖａ値》も高くなる。

　また《真祖》の大半は西洋諸国に現れたものであるため、そこから遠く離れた日本の吸血鬼の血は薄く《Ｖａ値》も低かった。とはいえ、

「まあ、近頃は『教会』を恐れた者どもが流れ込んでくるおかげで、この国でも吸血鬼が数を増し、強大化しているのだが……」

　吸血鬼が少ないということは即ち、吸血鬼への対策も弱いということだ。

　西洋には古くから《灰はい銀ぎん教きよう会かい》という対吸血鬼の専門機関が存在しているが、日本の《鬼き葬そう局きよく》はまだ歴史が浅く規模も小さい。

　そこに目をつけ避難してくる吸血鬼が増え、吸血鬼による事件や被害者たちも近年、急激に増えたのである。

　すると当然、トラブルも増え──

「……愚おろかだな。力によって他人を傷つけ、血を奪うばうなど。やりようなら、いくらでもあるというのに……」

　昨夜、霧江にとどめを刺さしたアナスタシアが、悲痛な声で呟いた。優夜の胸に痛みが走る。知らず、モップを握にぎる手に力がこもった。

「アナさん……」

　そのとき、ドアベルが鳴る。来客だ。優夜はハッと我に返って、

「あ。いらっしゃいませ──」

「優夜」

　入り口に顔を向けると、銀髪の女の子が目を細めてこちらをにらみつけ、たたずんでいた。女の子は、平へい坦たんな声で問う。

「……ねえ。霧江が殺されたっていうのは、本当？」












「香こ音お里りさん……」

「知り合いに聞いたの。昨夜、霧江が狩られたらしいって……優夜、何か聞いてない？　たぶん《鬼葬局》だと思うんだけど、詳くわしいことはわからなくって」

　尋たずねる香音里は、いつもと変わらぬ無表情だった。単刀直入な物言いに戸と惑まどう。

「え、ええっと……」

「知ってるの？」

「いや。知っている、といいますか……」

「知ってるんだね」

　視線を逸そらして言い淀よどむ優夜に、香音里が詰め寄ってきた。

「教えて」

　気持ちのこもった強い口調に、優夜が鼻白んでいると。アナスタシアがカウンターを回り、神しん妙みような面持ちで近づいてくる。

「香音里。すまない、望月霧江は──」

「僕が狩りました」

「へ？」

　細められていた目が見開かれ、香音里の無表情が崩くずれた。

「……優夜が？　ごめん、意味わからない……優夜はここの店員なんだよね？　なのに霧江を狩ったって、どういう……」

「僕は《吸血鬼ヴアンパイアハンター》なんです」

　驚く香音里に、優夜は明かす。アナスタシアではなく自身の口から、

「《鬼き葬そう官かん》ではありませんけどね。ノクターンは《鬼葬局》の出資を受けているお店なので。僕たち従業員には、お客の中から危険な吸血鬼を見つけ出し、抹まつ殺さつするという裏の仕事があるんです」

「裏の、お仕事……」

「隠していてすいません。昨夜、霧江さんは僕を店外デートに誘い、血を吸い尽くそうとしてきたんです。僕はハンターとして抗戦し、霧江さんを始末しました」

「おい、優夜──」

「アナさんは」

　口を挟もうとするアナスタシアをさえぎり、優夜は言った。

「アナさんも、手伝ってくれましたけど……ほとんど全て僕の仕事です。だから香音里さん、憎にくむなら僕を──」

「憎む？」

　香音里が呟き、うつむかせていた面をあげる。

「何を憎むの？」

　──笑顔だった。口角がわずかに持ちあがっている程度の微笑だったが、それは優夜が初めて目にする香音里の表情で。

「前に言ったよね？　わたしは、霧江が好きじゃないって……嫌いな奴が死んだのに、憎んだりするわけないじゃない。せいせいしたよ？　大体さ──」

　嘆たん息そくし、香音里が表情を消し去る。

「優夜を襲おうとして返かえり討うちに遭あったって、それ完全に自業自得じゃん……同情する余地ないよ。馬鹿だなあって思うだけ」

　香音里の言葉は辛しん辣らつだ。含まれるのは憎悪や悲ひ哀あいではなく、侮ぶ蔑べつと喜き悦えつ。

「ありがとね？　霧江を始末してくれて……おかげでこの先もう二度と、あいつの顔を見なくて済すむよ。今夜は、美お味いしい血液が飲めそう」

　無表情のままそう言うと、一人でさっさと席に向かった。

「香音里──」

「店長。いつもの」

　すれ違いざま話しかけてくるアナスタシアに注文を告げ、香音里が奥のテーブル席につく。景晴が「ヘイ、コオリちゃん！」と対面に座った。

「今夜もクールでビューティーだねえ。まるで氷のフェアリーだ。アイスみたいなキミのアイズに乾杯」

「…………。ねえ、優夜」

　香音里はしばらく固まってから首を動かし、景晴を指差すと、

「次は、こいつを殺してくれない？」

　本気なのか冗談なのかよくわからない、物騒なお願いをしてきた。












「お疲つかれ」

　香音里が景晴から逃げるように帰り、景晴が香音里を追いかけるように退店した後。優夜が食器を洗っていると、アナスタシアが肩にぽんっと手を置いてきて、

「あがっていいぞ」

「え？　まだ十二時前じゃないですか」

「いいんだ。昨日は後始末やら説教やらで、遅くまで付き合わせてしまったからな……今日のところは休んでおけ」

「大丈夫です。睡眠時間は足りてますから。普段通り、二時くらいまで──あっ!?」

　スポンジを奪うばわれてしまった。

「いいから休め。私の言うことが聞けんのか？」

　アナスタシアが語調を強め、泡あわだらけのスポンジを突きつけてくる。

「昨日、怒ったばかりだろうが……私の力になろうとしてくれるのは嬉しい。感謝している。だが優夜、お前は少し頑張りすぎだ」

「頑張りすぎって、そんなこと──」

「ないと言うのか。昨晩、死にかけたのに？」

「うっ……」

　優夜は反論を飲み、唇を嚙かんだ。昨夜の失態──自分一人の力で吸血鬼を狩り殺そうとして失敗し、返り討ちに遭いかけたのを思い出す。

　優夜はアナスタシアからこっぴどく叱しかられ、もう二度と、勝手な真ま似ねや無理はしないよう言い含められたのだ。しかし、

「き、昨日のことは関係ないじゃないですか……」

　アナスタシアから視線を逸そらし、優夜はぼそっと呟いた。

「未熟な僕がアナさんに相談もせず狩りをしようとしたことは、素直に反省しています……すいませんでした。けど、本当にもう大丈夫ですから！　怪け我がは元々ほとんどしてないですし、疲れも充分取れてます」

「そういう問題ではない」

　憮ぶ然ぜんとして言うアナスタシアを、優夜は半眼で射いる。

「何が問題なんですか……」

　尋ねると、アナスタシアが腕を組み、盛せい大だいな溜ため息いきを漏もらした。最奥のテーブル席で静かに読書しているメリーのことを一いち瞥べつし、

「優夜。お前は辛つらくないのか？」

「……はあ。さっきからそう言ってますけど」

「肉体的にではない。精神的にだ」

　辟へき易えき気味の優夜を見つめ、アナスタシアは気遣わしげな言葉を重ねる。

「吸血鬼を狩り殺したその翌日に、吸血鬼をもてなすのだからな。何も感じないわけはなかろう？」

「それは、まあ……」

　優夜は後頭部を掻いて、目線を足元に落とした。

「……そう、ですね。普段はあんまり気にならないんですけど、狩りの直後はやっぱり少しだけ『昔』みたいな気持ちになってしまうのは否定できません。たとえ、どれだけ親しい仲でも」

　一度心に深く刻み込まれたものは、和やわらぎこそすれ、決して消えない。嫌悪や恐怖、あるいは憎悪──

「だけどね、アナさん」

　握りしめていた拳をほどいて、吸血鬼メリーを見やる。優夜の視線に気づいたメリーが顔をあげ、微笑んだ。優夜は会え釈しやくをして笑い、

「そんなの、些さ細さいなことですよ。同じ吸血鬼でも、霧江さんと常連客の皆さんは違うし……『あいつ』とも違いますから。僕は、好きでここにいるんです。好きじゃなきゃ、そもそもこのお店で働いていません」

「優夜……」

「というか。アナさんこそ、無理してるんじゃないですか？」

「何？」

　アナスタシアが顔をしかめる。優夜はその手からスポンジを取り返し、グラスを洗いながら続けた。

「人間の僕が吸血鬼を狩るより、吸血鬼のアナさんが吸血鬼を殺す方が遙はるかに辛つらいし、苦しいはずです。アナさんは優しいですから……」

《ノクターン》はアナスタシアが吸血鬼のためを想って開いた店だが、同時に優夜たち人間のことを案じて作られた場でもある。

　吸血鬼が人間を傷つけなければ、人間が吸血鬼を狩ることもない──吸血鬼と人間が共存し、尊そん重ちようし合う社会を作りあげること。それが、アナスタシアの悲ひ願がんだ。

　吸血鬼を愛し、人を愛するアナスタシアはだからこそ、一つでも多くの命を救うため他者を害する者を排はいする。

　そして、優夜の願いは──

「何が『頑張りすぎ』ですか。それはこっちの台詞せりふです。少しくらい、肩代わりさせてくれてもいいじゃないですか。昨日はしくじりましたけど……僕だって、もう子供じゃないんですから」

　ぼやいたきり口をつぐんで、優夜は黙もく々もくと手を動かした。全てのグラスを洗い終えたところでようやく、アナスタシアが問いかけてくる。

「……優夜。お前が黙だまって狩りをしたのはもしや、そのためだったのか？　望月霧江のことで香音里に見み栄えを張はったのも、こうして意地を張っているのも……私の負担を軽くしたいがためなのか？」

　優夜は答えず、むっつり作業を続けた。すると、

「アホンダラ！」

　後頭部を張り倒される。高価なシェリーグラスを取り落としかけ、優夜は思わず悲鳴をあげた。

「うわっ!?　ちょっ、何するんで──いだだだだ!?」

　振り返ろうとしたら今度は、耳をつかんでねじりあげられる。

「私はなあ、優夜……お前が心配するほど柔やわではないし、無理なぞ微み塵じんもしておらん！　何が『肩代わり』だ、生意気な奴め……お前など、私にとってはまだまだ子供だ、このハナタレェ！」

「ア、アナさん──」

「お前の気持ちは嬉しいがな、優夜」

　優夜の耳から手を離し、アナスタシアが腕を組む。物言いたげな優夜をにらむ瞳には優しい怒りが滲んでいた。

「それでお前が死んでしまったり体を壊してしまったりしたら、私はもっと悲しむぞ？　今回危あやうくそうなりかけたのだから、もっとしっかり反省せんか。私のことをあれこれ心配するよりもまず、自分を大事にしろというんだ、まったく……」

「……すいません」

　それでも僕は、あなたの力になりたいんですよ──という本音わがままをこらえ、謝罪する。

　優夜の胸中を察さつしてか、アナスタシアは困ったように吐息し、

「やれやれ。私のことを想ってくれているのだったら、わざわざ危険を冒さなくとも、できることなどたくさんあろうに」

「できること？」

「うむ。例えば、そうだな……優夜、今週末の日曜日は空あいてるか？」

「ん。まあ、空いてますけど」

　やや唐突に予定を訊かれ、戸惑う優夜。アナスタシアが「よし」と首肯した。

「なら、ちょっくら付き合え。買い物に」

「えっ」

「えっとはなんだ？」

「いや別に。あの、ちなみに時間は？」

「無論、夜だ──と言いたいところなのだが、行きたい場所が多くてな。遅くからだと閉店時間を過ぎてしまうかもしれんから、昼の予定だ。三時くらいでいいだろう」

「えええ……」

「えええとはなんだ!?」

　アナスタシアが声を荒げて、ぷりぷりと怒った。

「さっきからなんなのだ、その微妙に嬉しくなさそうな反応は!?　望月霧江に誘われたときはラブホテルまで行ったのに、私の誘いはショッピングすら嫌なのか！　ああっ、傷ついた……私は今、いたく傷つけられたぞ、優夜っ！」

「はあ!?　いや、もちろん嬉しいですよ？　嬉しいですけど……」

「けどなんだ!?」

「けど──」












　休日の原はら宿じゆく駅えきは、多くの人々でごった返していた。

　飲食店や服屋など、様々な店舗が軒のきを連ねる駅前の商店街には道幅のキャパシティを超こえる数のお客が流れ込み、満員電車のようになっている。

　そんな中、大通りを行き交う人々の視線が──

「さてさて。まずはラフォーレだ。あそこには、有名ロリィタブランドが集結しているからな。目当てのショップもあらかたそこにある。お前には荷物持ちを手伝ってもらうつもりだが案ずるな、ちゃんと対価も考えてあるぞ？　裏原宿に美お味いしいパンケーキの店があってな。ふわとろ生地に、マカデミアナッツのソースが絶品で……」

　などと、流りゆう暢ちような日本語で喋しやべる女性に集中していた。容姿の端たん麗れいさもさることながら、皆の目を引いているのは、その絢けん爛らんな服装だ。

　レースやフリル飾りがふんだんにあしらわれているブラウスに、裾すそが大きく膨ふくらんだジャンパースカート。タッセルシューズをかつかつ鳴らし、血を被ったように真まっ赤かな日傘を差して、女性は堂々と闊かつ歩ぽする。

「……しかし暑いな。まだ五月だというのにこの蒸むし暑あつさ、着てくる服を間違えたやもしれん。日差しも強いし、いっそ雨でも降ってくれた方がマシだよ……ところで優夜、さっきから随ずい分ぶんと静かだな？　せめて相あい槌づちくらい打たんか、馬鹿者。私がなんのためにお前を誘ったと──ぬ？」

　女性が背後を振り返り、お喋りを止やめた。綺麗に編まれた朱あかい長髪、頭の後ろに留とめられている黒いリボンとヘッドドレスを揺らして、

「どこ行った!?　おい！　どこだ、優夜あああ！　あのグズ、まさか早さつ速そく私とはぐれて迷子に!?　優夜っ、優夜ああああああ！」

「……ここです。ちゃんとついてきてます、アナさん」

「優夜っ！」

　わめき散らし、おろおろしていた女性──アナスタシアの表情が華はなやぎ、優夜の元に駆け寄ってくる。

「離れて歩きすぎだ！　そんなに速く歩いてないだろう？　この程度の人ひと混ごみではぐれかけるな、うすのろめ……ふんっ、仕方ない！　ま、迷子になられても迷惑だからな？　特別に手を繋つないでやろう。ほれ」

「結構です」

「結構とはなんだッ！」

　差し出した手を拒否されて、アナスタシアがブチキレた。道行く人の視線が集まる。優夜の背中に汗が滲んだ。

「アナさん。落ち着いてください」

「誰のせいだあ!?」

「僕ですね、はい。すいません。けど、もう少し声のボリュームを……」

「私の申し出を断っておきながら、自分の頼みだけは聞き入れてもらおうというのか!?　図々しいったらありゃしない！　私は、お前をそんな男に育てた覚えは──」

　大声で説教し始めるアナスタシアに耐たえられず、優夜は深くうなだれた。視線の雨が陵りよう辱じよくするように、優夜の心を責せめ苛さいなんでくる。

「まったくお前という奴はどうしてこう、いちいち人の想いを……って、ん？　おい、どうした優夜？　何を耳まで赤くなっている？　──ハッ！　まさか、そういう種類の変態なのか!?　叱しつ責せきされると興奮する被虐性愛者マゾヒスト！」

「……違いますから」

「ふむ。じゃあ、加虐性愛者サデイストなのか？　ちなみに私は──」

「どっちでもありません！　単純に、恥ずかしがってるだけですってば……人の視線がすごいので」

「視線だと？」

　言われて初めて気がついたように、アナスタシアが周囲を見回す。

「なるほど。確かに注目されているようだ。まあ、当然だろう。いくら原宿、ロリィタファッションの聖地とはいえ、私ほど完成度の高いロリィタはそういないからな。以前メリーと来たときも、パシャパシャ写真を撮とられて大変だったよ。私もメリーも慣なれているから、毛ほども動じなかったが」

「へえ。なら、今回もメリーさんと来れば良かったんじゃないですか？」

「…………イラッ」

「わざわざ口で『イラッ』って言った！」

「ビキビキ」

「すごく怒っていらっしゃる!?」

「つーん」

「拗すねちゃった!?　待ってくださいよ、アナさん」

　そっぽを向いて足を速めるアナスタシアを追いかけ、隣に並んだ。機嫌を損そこね、頰を膨らませているアナスタシアに、優夜は「すいません」と謝る。

「アナさんは慣れてるのかもしれませんけど、僕はこんな風に注目されるのには慣れてないんです。見た目も服も普通だし。正直、不ふ相そう応おうなんじゃないかと──」

「阿あ呆ほう」

　日傘の陰から優夜をにらみ、アナスタシアが鼻を鳴らした。

「分相応か否かを決めるのは私だ、他人ではない。それと、私は周りから注目されたいがためにゴシックロリィタを着ているのでもない。私は自分のためにこの洋服を選び、そして相手にお前を選んだ。それだけだ。不満か？」

「いいえ……」

「ふふ。ならば、気にすることもあるまい？」

　微笑み、優夜の手を握る。アナスタシアの言葉で引いた火ほ照てりが、繋いだ手から這はいのぼり、優夜の顔を熱くした。

「なんだ、まだ恥ずかしがっているのか。そんなに恥ずかしいならいっそ、お前も似たファッションをしてみるのはどうだ？　ゴシックとか、パンクとか……」

「け、結構です！」

「……むう。つれない奴め」

　ノリノリでした提案を断られ、アナスタシアがむくれる。

　人の視線にはそのうち慣れるだろうが、繋いだ手の柔らかさ、この甘い気恥ずかしさには、当分慣れられそうになかった。












「『ATELIERアトリエ ARLEQUINアルルカン』『MALICEマリス and the MIZERミゼル』『hエイチ.KIRITOキリト』『Demonicデモニツク Prettyプリテイ』……と、大体こんなものでいいかな。そろそろパンケーキを食べにいくぞ？　ラフォーレ編に続く後半、竹下通り編に備そなえてエネルギーを補充するのだ！」

「まだ前半だったんですか……」

　──二時間後。大量のショップバッグを持たされた優夜は、お気に入りの店を巡って上機嫌なアナスタシアを、ふらつきながら追いかけた。

　自分は手ぶらのアナスタシアが、上りのエスカレーターに乗り「なんだ？」と優夜を見下ろしてくる。

「文句があるのか？　あるならパンケーキはやらん。即そくお開きだ」

「僕はそれでも構いませんよ」

「構えスカタン。お開きになどするものか！　パンケーキも食べるっ！」

「はいはい、冗談ですよ。ちゃんと、最後まで付き合ってあげます」

「あげますとはなんだ！　そこは『付き合わせていただきます』か『付き合わせてください』だろう？　私とのデ──ショ、ショッピングが楽しくないというのか!?」

「いやいや、すごく楽しいですよ。アナさんとのデート」

「デッ──」

　アナスタシアが絶ぜつ句くした。優夜は呆あきれる。

「アナさん……あなた、数百歳ですよね？　デートなんて単語を口にされただけで、何赤くなってるんですか。実は中学生なんですか」

「なっ!?　だ、誰が中学生だッ！　どこを見て言っている!?」

　アナスタシアが声を裏返らせて、胸元を隠した。数百年の時をかけてもほとんど成長していない、真まっ平たいらな胸元を……。

「見てませんから。被害妄想はやめてください。気にしてるのは知ってますけど」

「き、きききき、気にしてなどおらんわ、エロスケ！」

　アナスタシアが狼ろう狽ばいし、叫んだ。恥ち辱じよくと憤怒でいっぱいいっぱいなのか、優夜を振り返ったまま歩き出し、

「今度、胸の話をしてみろ！　腹パン百発ビンタ百回、体中の骨をバッキバキにして、ヴォイヴォイ言わせてやるからな!?　私のヘドバン・ヘッドバットを──」

「アナさん、前！」

「ぶっ!?」

　正面の客に衝しよう突とつ。撥はね飛とばされ、尻しりもちをついた。優夜は慌ててアナスタシアの元に駆け寄ると、助け起こしつつ注意する。

「もう、何してるんですか！　ちゃんと前見て歩かなくっちゃ、だめでしょう!?　す、すいません。このヒトが失礼を……」

「……気にすんな。謝罪の言葉なんかいらねえ」

　謝る優夜の頭上から、ぶっきらぼうな男の声が降ってきた。

　黒い革靴。目線をあげると黒いズボンに黒いシャツ、黒いジャケットという黒ずくめの格好が飛び込んでくる。休日のファッションビルには似つかわしくないスーツ姿で、ネクタイは緑。指や手首に、じゃらじゃらとシルバーアクセサリーをしていた。

　しかし、最も特徴的なのは──

「代かわりと言っちゃあ、なんなんだがよ」

　翠玉色エメラルドのカラーコンタクトで鮮あざやかに彩いろどられた瞳と、




「その間抜け、ぶっ殺させてくんねえか？」




　鼻から口元を覆おおう、物々しいガスマスク。ヘアワックスで逆立てられた髪、ぶら下げられたごついピアスが、男の纏まとう攻撃的な気配を助長している。

「……辰たつ琅ろうさん？」

「朽くち木きッ！」

　アナスタシアが勢い良く立ちあがり、男──朽木辰琅に食ってかかった。

「いきなりぶつかってくる前後不覚の馬鹿がいると思えばお前だったか、クソ男。そのマスク、おしゃれで着けてるのなら外した方がいいと思うぞ？　気持ち悪いから」

「ああ？　ぶつかったのはてめえだろうが、クソ女。このマスクはなあ、てめえと同じ空気を吸いたくねえからしてんだよ、ボケ！　てめえの方こそ、いい歳としこいてロリィタ着るのはやめた方がいいと思うぜ？　痛いてえから」

　アナスタシアのこめかみに青筋が浮かび、辰琅の額に血管が盛りあがる。次の瞬間、二人は優夜が止める間もなく、

「よしよし、わかった……表へ出ろ、朽木。号泣しながら跪ひざまずき『申し訳ございませんでした、お姉さま』と平服するまでボコボコにしてやる！」

「上等じゃねえか！　牙きばをへし折り、爪を剝はがして、血ぃ吐くまで殴なぐり倒たおしてやるぜ、ウィヌシュカ。屈くつ服ぷくすんのは、てめえの方だ」

「やれるものならやってみろ。半鬼人ダンピールの半はん端ぱ者ものめが」

「？　泣かすぞ、痛ロリババア」

「やめてください、二人とも！」

　にらみ合い、出口に向かうアナスタシアと辰琅を、優夜は急いで引き止めた。強ごう引いんに隅すみの方まで引っ張っていき、

「こんなところで何してるんですか。あなたたち、めちゃくちゃ見られてますからね!?　何もしなくても目立つんですから、せめてなんにもしないでください！」

「私は何もしていない。このチンピラが突っかかってきただけだ」

「はあ？　てめえが先にぶつかったんだろが。ボケてんじゃねえぞ、耄もう碌ろくババア」

「やめてくださいってば！」

　二人の間に体を割り込ませて、引き剝がす。

「落ち着いてください。沸ふつ点てん低すぎるでしょ、あなたたち……いい歳こいた大の大人が僕みたいな高校生に仲ちゆう裁さいされて、恥ずかしいとは思わないんですか？」

「やかましい。いい歳こいたとか言うな！　私は、売られた喧けん嘩かを買っただけ──」

「ああ、そうだな。すまねえ、優夜……」

　アナスタシアが怒る一方、辰琅は素直に矛ほこを収めると、大おお仰ぎように溜め息を吐いた。

「おめえの言う通りだわ。俺としたことが『実年齢はババア、精神年齢はガキ』みてえなアホと真面目にやり合っちまって恥はずかしいぜ、マジ……」

　アナスタシアが「なっ!?」と意表を突かれる。

　優夜はホッと安堵した。

「いえ、わかってくれればいいんです。僕の方こそ、生意気言ってすいませんでした。アナさんが──」

「優夜、お前が謝る必要などない！」

「……アナさんが、すいません。このヒト滅多に謝らないので、僕が代わりに謝らせてもらいます」

「いいってことよ。おめえが謝る必要なんかねえ」

「おい、私の台詞をパクるな朽木。それから優夜、私が全面的に悪いみたいな言い方はやめろ。しかも、微妙に無視するな！　おい、聞いているのか？」

「…………。辰琅さん」

　アナスタシアに背を向けて、優夜は辰琅と対たい峙じする。

　優夜の背丈も高い方だが、百八十センチ以上ある辰琅に比べれば、だいぶ小さい。

　黒々としたガスマスクを見あげ、尋ねた。

「今日はプライベートですか？」

「おう、半分な。巡回がてらって感じだ。そしたらおめえがいたからよ。声かけようとしたんだが、障害物にぶつかっちまって……」

「誰が障害物だ、邪魔者め！」

　嚙みついてくるアナスタシアを鬱うつ陶とうしそうに見やり、辰琅が肩をすくめる。それからふいに──

「聞いたぜ？」

　優夜の肩に手を回し、辰琅が顔を近づけてきた。ガスマスクの排気口から「シュー」と蛇へびの鳴き声のような音が漏れ出る。

「……先週、また仕し留とめたんだってな？」

「え？　ええ、まあ……僕一人の力だけではありませんけど」

「ハハッ！　謙けん遜そんすんなって！」

　快笑し、辰琅が腕に力を込めてきた。周りのお客に聞かれないよう声を潜ひそめて、

「相手はＶａ七百近い、ＡランクのＭ型だったんだろう？　そいつを、ほとんど自力で追い詰めたんだからよお。まだ若わけえのに大したもんだ」

　賞賛すると体を離し、翠みどりの異い眼がんを優夜に向ける。

「俺は、おめえを買ってんだ。だから、しつこく口く説どかせてもらうけどなあ、優夜……《鬼葬局うち》に来い。そんな、いつ裏切るかもわからねえ吸血鬼のとこなんかじゃなく、俺の──」

「すいません」

　優夜は辰琅からの勧誘を、真正面からきっぱりと断り、

「……辰琅さんや《鬼葬局》にはお世話になっていますけど、僕の上司はアナさんだけですし、僕の居場所はあの店なので。僕の返事は変わらないです」

「優夜っ！」

　頭を下げる優夜の背中に、アナスタシアが抱きついてきた。優夜はショップバッグを落としそうになる。

「ア、アナさんっ!?　機嫌損ねて、ふてくされてたんじゃ……」

「直ったわ、ばかものお！　嬉しいことを言ってくれよってからに、こいつぅ～」

　身をよじって逃れようとする優夜だが、なかなか離してもらえない。

　まるで幼い子供のようにじゃれつくアナスタシアをにらみつけ、辰琅が「……チッ」と舌打ちをした。

「浮かれるババア、クソうぜえ……」

「お。なんだ嫉妬か？　フラれ男の嫉妬か、朽木？」

「あ？　黙れよ、吸血鬼」

　にやにやするアナスタシアに、辰琅が殺気立つ。

「そんな風におちゃらけて無害なフリをしていりゃあ、俺らを油断させられるってか？　調子づくなよ、アナスタシア・ウィヌシュカ。てめえは鬼だ、ケダモノだ！　てめえが一体どんな思おも惑わくで同族狩りを手伝ってんのか知らねえし、酔すい狂きようみてえな店をやってる理由も知ったこっちゃねえけど……俺は、てめえを信用しねえ。てめえが本性を表した瞬間、問答無用でぶち殺す！」

　言い放たれたアナスタシアの顔から笑みが消失し、悲しみに翳かげった。その表情を目にした瞬間、優夜の胸に火種が生まれる。

「辰琅さん！　あなただって──」

「いいんだ」

　激げつ昂こうしかける優夜をなだめ、アナスタシアが破顔した。

「構わんさ。他の者からどう思われようと私は私、自分の道を貫つらぬくのみだ」

「アナさん……」

「それに朽木はこれでいい。鬼を葬ほうむるのが仕事なのだし、奴がデレたら気味が悪いしな……考えただけで身の毛がよだつ。ぶるぶる」

「それはこっちの台詞だわ。気持ちわりい想像させてんじゃねえ。マスクの中で吐いちまったら悲ひ惨さんだろうが」

　冗談めかして体を震わすアナスタシアに、辰琅が口元を押さえる。そこへ──

「ああっ、やっと見つけた！　先輩、朽木せんぱあああい！」

　ポニーテールの若い女性がバタバタ走り寄ってきて、

「朽木先輩っ！　もお、突然いなくならないでくださいよ！　電話しても出ないし……何か事件に巻き込まれたのかと、焦あせっちゃったじゃないですかっ！」

　ズレた眼鏡めがねを直しつつ、辰琅を非難した。辰琅は女性のことを一いち瞥べつした後、

「……優夜。気が変わったら、いつでも言いな？　おめえがうちに来たいっつうなら、歓迎してやっからよ。俺の右腕として働いてくれ。初任給は月五十万」

「五十万!?　わたしのお給料より高いんですけどっ！　ていうか、わたしお払い箱なんですか？　今まで散々尽くしてきたのに、いらなくなったらポイですか！」

「うるせえ。黙ってこき使われてろボケ」

「ひどっ！　朽木先輩、ひどいです！　鬼畜すぎますっ！」

　辰琅は騒いでいる女性を放置。踵きびすを返すと、

「──またな」

　片手をあげて言い残し、悠ゆう々ゆうと歩き去っていった。












「辰琅さんって、半鬼人ダンピール……吸血鬼と人間のハーフなんですよね？　なのにどうして、吸血鬼を毛嫌いしているんでしょうか」

　パンケーキ屋に向かう道中。呟くような優夜の問いに、アナスタシアが「さあな」と答えた。

「……奴にも色々あるんだろうよ。人間より寿命が長く身体能力も高いが、吸血鬼には及およばない。人間ではなく吸血鬼でもない、どっちつかずな半端者であることに、劣等感なりコンプレックスなりを抱いているのやもしれんなあ」

　辰琅は《鬼葬局》に所属する《鬼葬官》だ。アナスタシアが日本を訪れるよりも前、四十年以上も前から第一線で吸血鬼を狩り続けているベテランである。

　この地区に赴ふ任にんしてきたのは三年前だが、アナスタシアのことを目めの敵かたきにしており、事あるごとに衝しよう突とつしていた。

「まあ、奴の話はどうでもいいではないか。せっかくのデート気分が台無しだ。気持ちを切り替えていくぞ。甘いものだ、甘いもの！」

　アナスタシアが日傘を回し、話題を断ち切る。優夜は「ですね」と調子を合わせて、隣に並んだ。

「アナさんおすすめのパンケーキ、僕も楽しみにしてます！　というか、今度は照れずに『デート』って言えたじゃないですか。偉いですね」

「やかましい。子供扱いするな、子供めっ！」

「年寄り扱いされても怒るのに……」

「誰が年寄りだッ！　少し年上のお姉さん、くらいの感じで接しろ」

「……少し？」

「なんだその目は。肉体年齢はまだ十代後半か、二十代前半くらいなのだから『少し』の範はん疇ちゆうだろうが！」

「十代後半……二十代前半……？」

「どこを見ている!?」

　大人にしては乏とぼしい胸を隠して、アナスタシアが憤いきどおる。道行く女性の胸を指差し、

「彼奴あやつも彼奴も彼奴も彼奴も、全員あってＣカップだろうが!?　私の胸をなじるということは、彼奴らの胸も同時に貶けなすことだと知れい！」

「アナさん、失礼です。やめてください」

「失礼なのはお前だろう、優夜!?　見てみろ、この世間知らずめ！　残念ながらお前が思ってるほど、世の娘っ子は巨乳じゃないんだよ。爆乳なんぞ、都市伝説に過すぎない！　他人のフリをしてないで、お前もちゃんと見ろ優夜。彼奴も彼奴も彼奴も彼奴も、全て貧乳！　彼奴も彼奴も彼奴も、彼奴……も？」

　アナスタシアの暴走が止まった。人差し指を震ふるわせて、

「ホワアアアアアア!?　な、なななな、なんじゃありゃあああ!?」

　アナスタシアが奇声をあげる。

　正面から歩いてくる女の子、ピンクのＴシャツにショートパンツという飾り気のない服装をした少女がビクッとなって立ち止まり、胸元が弾はずんだ。

「爆乳!?」

「細美さん！」

　アナスタシアと優夜の声が重なる。アナスタシアが「えっ」と優夜のことを見た。

　女の子の目がアナスタシアから移動し、優夜を捉とらえる。瞬間、

「あ、優夜くんっ！」

　爆乳サイズの胸を揺らして、女の子──細美美果が小走りに近づいてきた。陽ひだまりみたいな笑顔を浮かべ「こんにちは」と挨あい拶さつしてくる。

「久しぶりだね。元気してた？」

「うん。久しぶり……じゃないよね。金曜日にも会ってるわけだし」

「まあ、そうだけど。毎日顔を合わせてるとさ、一日空あいただけでも『久しぶり』って感じにならない？」

「ならないよ」

「……あれ？　あたしだけかなあ」

　美果が後頭部を掻いた。それからふと、優夜が手に提さげているショップバッグに目を留とめて、目を丸くする。

「わっ!?　す、すごい量……これ全部、優夜くんが買ったの？」

「まさか。これは、買ったんじゃなくて──」

「優夜くんっ！」

　美果が優夜の肩をつかんで、ずいっと顔を寄せてきた。鼻白んでいる優夜をにらみ、真剣な眼差しで咎とがめる。

「だめだよ、万引きなんかしちゃ。だめだめ！」

「いやいや。盗んだわけでもないから」

　優夜は苦笑し、身を引いた。初めて話したときもそうだが、美果は何かと思い込みが激しく、しばしば見当違いな注意をしてくることがある。

「荷物持ちだよ。僕のじゃなくって──」

「私の買い物だ、おっぱい」

　アナスタシアが口を挟んだ。美果は「おっぱい!?　あたしのこと!?」と面食らい、

「──って、ひゃあああ!?　さっきのコスプレ外国人さんだあああ！」

　相手がアナスタシアだとわかった途と端たん、さらに驚く。のけ反ぞる美果の胸がぷるんっと揺ゆれ弾はずみ、アナスタシアの頰が引きつった。

「き、貴様……ゴシックロリィタは仮装コスプレではない、正装であり普段着だ！　物言いには気をつけろ、このおっぱいオバケ」

「おっ──」

　美果が絶ぜつ句くし、両手で胸元を隠す。

「オバケってなんですか！　そんな暴言浴あびせてくる人に、物言いとか言われたくないんですけど!?　あたしがおっぱいオバケなら、あなたはちっぱいモンスターですね」

「なっ!?　な、なななな──」

　アナスタシアが日傘を取り落とした。白い美貌がみるみる紅こう潮ちようしていき、

「なんだとッ!?　この無ぶ礼れい者ものがああああああ！」

「きゃああああああ!?」

　吼ほえると同時、素早く美果の背後に回ったアナスタシアが左右の乳房をわしづかみ、荒々しく揉もみしだき始める。

「ああ、けしからん！　まったく実にけしからんッ！　なんなのだ、このおっぱいは!?　十数年しか生きておらん娘むすめが、なぜこんな……ええい、これでも食らえええ！」












「アナさんッ！」

　あまりのことに放心していた優夜は、慌ててアナスタシアを止め、

「あなた、何してるんですか!?　ごめん。大丈夫、細美さん？」

「ウン、ダイジョウブ……ヘーキダヨ、ヘーキ……フフッ」

　優夜に抱きかかえられた美果が、虚うつろな瞳で大丈夫じゃない声を漏もらした。

「アナさあああん……」

「うっ!?　わ、悪いのはそのおっぱいだ！　そのおっぱいのおっぱいが、私を挑発してきおったから。私は、売られた喧嘩を買っただけでだな……」

「アナさんッ！　あなた、辰琅さんと揉めたときにも、同じ言い訳していましたよね!?　いい加減にしないと、僕も本気で──」

「ちょっと、あなたああああああ！」

　優夜が怒りかけたとき。胸を揉まれて脱力していた美果が真っ赤な顔で立ちあがり、アナスタシアに食ってかかった。

「なんなんですか!?　いきなり人のおっぱい触っちゃだめでしょ、だめだめ！　いくら女の人だからって、あんな激しく……らめでしょ、らめらめっ！」

「黙れ、おっぱい。貴様が私に乳を攻められ感じた恥辱より、私が貴様に乳を見せつけられて覚えた屈辱の方が遙かに大きい。故ゆえに、悪いのはお前だ。謝罪しろ」

　アナスタシアが胸を張り、威い張ばりくさった態度で命じる。

「えっ、あたし？　あたしが謝らなくちゃいけないの？」

「当然だろう。常識的に考えろ！」

「常識的に……おかしいからね!?　謝らなくちゃだめなのは、どう考えてもあなたの方でしょ！　あたし、おっぱい触られたんですよ!?」

「ふんっ、だからどうした？　自業自得だと言っている！　無駄に大きく慎つつしみのない、不ふ遜そんな乳をしよってからに……」

　美果の胸元をにらみつけ、アナスタシアが歯ぎしりをした。美果が首を傾げる。

「持たざる者の嫉妬かな？」

「持たざる者だと!?　くそお、許さん！　今一度、きつい仕置きを──」

「やめてください！」

　両手をわさわさうごめかせ、美果に襲いかかろうとするアナスタシアを、羽は交がい締じめにして引き止めた。

「アナさん。さすがに見苦しいです」

「見苦しいとはなんだあ、優夜!?　お、おのれえ……やっぱり、お前も大きい方が……ううう、畜ちく生しよう……畜生おおお……」

「うわっ!?　ご、号泣しないでくださいよ……」

　優夜が拘こう束そくを解くと、アナスタシアはへなへなと泣き崩れ、地面の上にうずくまってしまう。美果が「ええっ!?」と困こん惑わくし、アナスタシアを見下ろした。

「な、泣き出しちゃった……何これ、あたしが悪いの？」

「いや、細美さんは悪くないでしょ。全面的にこのヒトが悪いんだから。ごめん、細美さん。どう謝ればいいか……」

「謝らなくていいよ、全然！　優夜くんだって、ちっとも悪くないんだし。それより、訊きたいんだけどさ」

　美果はぶんぶん手を振るとうつむき、やがて意を決したように尋ねる。

「この女のヒトって、優夜くんの恋人？」

　アナスタシアの嗚お咽えつが止まった。優夜は「まさか」と否定して、

「保護者だよ。前に話した僕の恩人で、バイト先の店長。恋人とか、そういう関係じゃないから」

「あ、そうだったんだ……」

「うわああああああん！」

　答えた瞬間、アナスタシアの慟どう哭こくが再開される。

　優夜は「あっ」と口を押さえた。

「すいません！　保護者とかいう、微妙に年配者っぽい単語を口にしちゃって」

「うおおおおおおん！」

　怒ったような泣き声をあげ、アナスタシアが優夜の脚をぽかぽかと殴なぐりつけてくる。道行く人々の視線が、痛いくらい集中していた。

　美果が「ええっと……」と頰を掻く。

「あたし、おいとまさせてもらった方がいいかな？」

「……そうだね。それがいいんじゃないかと思う。これ以上、迷惑かけたくないしさ。後のことは、僕に任せてくれればいいから」

「うう、ぐすっ……バカタレ……優夜のバカタレエエエ……」

　アスファルトに突っ伏したまま泣き続けているアナスタシアを見て、美果が気の毒な表情を浮かべた。アナスタシアの傍かたわらにしゃがみ込み、

「ごめんなさい、保護者さん。あたしも悪かったです。今度会ったら、仲直り──」

　──むにゅっ！　刹せつ那な、アナスタシアの右手が美果の左胸をつかむ。泣なき腫はらして血走った目が、美果を射い貫ぬいた。

「……仲直りなど、するものか。もぎ取ったろかい、このデカメロン!?」

「ひゃあああんっ!?」

「アナさんッ!?」

　優夜はアナスタシアの暴ぼう挙きよをやめさせ、

「逃げて、細美さん！」

　尻もちをついた美果を促す。美果は急いで起きあがり、

「う、うん……ありがとう、優夜くん！　ま、また明日っ！」

　優夜に向かって手を振ると、一目散に立ち去っていった。アナスタシアが泣き止やみ、唸るように問いかけてくる。

「…………誰だ、あの小娘は？」

「クラスメイトです。ほら、以前ちらっとお話しした隣同士の……」

「パンケーキはなしだ」

「はい？」

「パンケーキはなしだと言っている！」

　アナスタシアが身を起こし、涙目で優夜をにらんだ。

「この女ったらしめ、おっぱい贔ひい屓きの変態め！　そんな奴に奢おごってやるパンケーキなどない。ノンストップでショッピングだ、このオタンチンがあ！」

「オ、オタンチンって……」

「ヤリチンがあ！」

　日傘を拾ひろって歩き始めるアナスタシアを、優夜はげんなりとして追いかける。

「アナさん。なんでそんなに怒ってるのか知りませんけど、僕は一度も巨乳が好きとか言ってないですからね？　細美さんだって、何もしてないでしょう!?　なのに──」

「ええい、うるさい！　しばらく私に話しかけるなっ！」

「えええ……」

　突き放された優夜は呆然。足を止め、大股歩きでずんずん離れていくアナスタシアの背中を、途方に暮れて見つめるしかなかった。










「はあ。ひどい一日だったなあ……」

　午後七時。月のない真っ暗な夜道を歩いて帰き路ろにつきつつ、美果はぼそりと呟いた。思い返すと本当に、ろくでもない休日だった。

『買い物に付き合って』とお願いしてきた友達には急用でドタキャンをされ、慣なれない街を独りぶらつき、そのおしゃれな雰ふん囲い気きと人々に肩身の狭せまい思いをしていたところで偶ぐう然ぜんクラスメイトの男子に出くわし、そして──

「ああ、もうっ！　なんなの、あのセクハラ外国人さん!?」

　往おう来らいの真ん中で受けた辱はずかしめを思い出し、美果は両手で頰ほおを押さえる。

　思い出すだに腹が立ち、恥ずかしさが込みあげた。なんて不ふ埒らちで無ぶ遠えん慮りよで、非常識なヒトなんだろう。

　あれが『保護者』とは信じられない。

　お節せつ介かいで世話好きな美果はますます心配になる。学生の身で日々バイトに明け暮れ、苦労している優夜のことを、放っておけない想いが強まる。だから、

「よしっ！」

　足を止め、携帯電話を取り出した。メール代わりのチャットアプリを起動し、優夜にメッセージを飛ばす。

「……優夜くん、今日はありがと！　お休みの日に会えて嬉しかったよ♥　保護者さんのこと、あたしはちっとも気にしてないから！　優夜くんも気にしないでね……っと、こんな感じかな？」

　頭をひねって内容を考え、文面を作った。

　正直、セクハラのことはまだ根に持っているのだが、優夜を安心させてあげるため、気にしていない風を装よそおう。

　多忙な仕事に面倒な保護者。これ以上、彼の心労を増やすわけにはいかないぞ、と。美果は張り切り、メッセージを練ねった。このとき、

「誤字はないよね？　文法も……」

　手元に集中している美果は、まったく気づいていなかった。

　ほんの三メートルばかり後方。電柱の陰かげから彼女のことを凝視している、爛らん々らんとした紅あかい瞳ひとみに──










「おはよう、優ゆう夜や」

　月曜日の朝。いつものように登校し、優夜が机に鞄かばんを置くと。正面の席に座って談笑していた男子生徒が振り返り、手をあげてきた。

　白に近い金髪は派は手でだが物腰は落ち着いており、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけている。一年生から同じクラスの宮みや脇わき玲れい二じだ。

「おはよう、玲二。今日は眼鏡なんだね？」

「おう。度は入ってないんだけどな」

　玲二が眼鏡を少し下げ、にいっと笑った。そのまますぐ元の輪に戻ると思いきや、

「そういえばさ……聞いた？」

　柔らかい表情を引きしめ、藪やぶから棒ぼうに訊きいてくる。珍めずらしく緊きん張ちようした面持ちの玲二に、優夜は座りつつ尋たずね返かえした。

「聞いたって？」

「ほら。また出たらしいじゃん、吸血鬼」

「──吸血鬼？」

「なんだ、まだ聞いてないのか」

　玲二が意外そうな顔をし、体ごと向き直ってくる。背もたれから身を乗り出して顔を近づけ、内ない緒しよ話ばなしでもするように、こっそりと耳打ちしてきた。

「昨日の夜、出たみたいなんだわ……人ひと気けのないところで襲われて、血を吸われた奴がいるんだと。吸血鬼とか、マジ怖くねえ？」

「へえ、そんな事件があったんだ？　怖いね……」

　玲二の話を聞いた優夜の中で、スイッチが切り替わる。『学生』から『狩人ハンター』へ──優夜はそれが表に出ないよう気をつけながら、当あたり障さわりのない相あい槌づちを打った。

　吸血鬼の存在は公おおやけに認められていない。いないものとして扱われ、吸血鬼に関する情報は《鬼き葬そう局きよく》が吸血鬼もろとも密ひそかに抹まつ消しようしている。

　しかし、現代は発達した情報社会だ。どれだけ工作を働いたところで、事実を完かん璧ぺきに隠し切ることはできない。

　故ゆえに現在、吸血鬼は『通俗的な都市伝説』としてまことしやかに語られていた。ここ宮みや橋ばし高校でも吸血鬼が話題にのぼり、騒さわぎになることがままある。

　とはいえ、所しよ詮せんはただの噂うわさ話ばなしだ。大多数の生徒たちにとっては、吸血鬼など暇ひま潰つぶしの材料でしかない。だから、今回もきっと──

「優夜。他ひ人と事ごとっぽい顔してるけど……被害に遭あったの、宮う橋ちの生徒だからな？」

「あれ、他校じゃないの？」

　優夜は驚き、周囲を見回した。吸血事件がどれほど広まっているのかは知らないが、教室内にはどこか浮うわついたような空気が漂い、声を潜ひそめて会話している生徒もちらほらといる。そして、優夜は気がついた。

　右隣の席、普段ならとっくに登校しているはずの『彼女』はまだ来ておらず、空席のまま。真ま面じ目めな彼女が遅刻してくる光景を、優夜は一度も見たことがない。

「──玲二。犠牲になった生徒って、誰だれ？」

　つい声音が低くなる。玲二はぎょっとして、右隣の空席に目を向けたまま固まる優夜の横顔を眺ながめ、

「い、いや……悪い。俺もそこまでは知らないんだわ。同じ二年の、女子っていうことくらいしか」

　告げられた、瞬間。優夜は携帯電話を開き、チャットアプリを確認していた。昨日の午後八時前、優夜が彼女に返したメッセージは未読のまま返事なし。

　文面では『気にしていない』と言いつつも、やはりアナスタシアのことで怒っているのだろうと気落ちしていたのだが、そうじゃなく。

　昨夜、彼女の身に『何か』があったのだとしたら──

「おはよう、優夜くんっ！」

「…………ッ!?」

　ビクッとなって隣を見ると、美み果かが机に鞄を下ろし、驚く優夜に驚いていた。

「どうしたの？　オバケでも見たような顔して」

「ほ、細ほそ美みさん……？」

「おおお!?　無事だったか、おっぱい番長！」

　玲二が歓かん声せいをあげ、腰を浮かせた。美果が「はあ？」と顔をしかめる。

「無事って何が。ていうか、番長言うな。しばくよ」

「しばかれても構かまわねえ！　無事で良かったぜ、おっぱい委員長！」

「おっぱいを取れ！　さっきから意味不明だし……ねえ優夜くん、猿さるに言葉が通じないんだけど。このケダモノは、何をしゃべっているのかな？」

　抱きつこうとする玲二を押し返しながら、美果が視線を向けてきた。優夜は苦笑し、事情を話す。

「心配していたんだよ。昨夜、うちの生徒が吸血鬼に襲われたっていう噂を聞いて……被害者の娘こは、もしかしたら細美さんなんじゃないかと」

「……あ、なるほど。その話かあ」

「知ってるの？」

「うん。襲われた宮橋の娘ね、あたしと地元が同じらしくて……今け朝さ、聞き込み調査を受けたんだ。吸血鬼じゃないとは思うけど、通り魔なんて滅多に出ないから近所は結構騒さわぎになっててさ。学校にも伝わってるんだね？」

　美果が「はあ」と溜め息を吐いて、肩を落とした。表情からは疲れが滲にじみ出ており、顔色も優すぐれない。元々白い肌が青白く見え、目の下にはうっすら隈くまが浮いている。

「おいおい。大丈夫かよ、委員長……顔死んでんぞ？」

　玲二が眼鏡を直しながら訊くと、美果はすぐさま元気よく笑い、

「大丈夫だよ！　心配しなくても──」

　強がりかけたとき。美果を見つめる優夜と目が合い、口をつぐんだ。笑顔がみるみる失われ、輝きが衰おとろえていく。

「……ごめん。やっぱり、大丈夫じゃないかも」

　美果がうつむき、弱々しい声を漏もらした。自分が住む家の近所で物騒な事件が起き、さぞ不安なことだろう。何せ、犯人はまだ捕まっていないのだ。

「細美さん……」

「……実は、昨日ね」

　美果がぽつりと呟いた。胸の前で両手を握にぎり合あわせて、

「あたし、帰り道で尾つけられてたっぽいんだ」

「え？」

「帰りは七時くらいだったんだけど、夜道で視線を感じてさ……振り返ったら、誰かが電柱の陰かげにサッと隠れるところが見えたんだよね。怖かったから走って逃げて、人通りの多い場所に戻って……しばらく時間を潰してから、遠回りして帰ったの。おかげで、昨日は寝るのが遅くなっちゃって。今朝も遅れてきたんだよ」

「……マジか」

　美果の話を聞いた玲二が、眼鏡のブリッジを押しあげる。

「時間と場所的に、下手すりゃそのストーキング野郎が、通り魔事件の犯人だったって可能性もあるんじゃね？」

「う、うん……」

　確かに一歩間違えば、犠牲者は本当に美果だったかもしれない。握り合わせた手に力を込めて、美果が弱々しくうなずいた。

　優夜は美果を元気づけ、重たい空気を払ふつ拭しよくするため、敢あえて明るい声を出し、

「大変だったね。でも、良かったよ……細美さんが無事なのはもちろん、メッセージの返信がなかったからさ。僕はてっきり、怒っているんじゃないかと」

「メッセージ？」

　美果がきょとんと首を傾げる。次の瞬間、

「ああああああ!?　ごめんなさい、優夜くんっ！　あたし、すっかり読むの忘れて……うわあああ、申し訳ありませんでした。土下座を──」

「しなくていいから！」

　膝ひざをつこうとする美果を、優夜は慌てて制止した。

「怒ってないし、責せめてもいないよ。それどころじゃなかったんでしょ？」

「あ、うん……そうだね。それどころじゃ、なかった……」

　消え入りそうな声で呟き、美果が体を震わせる。制止するときつかんだ細い肩から、美果の恐怖が伝わってきた。

「ストーカーなんて初めて遭ったし、うちは共働きだからすぐに頼れる人もいなくて。あたし、一体どうすればいいのか……」

「僕を頼ってくれればいいよ」

　美果の瞳を覗のぞき込こみ、優夜は力強く言う。

「今度もし、同じような出来事があったら……細美さんが独りで心細い思いをしたり、怖い思いをすることがあったら。そのときは、僕を頼ってくれていい」

「ゆ、優夜くん──」

　玲二が口笛を吹き、美果が惚ほうけた。美果はしばらくもじもじとして、ためらう様子を見せていたが、やがて目を伏ふせ「本当に？」と確認してくる。

「甘えちゃっても平気なのかな？　優夜くん、自分のことで色々大変なのに……」

「もちろんさ」

　優夜は美果を安心させるように微笑ほほえみ、

「仕事中とか取り込み中とかで、すぐには無理なこともあるだろうけど。できる限りのことはするから。遠慮しないで頼ってほしい。力になりたいんだよ」

　と応こたえた。かつて、自分を救ってくれた女ヒ性トの姿を思い浮かべながら──












「おい。チャラ男お」

「えっ、僕のことですか？」

「お前以外に誰がいるというのだ。色ボケするんじゃない、チャラ男！」

　午後八時半。刺とげ々とげしくつっけんどんなアナスタシアに、優夜はげっそりとした。

「……アナさん。僕、そんなに悪いことしました？」

「自分の胸に訊きくんだな」

「胸？　胸ですか……」

　優夜は自分の胸に手を当てて熟じゆく考こうし、

「アナさんの胸、好きですよ？　小さいですけど、態度は大きいのでバランスが取れていますし、膨ふくらんだスカートを穿はいてることが多いから、全体のシルエットも綺麗ですよね。サイズ的にもクオリティ的にも、ＡＡＡカップだと思います！」

「……首にされたいか？」

「えっ!?　やめてください、解かい雇こ処分なんて──」

「生首にされたいか？」

「殺処分!?」

　厳げん罰ばつすぎる。直るどころかますます機嫌を悪くしていくアナスタシアに、優夜が手を焼かされていると、

「あら、どうしたの。痴ち話わ喧げん嘩か？」

　テーブル席で読書している女性客が、おっとりと尋たずねてきた。

「メリーさん！　なんとかしてくださいよ。昨日のお昼からずっと、アナさんの機嫌が直らないんです。理由を訊いても教えてくれないですし」

「あらあら。困ったさんね」

　頰に手を当て、メリーがカウンターを見る。アナスタシアが『私は悪くないぞ？』とでも言いたげにむっとし、メリーをにらんだ。

　すると、メリーは青黒い唇くちびるを舐なめ、

「私が慰なぐさめてあげようかしら、優夜くん？　心も体も──」

「やめんかあああ！」

　優夜の手をつかんで引き寄せ、自分の胸に抱き込もうとするメリーに、アナスタシアが激げつ昂こう。カウンターを飛とび越こえて近づき、優夜のことを引ひき剝はがす。

「未成年に何しようとしとるんだあ、この《真紫の痴女バイオレツトハレンチ》!?」

「あら。懐なつかしい渾あだ名なねえ」

　声を荒げるアナスタシアに、メリーは失笑。黒い血が満たされているグラスを傾け、諭さとすように続けた。

「優夜くんを盗とられたくないのなら、早く仲直りしてしまいなさいな？　何があったか知らないけれど、そんな風に意い地じ張はってると、そのうち愛あい想そ尽つかされちゃうわよ」

「……むう」

　アナスタシアが唇を突き出す。優夜はすかさずフォローした。

「そんなことありません！　アナさんがどれだけ意地っ張りでも、僕は──」

「わかったわかった。もういい、許してやろう」

　アナスタシアが嘆息し、優夜の頭をよしよしと撫なでる。優しく微わ笑らい、

「ところでチャラ男」

「許してくれてませんよね!?」

「……もとい優夜。例の吸血事件だが」

　こほんと咳せき払ばらいして、アナスタシアが仕切り直した。

「宮橋の生徒を襲った吸血鬼については《鬼葬局》が捜査に当たってくれているから、心配するな。不ふ審しん者しやに尾つけられていたという生徒のことも気になるが、そちらにはまだ確証がない……なるべく明るいうちに帰宅し、夜道には気をつけるよう言っておけ」

「はい、既すでにそう伝えてあります」

「結構。ちなみに女じよ子しか？」

「女子ですね。というか、細美さんですよ」

「ホソミさん？　はて、どこかで聞いたような……」

「いやいや、昨日会ったじゃないですか。アナさんが泣かされた──」

「あのおっぱい女かああああああ！」

　アナスタシアが癇かん癪しやくを起こし、絶叫する。読書を再開しようとしていたメリーが顔をあげ、目をしばたいた。

「……え？　アナ、人間の女の子に泣かされちゃったの？」

「んなわけあるかい。私が泣かされたのは、おっぱい女にではなく優夜にだ！」

「僕が何をしたっていうんですか、アナさん……何もしてませんよね？」

「いいや、した。すごくした！」

「何を!?」

「知らん。自分で考えろ、この浮気者！」

「えええ……」

　アナスタシアがぷいっと顔を背けて踵きびすを返し、カウンターに戻る。メリーも二度目は助けてくれるつもりがないのか、黙って読書に戻ってしまった。

　立ち尽くす優夜。店内に静せい寂じやくが降りかけたとき、折おり良よくドアベルが鳴り、

「ハロー、エブリワン！」

　黒いマントをばさあっとなびかせ、白いスーツ姿の男性──御み苑その景かげ晴はるがノクターンを訪れてきた。優夜の反応は早い。

「いらっしゃいませ。こんばんは、景晴さん！」

「おお、ユウヤ！」

　笑顔で歩み寄っていく優夜を、景晴もまた笑顔で迎える。すると、

「会いたかったよ、マイディア！」

　思いっきりハグされた。目を白黒させる優夜に、景晴は「ＨＡＨＡＨＡ！」と大笑。優夜の背中をぺしぺし叩き、体を離す。

「いやあ、良かった良かった。今夜はキミに会いにきたんだ」

「……僕に？」

「イエス。キミだけにしか頼めない、インポータントな用事があってね。今夜はそれを伝えに来たんだよ。プリーズ、ユウヤ。お願いだ！　ボクに──」

　戸惑う優夜の瞳を見つめ、景晴は言った。

「ホソミちゃんを紹介してくれ」

「…………は？」

　優夜の目が点になる。

「ホソミちゃんって、細美さん？　細美美果さんですか？」

「フルネームはわからない。しかし、キミがそう呼んでるのを聞いた。イエスタデイ、イブニングのハラジュクシティで」

「いたんですか！」

「イエー。ショッピングの途中、ストリートが妙みようにノイジーだったから気になって……ワッツハプン？　と近づいたんだよ。そしたら、オウッ！　ワッツザット!?」

　景晴は目を見張り、テンション高くそのときの心境を語った。

「衝撃だったね。インパクトだった！　バストはグラマラスなのにウエストはスリム、セクシーなダイナマイトボディとキュートなベビーフェイスのギャップ！　彼女の姿を一目見て、ボクはハートを撃ち抜かれたよ。そして、思ってしまったんだ……あの娘このブラッドが飲みたい、と──」

　撃ち抜かれた胸を押さえて、景晴が「はあはあ」と息を荒げる。その口元からは鋭い吸きゆう血けつ牙きばがはみ出していた。

　優夜の胸に嫌な予感が芽め生ばえる。果たして、

「ボクは荒ぶる吸血衝動リビドーを抑え切れず、気がつくと……彼女を追いかけ、ストーキングしていた」

「オウマイガァ……」

　優夜は頭痛をこらえ、尋ねた。

「じゃあ、景晴さんだったんですか？　昨日の夜、帰宅途中の細美さんを尾行していた不ふ審しん人じん物ぶつっていうのは」

「イエス。ボクだよ、アイムソーリー。話しかける前に逃げられちゃったけれどね……ボクはやり場のない衝しよう動どうを発散するため、夜の街へと繰くり出だし──」

「ぶわっかもおおおぉん！」

「げふう!?」

　景晴の腹に、アナスタシアの拳が叩き込まれた。前のめりになる景晴の胸ぐらを引っつかんで絞めあげ、怒りを爆発させる。

「と、とうとう……とうとうやりおったな、景晴！　この変態ロリコン吸血鬼めがっ！　なぜ手を出した!?　なぜ牙を突き立てた!?　なぜ……」

「ホワッツ!?　ウェイウェイ、ウェイトだアナスタシアちゃん！　ボクがしたのは尾行だけだよ、手は出してない！　ドントタッチ！　ましてや牙なんか……」

「噓をつけ！　おっぱい女には出していなくともその後、別の女おな子ごを襲っただろうが!?　貴様はやり場のない衝動を発散するため、夜の街へと繰り出し──」

「バッティングセンターだよ！」

「あん？」

「ボクがあの後行ったのは、バッティングセンターだ！　野球のボールを打つところ。体でも動かせば気が紛まぎれると思って、バットをスイングしていたんだよ。じゃなきゃ、とっくに行方ゆくえを晦くらませてるさ。わざわざ優夜にお願いするまでもなく、バイオレンスな方法でホソミ・ブラッドを奪うばってからね」

　冗談めかして言う景晴に、噓うそをついている様子はなかった。

　アナスタシアは「……ふむ。確かにな」と納得し、

「わかった。信用してやる」

　景晴を解放。憮ぶ然ぜんとして腕を組む。

　立ちあがりつつ衣服を直し「やれやれ、ひどい濡ぬれ衣ぎぬだ……」とぼやく景晴に、優夜は改めて訊いた。

「──で、景晴さん。細美さんを紹介してほしいって、どういうことですか」

「言ったろ？　ボクは彼女のブラッドが飲みたいんだよ！　けどジェントルマンなボクには彼女を襲って血を奪ったり、傷つけたりすることはできない……だから直接交渉をして、ピースフルにブラッドをいただこうと思うんだ」

「……いや、無理でしょう。見ず知らずのヒトがいきなり『血をください』とか頼んできたら、怖すぎますし。そんな変態、僕も紹介したくないです」

「そこをなんとか！」

　景晴が両手を合わせ、優夜に頭を下げてくる。

「ボクが頼んでもインポッシブルなら、キミの口からお願いしてみてくれよ！　ホソミちゃんに『血をちょうだい』と」

「無理です」

「プリーズユウヤ、一生のウィッシュだ！」

　土下座してくる景晴を見下ろして、優夜は渋しぶい顔をした。

「嫌ですよ。そんなこと細美さんに頼んだら、僕が変態扱いされるじゃないですか……最悪、口すら利いてもらえなくなります」

「ふんっ、よほど嫌われたくないみたいだな？　ならば私がもらってきてやろう、ふふ……『優夜がお前の血をほしがってたぞ』と言って」

「アナスタシアちゃん、ナイスアイディア！」

「全然ナイスじゃないですからね!?　軽口でもやめてください、アナさん！」

　優夜は叫び、溜め息を吐く。

「……景晴さん。申し訳ありませんけど、僕はあなたの望みを叶かなえてあげられません。細美さんの血はあきらめてください。さもないと──」

「わかった！　わかったよ、ユウヤ！」

　冷酷な狩人ハンターの目を向けられた景晴が狼狽し、がっくりと肩を落とした。

「……ホソミ・ブラッドはあきらめる。残念だけど、ボクには他にもビューティフルなエンジェルズがいるからね？　ヘイ、アナスタシアちゃん！」

　美果への未み練れんを断ち切るように、景晴が指を鳴らした。心なしか景晴が来る前よりも苛いら々いらしているアナスタシアに、颯さつ爽そうと注文をする。

「いつものプリーズ！　今夜はどんなラブリーガールのブラッドなのかな？　楽しみにしているよ。キミと同じくブロークンなボクのハートを、癒いやしておくれ……」

「私のハートはブロークンなぞしとらんわっ！　余よ計けいなことをベラベラしゃべるんじゃない、シャラアアアップ！」

「がはあっ!?」

　アンニュイな表情で言う景晴の心臓に、アナスタシアがパイルバンカーみたいな拳を打ち込んだ。












「優夜くんはさ。吸血鬼のこと、どう思う？」

　曇どん天てんの下、美果が自転車を押しながら問いかけてきた。

　今日からテスト週間のため部活動がなく、いつもより早い下校時刻。毎日徒歩で通学している優夜は、美果と並んで最も寄より駅まで歩きつつ、

「どう思うって？」

　訊き返す。美果が「いやあ」と頰を掻き、ごまかすような照れ笑いを浮かべた。

「うん、なんていうか、その……信じているのかなあって。人の血を吸う怪物なんか、あたしは絶対いないと思ってたんだけど……一昨日おとといのこととか、襲われた女の子のこととか考えてたら、なんだか急に怖くなっちゃったんだよね」

「いないよ」

「え？」

　美果が優夜の横顔を見る。優夜は前を向いたまま、

「あんなのただの噂話で、都市伝説だ。目撃したとか襲われたとかいう人はいるけど、決定的な証拠は何も出ていないわけだし」

　それらはことごとく《鬼葬局》が握にぎり潰つぶしているから──という事実に目をつむり、答えた。知っているから断言できる。

　美果が吸血鬼について知る必要はない。関かかわらないに越こしたことはないのだ。

　幸い美果を尾行していた犯人はもう判明したし、例の吸血事件とは関連がないこともはっきりとした。だからこそ、

「怖がらなくても大丈夫だよ。吸血鬼なんか、いやしない。宮橋の娘こを襲った通り魔もすぐ捕まるさ」

　美果の恐れを取とり除のぞくため、優夜は力強く笑む。だが、

「あはは、そうだよね。吸血鬼なんて、いるわけないよね？　いるわけ、ない……」

「──細美さん？」

「ごめん」

　美果が歩みを止め、謝ってきた。目線を落としてうつむいているため、表情は判はん然ぜんとせず『ごめん』の意味もよくわからない。

　宮橋の生徒が優夜たちを追い抜いていき、立ち止まったまま黙り込んだ男女に好奇の視線を向けてくる。ハンドルを握る美果の手に、ぎゅっと力が込められた。

「優夜くん。実は、あたしね……」

「ヘイ、ユウヤ！」

　──と。

　聞き慣れた、しかし決して聞くはずのない声がかけられ、

「こんなところで奇き遇ぐうじゃないか。実にサプライジングだよ、ＨＡＨＡＨＡ！」

　黒のドレスシャツに白いジャケットを羽織り、曇り空にもかかわらずワインレッドの日傘を差した男が、正面からにこやかに近づいてくる。

　美果が「えっ」と面おもてをあげた。

「だ、誰？　優夜くんの知り合い？」

「オーイエー。ボクの名前は御苑景晴、ユウヤのベストフレンドさ！　アメリカからの帰国子女でね、言葉が少し訛なまってるのは気にしないでくれたまえ。そのうち慣れるよ。これからじっくりフレンドシップを──」

「ごめん、細美さん。少し待っててくれるかな？」

「へ？　あ、うん……」

　優夜は当惑している美果に微笑みかけると、ぺらぺら喋る景晴の腕をつかんで遠くに引っ張っていき、

「──景晴さん。あきらめてくださいって言いましたよね？」

　美果や通行人から見えないように、制服の下から取り出したナイフを、景晴の胸元に突きつける。顔を寄せ、じろりとねめあげた。

「どういうつもりです？」

「ＨＡＨＡ……お、落ち着きたまえミスターユウヤ。危害を加えるつもりはない」

「なら、どういうつもりなんです？　細美さんのこと待ち伏せて……僕が彼女についてなかったら、どうするつもりだったんですか？」

「い、いやあ……ＨＡＨＡ」

　刃やいばのような殺意を向けられ、景晴が冷や汗をかく。

「ボクもね、あきらめるつもりだったんだよ？　だけど、やっぱりあきらめ切れなくて……まず彼女とフレンドになって、親しん睦ぼくを深めることにしたんだ。そうすれば、ボクにブラッドをくれるかもしれないだろう？　後生だユウヤ、それくらい！」

「だめです。細美さんは普通の女子高生なんですよ？　彼女を吸血鬼こつちの世界に引きずり込むのは──」

「こっちの世界？」

「うわあ!?」

　すぐ後ろからかけられた声に、優夜は急いで凶器を隠した。見れば、美果が自転車を停め、怪け訝げんな顔で近づいてきている。

「優夜くん。お友達なの？」

「あ、いや……このヒトは、ええっと──」

「イエス！　怪あやしい者じゃない。お友達だよ、ホソミ・ミカちゃん？」

　焦る優夜を突き飛ばし、景晴が前に出る。美果が「えっ!?」と身を引いた。

「なんで、あたしの名前を……」

「ＨＡＨＡＨＡ！　ユウヤに聞いたんだ。ユウヤが通うスクールに、ベリーキュートでチャーミングな女の子がいるとね？」

「……へ？　優夜くんが、あたしの話をしてたんですか？」

「イエー。それはそれは自慢気に語られたものだよ。だから、ボクも気になってねえ。一度会ってみたいと思ってたんだ。でもまさか、ここまでビューティフルだなんて……ああっ。見れば見るほど、テイスティな娘だ……」

「ひゃっ!?　ち、近──」

「フフッ。どうだろう、ミカちゃん。良ければこの後、カッフェでお茶でも。二人きりがディフィカルトだったら、ユウヤも交まじえて三人で……」

「そこまでです」

　優夜は景晴の体を遠ざけると美果を背後に庇かばって対峙し、クラスメイトに近づこうとする吸血鬼を威い圧あつした。

「景晴さんは僕の知り合いですし友人ですけど、これ以上は許さないです。細美さんに言い寄るのも、口く説どくのも、関わろうとするのも全部。金こん輪りん際ざい、やめてください」

「ゆ、優夜くん……」

　制服の裾すそをつかんで握にぎり、美果がか細い声を出す。景晴の反応はない。殺気立つ優夜のことを真顔で見つめ、

「…………はあ。オーケー、ギブアップだ」

　嘆たん息そく。天を仰あおいで「ＨＡＨＡＨＡ！」と笑い、

「マイフレンドにそこまで言われちゃ、あきらめざるを得えないなあ。今後、ボクからは彼女に近づかないと誓ちかおう。アイムソーリー、ユウヤ。そしてグッバイ、ミカちゃん。キミのヴァージンブラッドが飲みたかったよ……」

　目尻に滲んだ涙をぬぐうと、重い足取りで歩き去っていった。

　美果が「ヴァージンブラッド？」と眉をひそめる。

「処女の血ってこと？　何それ、気持ち悪い」

「う、うん……あのヒト、変わった性癖があってさ。変態なんだよ。見た目はイケメンなんだけど」

「そうかな？　あたしはあんまり好きじゃないかも。ナルシストっぽい感じだったし、チャラそうだし、香水臭いし、変な喋り方だし、無駄にテンション高いし……」

　滅めつ多た刺ざしだった。どの道、望みはなかったのかもしれない。哀あい愁しゆう漂ただよう後ろ姿を眺め、優夜が同情していると、

「……正直、怖かったから。優夜くんが間に入ってくれて助かったし、嬉しかったよ。すごくかっこ良かった。あたしは、優夜くんの方が好きだな」

「ん？」

　視線を戻す。美果が微かすかに頰を赤らめ、優夜のことを見あげてきていた。熱を含んだその眼差しに、優夜はどきりとさせられる。

「あのね、優夜くん……」

　裾をつかんだ美果の手に、きゅっと力が込められた。

「ちょっと、わがまま言わせてほしい。家まで送ってほしいんだ」

「──家って、細美さんの自宅？　これから？」

「うん。さっきのヒト、あきらめるとか近づかないとか言ってたけどさ。実際ほんとにそうしてくれるかどうかは、わからないじゃない？　一昨日ストーカーに遭ったばかりだから、不安で……」

「心配ないよ」

　優夜は微わ笑らい、美果の不安を和やわらげる。

「あれでも僕の知り合いだからね。決して、悪いヒトじゃない……近づかないと誓ったからには、ちゃんと守ってくれるはずだよ。僕が保証する」

「ん。あ……そ、そうなんだ？」

　美果が視線を泳がせた。その表情はまだ不安げだったが、優夜は美果を尾行していた者の正体も、その脅きよう威いが既にないことも知っている。だから、

「細美さん。この時間ならまだ明るいし、暗くなる前に帰れば平気なんじゃないかな？　心細いのはわかるけど……」

「優夜くんっ！」

　美果が声を高くして叫び、優夜の制服に顔を埋うずめた。唐突なその行動に、優夜は硬直してしまう。

「……ごめん。それでもやっぱり、わがまま言わせてほしいかも。なんか、変なの……嫌な予感がするの。独ひとりで帰っちゃだめな気がする。何か、良くないことが起きちゃうような気が……自分でもよくわからないんだけど。だからお願い、優夜くん……」

「細美さん？」

　美果は震えていた。泣き出しそうな空の下、つかんだ裾を握りしめ、縋すがりつくように言ってくる。その様よう相そうにただならぬものを感じた優夜は、

「──わかった」

　と首肯。驚く美果に笑いかけ、相そう好ごうを崩くずした。

「送っていくよ。この前言ったもんね、遠えん慮りよしないで頼たよってほしいって……細美さんにそこまで言われちゃったら、断ることはできないな」












　宮橋高校の最寄り駅から、電車と徒歩で三十分ほど。閑かん静せいな住宅街にある一軒家が、美果の家だった。白い煉れん瓦がとタイルの塀に金で『HOSOMI』と書かれた表札、西洋風の黒い門もん扉ぴが瀟しよう洒しやな、真新しい物件だ。

「しゃれおつでしょ？　六年前、あたしが十歳のとき建てられたばかりなの！」

「六年前──」

　汚れ一つない真っ白な壁が一瞬、赤黒い血に彩られて見える。

「……どうかした？」

「あ、ううん。どうりで綺麗なわけだと思ってね。中も綺麗なんだろうなあ」

「あがってく？」

　さらっとすごいことを言い、美果が門扉に手をかけた。

「わざわざ送ってもらっておいて、お礼しないのは悪いもん。お茶くらい……」

「だ、大丈夫だよ！　僕が善意でしたことなんだし、ご両親だって──」

「大丈夫だよ？　うちは共働きだから。パパもママも帰ってくるのは夜遅くだし、弟は塾通いだし。今の時間、家には誰もいないから」

「余よ計けいまずくない!?」

「なんで？」

　尻しり込ごみしている優夜を振り返り、美果が無む頓とん着ちやくに訊いてくる。

　優夜が答えあぐねていると、頰に冷たい滴しずくが当たった。雨だ──と思った次の瞬間、小雨が大雨に変わり、激しく降り注ぎ始める。

「優夜くん、こっち！」

　美果が優夜の手を取って庭を突つっ切きり、軒のき下したへと駆かけ込こんだ。ぐっしょり濡ぬれた髪を掻きあげ、暗あん灰かい色しよくの空を見あげる。

「あちゃー。すごい雨だね……天気予報では一日曇くもりだったのに」

　雨で衣服が肌に張りつき、華きや奢しやな体の線からそこだけ大きく突き出る胸元がますます強調されていた。優夜は咄とつ嗟さに視線を外し、美果に倣ならって空を仰あおいだ。

「う、うん。まあ、そのうち止やむとは思うけど……」

　生あい憎にく傘かさはない。どうしたものかと途と方ほうに暮くれる優夜の隣で、美果が微わ笑らった。玄関のドアに手をかけ、嬉しそうに手て招まねきをする。

　帰り際に見せた不安は、すっかり払ふつ拭しよくし切った様子で、

「これはあれだよ優夜くん、四の五の言わずにあがっていけってことだよ。雨宿りの間だけでも、遠慮しないで。ね？」












「お、お邪魔します……」

　優夜が通されたのは、広さ七畳くらいの洋室だった。

　白とピンクで統一された部屋はよく片付けられており、ぬいぐるみやキャラ物の置き時計など、所々に女の子らしいインテリアが飾られている。

　──美果の自室だ。フルーツみたいな甘い、美果の匂においに鼻び孔こうをくすぐられ、優夜はどぎまぎとした。とりあえず、感想を呟いてみる。

「シンプルだけど、可愛い部屋だね？　細美さんっぽい」

「そうかな？　えへへ……ありがとう」

　美果がはにかみ、鞄を置いた。カーディガンを脱ぎ、椅子にかけると、

「ちょっと待っててね。今、飲み物とか持ってくるから。適当にくつろいでて……あ、でも勝手にあちこち調べちゃだめだよ？　だめだめ！」

　と言い残し、部屋を出ていく。優夜はクッションの上で正座したまま、落ち着きなくそわそわとした。

　クマの時計とにらみ合うこと、十数分──

「ごめん、お待たせ！」

　美果がおぼんにティーセットとお茶菓子が入ったかごを載せ、戻ってくる。おぼんをテーブルに置き、優夜の正面に座った。ティーポットから紅茶を注ぎ、

「雨、止やまないね」

「うん。にわか雨だと思ってたんだけどな……」

　差し出されたカップを受け取り、窓の外へと目を向ける。雨は幾いく分ぶん弱まっていたが、しばらく降り続きそうだ。美果が紅茶を淹いれながら笑った。

「まあまあ、ゆっくりしてけばいいじゃん。いざとなったら傘くらい貸してあげるし、まだ当分は誰も来ないよ。二人きり」

　注ぎ終わったカップを持ちあげ、美果が言う。ふっくらとした唇の隙すき間まから、小さな八重歯が顔を出し、きらりと光り輝いた。優夜は思わず唾つばを呑のみ、

「あはは、そうだね？　二人きりだね、あはははは……」

　紅茶を一口。乾かわいた口を湿しめらせる。直後、

「優夜くん」

　美果がカップを手放して、ずいっと身を乗り出してきた。下着が透すけて見えそうな、白いブラウス一枚だけの胸元が揺れる。よっぽど喉のどが渇かわいていたのか、カップの中身は既に空から。美果は優夜を真っすぐ見つめ、

「──あたしと、する？」

「何を!?」

「テスト勉強」

「あ、ああ……テスト勉強ね」

　あっけらかんと答える美果に、優夜は肩の力を抜いた。後頭部を掻き、吐息する。

　美果が「うん？」と首を傾げた。

「なんだと思ったのかな？　優夜くん、顔赤いけど──」

「べ、別に!?　なんでもないから、気にしないでよ。ほら、勉強勉強！」

　今の言い方、わざとじゃないよな？　と思いつつ、鞄をあさって問題集を取り出す。美果はそんな優夜を不思議そうに見て、おぼんをカーペットに置いた。

　そうしてできたスペースに勉強道具を広げると、優夜たちは各々テスト勉強を開始。雑談もそこそこに手を動かし続ける。

　すると、だんだん緊張も解けてきて──

「細美さんってさ、頭いいよね」

「うん、まあ悪くはないんじゃないかな？　前は学年四位だったし」

「すごいじゃん！　僕なんて、前回は九十六位だったよ……」

「えっ、意外。優夜くん、頭良さそうなのになあ」

「……いや。バイトが忙しいから、勉強は二の次になっちゃうんだよ。あと文系科目は得意なんだけど、理系がからっきしなんだ。数学とか、物理とか」

「そうなの？　あたし、理系は得意だよ」

　美果が手を止め、優夜の調子をうかがってきた。優夜が解いているのは数学の問題集だが、進み具合は芳かんばしくない。

「よくわかんないとこがあるなら、教えてあげよっか。どこ？」

「ありがとう。ここの応用問題なんだけど……」

「あー、はいはい！　ええっと、これはねえ──」

　美果がうなずき、立ちあがる。優夜の左隣に場所を移すと、顔を並べて問題集を覗のぞき込こみ、丁てい寧ねいな解説を始めた。

「……細美さん」

「ん。どうしたの？　あたしの説明、わかりにくいかな？」

「いや。そんなこと、ないんだけどさ」

　互いの距離が近すぎて、肝かん心じんの内容がさっぱり頭に入ってこない。

　美果は「んん？」と目をまばたかせると、優夜の瞳を覗き込むようにしてさらに体を寄せてくる。優夜の二の腕が柔らかい感触に包まれた。

「細美さんッ!?　む、胸が……」

「胸？　あたしの胸がどうしたの、優夜くん？」

　訊きながら、美果が豊満な乳房を意い図と的てきに押し当ててくる。おかしい。美果の様子が明らかにおかしい。目の焦しよう点てんがズレており、瞼まぶたはとろんと下りかかっていた。

「ちょっ、離れ──」

　優夜が抵てい抗こうしようとすると、美果がむぎゅっと抱きついてくる。痺しびれたように固まる優夜。その耳元で、美果が「可お笑かしいね？」と微わ笑らった。

「あたしに離れてほしいのに、優夜くんのここ……なんで、こんなになっちゃってるのかな？　だめだよ、噓ついちゃ……だめだめ」

　優夜の下腹部に手を触れさせた美果が、艶つやのある声でそう指摘してくる。優夜の首に顔を近づけ、大きく息を吸い込んだ。

　熱い吐息が肌に吹きつけられ「はあ、ん……」と湿しめった声がこぼれる。

「……だめ」

　美果が呟き、腕に力を込めた。

「あたし、もう我慢できない……ッ！」

　美果が優夜を力任せに押し倒し、覆おおい被かぶさってくる。その、上うわ唇くちびるから──

「ねえ。ちょうだい、優夜くん？」

　長く鋭するどい牙きばがはみ出し、ぬらぬらと輝いていた。












　──吸きゆう血けつ牙きば。長さ二センチほどにまで伸びた、獣のような上じよう顎がく犬けん歯し。吸血鬼の象徴である青白い牙を視界に捉とらえたまま、優夜は動けずにいた。

　掠かすれた声で問いかける。

「ちょ、ちょうだいって……何を？」

「んふっ。決まってるじゃない」

　美果が笑った。普段の明るく朗ほがらかな、太陽みたいな笑顔ではない。

　艶なまめかしく陰いん惨さんな、紅あかい月を連想させるような表情で、

「血だよ。あたしは吸血鬼だから。信じてもらえないかもしれないけどね……あたし、最近なっちゃったんだ。人の血を吸う、化け物に……」

「いつ？」

　収おさまらない動揺と混乱の中、優夜は尋ねる。

「細美さんは、いつ吸血鬼にされたんだ。どこで、誰だれに血を入れられた？」

「あ、あれ……？」

　美果がぽかんと口を開いた。

「そんなにすんなり受け入れちゃうの、優夜くん？　吸血鬼なんかいやしないって言い切ってたのに。しかも『された』とか『血を入れられた』とか、まるで吸血鬼のことをよく知ってるみたいな言い方……」

「知ってるよ。たぶん、細美さんよりもずっとね。だからこそ、教えてほしいんだ……細美さんが吸血鬼になった経けい緯いを。聞けば、力になれるかもしれない」

　牙から瞳に視線を移し、優夜は頼む。美果は数秒押し黙った後、

「──一昨日おとといの夜」

「一昨日？　それって……」

「うん。あたしがストーカーに遭った夜だよ」

　優夜の真剣さが伝わったのか。美果は目を閉じ、思い返すように語った。

「駅前まで逃げてる途中で、襲われちゃったの。背後から捕まえられて、首を咬かまれて……あっという間の出来事だったな。気がついたら倒れてて、誰もいなくて、咬まれた首の傷も消えてて。貧血？　悪い夢でも見たのかな？　と思って、気にせず家に帰ろうとしたんだ。でも──」

　美果がこくんっと喉を鳴らして、瞼を開く。その双そう眸ぼうは爛らん々らんと輝いていた。

「……喉が、渇かわいていたの。何日も水を口にしてないみたいな、今にも干ひ涸からびちゃいそうな、耐えがたい渇きで……飲みたい、早く飲みたい……」

　美果が視線を注そそいでいるのは、組み敷いている優夜の首筋。荒い呼吸を整えながら、血走った目で美果は続ける。

「そんなときにね、見つけたの。自販機の前に立ってる女の子を。白いうなじが見えた瞬間、あたしは走り出していて……気がつくと、牙を突き立てて血を吸ってたんだよ。美味しかったな……人の血が、あんなに美味しいなんて思わなかった。あたしは夢中で血を飲んで、女の子は気を失って、血を吸うことで頭がいっぱいだったあたしは、頭が真っ白になって……逃げ出したんだ」

「細美さん──」

「今も」

　優夜の肌を凝視して、美果が体を震わせた。

「だめなの、我慢できないの……喉が渇いて、体が疼うずいて……優夜くんの血がほしくてほしくて、たまらない。お願いだよお、優夜くん……あたしに、優夜くんを吸わせて？　血を飲ませてよ……なんでもするから。させて、あげるから……このままじゃあたし、無理やり優夜くんのこと……」

「襲うの？」

　欲望を抑え込み、身をよじらせている美果に訊く。優夜はそっと右手を動かし、衣服の下に忍ばせてある『得物』をつかんだ。美果が寂さびしそうに微笑む。

「……うん。襲っちゃうと思う。なんかね、自分が自分じゃないみたいなの。あたしの中に別の何かがいるみたい。血を吸うことしか考えられない、獣慾ケモノみたいな存在が……ふふっ。浅ましいよね、優夜くん？　軽けい蔑べつするよね、優夜くん？　けど仕方がないよ。あたし、化け物なんだもん。嫌われたって、しょうがない──なら、いっそ」

　美果の表情が歪ゆがんだ。優夜の首筋に顔を近づけ、

「いっそ、とことん嫌われちゃおうかな？　なんて……どうせ嫌われちゃうんだったら好き放題のやりたい放題、優夜くんのこと滅め茶ちや苦く茶ちやにしてあげようかな？　なんて……そう、思っちゃうんだよ」

　美果が鋭い牙の先端を触れさせてくる。優夜の肌が粟あわ立だった。

　嫌悪や恐怖、吸血鬼というモノに対する負の感情が溢れ出し、右手を撥はねあげそうになる。しかし、

「それとも」

　牙が離れた。首から耳に口を寄せ、美果がささやく。ひどく甘ったるい声音で、

「あたしと一緒に堕おちる、優夜くん？　吸血鬼に血を入れられるとさ、吸血鬼になるんでしょ。あたしが優夜くんに血を入れてあげるよ。そうすれば、化け物同士だもんね？　この苦しみも共有できると思うんだ。あたし、優夜くんとだったら──」

「無理だ」

「え？」

「僕には、無理だよ」

「──どうして？」

　美果が唇をわななかせ、大きな目を潤うるませた。

「言ったじゃん。力になるって……遠慮しないで頼ってほしいって。なのにどうして、力になってくれないの？　あたしを、助けてくれないの？　ねえ、優夜くん……」

「細美さん……」

　溢れる涙に頰を打たれて、覚悟を決める。余裕がないのか、優夜の体を押さえつけていた力は緩み、今なら軽く抜けられそうだ。だから、優夜は腕を撥ねあげ、

「ごめんね。僕は《クルースニク》だから」

　得物の柄つかを手放すと、美果の体を抱きしめて告つげた。

「……くるーすにく？」と戸惑う美果に、今度は優夜が事情を話す。

「《クルースニク》っていうのはね、吸血鬼の血に先天的な耐性を持つ人のことだよ。吸血鬼に血を入れられたとしても《クルースニク》は死亡しないし、吸血鬼になることもない。僕ら《クルースニク》の血液には、吸血鬼の血液を浄化する働きがあるんだ。吸血鬼の《血けつ疫えき》を無効化する力が……」

　つまり──

「吸血鬼にとって《クルースニク》の血は猛毒なんだ。だから、細美さん……僕じゃ、君の願いを叶えてあげることはできない。血を飲ませてあげることも、血を入れられて吸血鬼になることも、できないんだよ」

　美果の表情に絶望が満ちる。優夜の体に縋りつき、呻うめいた。

「そ、そんな……じゃあ、あたしはどうすればいいの？　優夜くんの血は飲めないし、優夜くんに血を受け入れてももらえない。あたしは、一体どうしたら──」

「大丈夫。大丈夫だ、細美さん」

　胸元をつかんでいる美果の爪が立てられ、優夜のシャツに血が滲む。痛みに耐たえつつ美果の背中をさすり、穏おだやかに言葉を紡つむいだ。

「君の願いは叶えてあげられないけど、力になることはできる。僕が働いてるのはね、吸血鬼のカフェなんだ」

「……吸血鬼の、カフェ？」

「吸血鬼に血液を出す、吸血鬼のための店だよ。そこに通えば、他人を傷つけなくても新鮮な血が飲めるんだ。だから、細美さん……こんなこと、もうやめようよ？」

　尋ねかけ、霧きり江えのことを思い出す。

　美果の返答次第では、優夜は彼女も狩るつもりだった。得物は手放してしまったが、相手はまだ『なりたて』の吸血鬼。始末するのは簡単だ。

　スイッチを切り替える。

　悲哀、憐れん憫びん、同情、好意……それらの余分な感情を排はい除じよし、今触れ合っている元人間のクラスメイトを、己おのれが狩るべき『敵』と定さだめた。相手が答えた次の瞬間、狩猟を開始できるように──

「優夜くん」

　ややあって、美果がゆっくり体を起こす。

　血色に輝く禍まが々まがしい眼まなこが優夜を映し、

「わかったよ」

　美果がにっこり微笑んだ。息を呑のむ優夜を見つめ、

「そのお店に行ってみる。行きたい……傷つけないで血が飲めるなら、それが一番いいもんね？　ふふっ……優夜くん……ありが、とう…………」

　応えるや否や、美果の頭がかくんっと落ちる。疲労か、あるいは安心か。優夜の胸に頰を預けて眠る彼女に、心の底から安あん堵どした。

「はあ。よ、良かったあ……」

　止めていた息を吐き出し、瞼を閉じる。

　そして優夜は束つかの間ま、密着している美果の柔らかい温ぬくもりと甘い芳ほう香こう、ご褒ほう美びめいた状況に身を委ゆだねるのだった。










「──吸血鬼が憎にくいか、少年？」

　全てが病的に白い病室の中、黒いドレスに朱あかい髪かみをした女性が尋たずねる。

　一週間前、ヒュドラル・ギュルムという名の吸血鬼に家族を奪うばわれた優ゆう夜やは、幼い声に力を込めて答えた。

「憎いです」

　シーツの上に視線を落とし、静かな声ではっきりと。

「……あんな化け物、いなくなればいい。全部、滅ほろぼしちゃえばいい。僕の仇かたきはいなくなっても、吸血鬼はまだたくさんいるんだ。僕の家族を襲おそったみたいに、誰だれかを襲って血を吸って……そんなケダモノ、死ぬべきですよ。殺されるべきです」

　悲しみを憎しみで塗ぬり潰つぶすように、優夜は怨えん嗟さの言葉を連つらねる。女性が「そうか」と目を伏ふせた。そんな女性に、優夜は告つげる。

「アナスタシアさん。僕《吸血鬼ヴアンパイアハンター》になります」

「何？」

　女性──アナスタシアが眉まゆをひそめた。琥こ珀はく色いろの美しい双そう眸ぼうを見つめ返して、優夜は己おのれの意思と覚悟を示しめす。

「吸血鬼を狩るハンターになって、一匹残らずぶち殺してやりますよ！　今の僕はまだ弱くて、幼くて、何もできずに狩られるだけの『獲え物もの』ですけど……そのうち、立場を逆転させてやります。いつか、アナスタシアさんみたいに立派な『狩人』になって……吸血鬼を根ね絶だやしにしてやるんですっ！」

「…………そうか」

　アナスタシアが微笑んだ。優夜の頭にぽんっと手を置き、優しく撫なでる。

「少年がそうしたいと言うなら、すればいい。私には君の想いを否定する気も、復讐を咎とがめるつもりもないからな。ただ、一つだけ言わせてほしい」

　アナスタシアの手が止まり、顔から笑みが消え失せた。

　琥珀の瞳が真しん紅くに染まる。唇くちびるから牙きばを覗のぞかせ、




「君が憧あこがれ、慕したってくれている私も──吸血鬼だぞ？」




　打ち明けられた瞬間。

　優夜の中で、何かが壊れる音がした。










　最も寄より駅えきから歩いて二十分弱の距離。大通りを一本外れた脇わき道みちの、左右を雑居ビルに挟はさまれている空くう谷こくのような路ろ地じ裏うらに、飲血ブラツドカフェ《ノクターン》はあった。

　地下へと続く階段の近くに看かん板ばんなどは出ておらず、カフェの存在を知る者でなければ立ち寄ることはまずないだろう。階段を下りた先には重厚なドアがあり、脇には英語の立て看板が置かれていた。

『Blood Cafe NOCTURNE』──

　血文字のようなデザインで、店の名前と営業時間、それから『吸血鬼の会員限定Vampire's Members Only』の注意書きが記しるされている黒いチョークボードだ。

　午後七時。優ゆう夜やは『閉店中CLOSED』の札が提さげられているドアに手をかけ、

「いらっしゃいませ、細ほそ美みさん」

　非日常の扉を開いた。直後、ひんやりとしたクーラーの冷気と共に飛び込んでくる、赤と黒。壁紙から床板、照明からインテリアに至いたるまで徹てつ底てい的てきにこだわり抜かれたその空間は幻想的で、夢のように現実味がない。

　ノクターンを訪れるに当たって制服から私服、シンプルなＴシャツとショートパンツに着替えた美み果かが、目を丸くする。

「うわあ、すごいね……おとぎ話の中みたい」

　店内を眺め回す美果の視線が、右手のカウンターで止まった。

　色とりどりのボトルが並べられている壁棚と、グラスが氷柱つららのようにぶら下げられたホルダー。それらの狭はざ間まに、

「いらっしゃい」

　朱あか髪がみの美しい女性がたたずんでおり、白いクロスでワイングラスを磨みがいていた。浮うき世よ離ばなれした外見と派は手でやかな装いに、美果が見み惚とれる。

「ほ、保護者さん……」

「座れ」

　手元に視線を落としたまま、女性が素そっ気けなく言った。優夜は緊張する美果を促うながし、カウンター席に着かせる。そこでようやく、女性が美果のことを見た。

「久しぶりだな。よもやこの店で、お前と再び相あいまみえるとは思わなかったが……私はアナスタシア・ウィヌシュカという。この店の経営者であり、お前と同じ吸血鬼だよ、細美美果」

　アナスタシアが唇くちびるの端はしを吊つりあげ、不ふ敵てきに自己紹介をする。

　美果は「ど、どうも……」と縮ちぢこまり、椅い子すの上でもじもじとした。

　アナスタシアが「フッ」と微わ笑らう。

「まあ、そう硬くなるな美果。私は強大な吸血鬼だが、心優しい淑しゆく女じよだからな。お前を襲った輩やからとは違い、無む駄だな危害は加えんよ。怯おびえる必要はない」

「あ、いえ……怯えてはいないんですけど。なんていうか、そのお……」

　美果がアナスタシアをうかがい、遠慮がちに訊きいた。

「アナスタシアさん、なんか雰ふん囲い気き違いませんか。前に会ったときはもっと、こう……はっちゃけていた気がするんですけど」

「…………そうか？」

「そうですよ！　礼儀知らずでハレンチで、超偉そうでテンション高くて……あたし、絶対危ないヒトだと思いましたもん。アタマ沸わいてるんじゃないかと」

　──ピシッ。アナスタシアの磨くグラスがひび割れる。澄すまし顔にもひびが入って、頰ほおをピクピク痙けい攣れんさせながら、

「そ、そうだったか？　よく覚えとらんな……忘れるがいい」

「えっ、忘れてもいいんですか？　あたし、アナスタシアさんを号泣させちゃって……仲直りなどするものか、なんて怒らせちゃったのに」

「フッ……な、なんのことかな？　わ、私は泣いた覚えなど──」

「察さつしてあげなよ、細美さん。アナさんは、あのときの醜しゆう態たいを思い出したくないんだ。だからこうして無む駄だに格かつ好こうつけて、イメージの上書きを図はかっているんじゃないか」

「優夜あああ！」

　ワイングラスが砕くだけ散ちり、アナスタシアがブチキレた。

「何を言っとるんだあ、お前はあああ!?　私の努力が台無しではないか！」

「台無しなのはグラスです。普段通りでいいじゃないですか、アナさん……相手が細美さんだからって、そんなに気き取どらなくっても」

「気取っとらんわい！」

　硝子ガラスの破は片へんを片づけながら、アナスタシアが唇を突き出す。優夜と美果に背を向けて壁棚に向き合うと、

「──それで？　喉のどの渇かわきはどうだ、美果。優夜の血を吸おうとしたばかりなのだろ？　あれから結構経たっていると思うが」

「……あ、はい。今はそんなに渇いてないです。優夜くんの血を吸おうとしたときは、カラカラだったはずなんですけど……」

「不思議か？　それはな、吸血鬼の『吸血欲』が食欲にのみ起き因いんしているものではないからだ。一昨日おとといの夜、吸血鬼になったばかりのお前が感じた欲望は、純粋な食欲に近い吸血欲だろう。対して先ほどの情欲は、ずばり『性欲』だ！」

「せ、せせせせ、性欲!?」

「そう、性欲だ。間違いなく性欲だ！　性的な欲望と書いて性欲っ！」

「何回『性欲』言うんですか、アナさん……」

　美果が耳まで赤くなり、うつむいてしまった。アナスタシアがボトル選びを中断し、ここぞとばかりに攻せめ立たてる。

「吸血鬼は『血を入れる』ことによって、子孫を増やすことができるからなあ。相手の体に牙きばを突き立てるという行為には『セ』で始まるアレに近い意味があるんだ」

「ア、アレ……？」

「おいおい、かまととぶるんじゃないぞ。お前は優夜を部屋に連れ込み、色目を使って誘惑し、押し倒して牙を挿いれ、血な管かに出そうとしたんだろう？」

「ううう。そ、そんなこと……」

「していないのか？　しようとしただろ！　しようとしたよな!?　年頃の男おの子こと部屋で二人きりになったお前は欲情して吸血衝動に襲われ、優夜を襲おうとしたんだろうが、この淫いん乱らんヴァンピレス!?　いやらしいのは体だけにしておけいっ！」

「くっ──」

　気恥ずかしさでぷるぷる震えていた美果が、真っ赤な顔を撥はねあげた。

「ええ、そうですよ！　あのとき、あたしはそういう気分になってましたよっ！」

　カウンターに両手を叩きつけて立ちあがり、美果が上半身を乗り出す。胸がぶるんっと派手に揺れ、アナスタシアが気け圧おされた。攻守逆転、美果は言う。

「優夜くんを部屋に誘って、あわよくば……なんて考えてましたとも、ええ！　自分で自分が抑おさえられないくらい興こう奮ふんしちゃって、気がついたら押し倒してましたからねえ!?　びっくりですよ！　あたし自身も、自分のはしたなさにはびっくりですよっ！」

「ほ、細美さん──」

「けど、これだけは言わせてください！　優夜くんだって、ちゃんとあたしに興奮してくれましたから！　あ、あそこが……すごく元気になってましたからっ！」

　なだめようとする優夜に構わず、美果がとんでもない爆ばく弾だんを放ほうった。その爆発に巻き込まれ、優夜は叫び声をあげる。

「細美さんッ!?　な、なななな、何言ってるんだよ！」

　あたふたとして取り乱す優夜に、美果は開き直った態度で、

「ね、優夜くん？　あたしにおっぱい押しつけられて、ばっちりその気になってたもんねえ？　少なくとも、体の方は……」

「うっ!?」

　否定できない。美果に悪戯いたずらっぽい目を向けられて、優夜の背中に冷や汗が滲にじんだ。

　アナスタシアが「ははは！」と笑う。

「そうかそうか、優夜も欲情していたのか！　はははは、ははは……はあ。もういい、勝手にヤっていろ。私のいないところでな!?」

　言い放つなり顔を背けるアナスタシアに、優夜は慌てて弁明をした。

「アナさん、あれは生理現象なんですよ。自分の意志じゃ、どうしようもないんです。年頃の男子があんな状況になったら、誰でもああなっちゃうんですって！」

「……知らん」

　棚からボトルを選び取り、アナスタシアが優夜をひとにらみする。

「お前など、もう知るものか」

　吐はき捨すてて、アナスタシアがワイングラスを用意した。胴部ボウルが大人の頭ほどもある、自や棄け飲のみ用の特大サイズだ。そこにボトルの血を注ぎつつ、

「バカタレ……何がおっぱいだ。あんなもの、ただの脂し肪ぼうの塊かたまりではないか！　なのに、なぜ……なぜなのだ？　なぜ男子はあんなものに惹ひかれる？　なぜ男子はあんなものに焦こがれる？　なぜ私の胸はちっとも成長しない？　なぜなのだ、なぜ……ううう」

　ぶつぶつぼやくアナスタシアの目に、涙が浮かぶ。

　美果が「えー」と両手で胸をすくいあげ、上下にたぷたぷ動かした。

「胸なんか、あってもいいことないですよ？　とにかく重いし肩こるし、走ると痛いし足元はよく見えないし、ネタにされてすぐからかわれるし……」

「嫌味か貴様。持てる者の優ゆう越えつか、ああん？」

「あなたこそっ！」

　美果がわめいた。やさぐれているアナスタシアに、人差し指を突きつけて、

「あたしを馬鹿にしてるんですか!?　美人で肌は真っ白で、着ている服もすごく綺き麗れいで……そんな相手に『持てる者』とか言われても、嫌味にしか聞こえないです。背だって高くて脚も長いし、胸だけ大きいあたしなんかより全然スタイルいいじゃないですか！　いじけたいのはあたしの方なんですけど!?」

　叫ぶようにまくし立てられ、アナスタシアが眉まゆをひそめる。腰に手を当て、むすっとしている美果をまじまじと観察し、

「ふむ……言われてみれば、そうかもしれんな？　此奴こやつもなかなか可か愛わいい顔をしていると思うが、化粧っ気がなく子供っぽすぎる。服も地味だし、野や暮ぼったい。そのくせ胸の発育だけはいいからアンバランスで、余よ計けいに目立つのだろう」

　などとしきりにうなずき、一人で納得し始めた。

「なるほど、確かに私の方が『持てる者』だな。いやあ、すまない細美美果！　バストサイズでしか勝まさっていないお前に、容姿・色気・センス・身長・脚の長さ……などなど多くのもので勝る私が、無神経な言葉をかけてしまって！　これは、詫わびの気持ちだ。許せ、持たざる者よ？」

　すっかり機嫌を直したアナスタシアが笑いながら謝罪し、用意した血を美果に譲ゆずる。優夜は呆あきれて突っ込む気にもなれない。

　美果はしばし無言でアナスタシアをにらみつけた後、

「……ハイ、アリガトウゴザイマス」

　平へい坦たんな声でそう答えると、ボトル一本分の血液が注がれているワイングラスをつかみあげ、豪ごう快かいに一気飲みした。












「ほれ、美果。いいものをやろう」

　美果がノクターンを訪れてから一時間余り。

　赤黒い表紙のメニューを広げてくつろぐ美果に、アナスタシアが一枚のカードを差し出す。黒字に赤で『Blood Cafe NOCTURNE』と記き載さいされている会員証だ。

「裏に店の住所と電話番号が載っている。落とすなよ？」

「……はい、ありがとうございます」

　まだ若じやつ干かんむくれた様子で、美果がカードを受け取った。しかしためつすがめつしているうちに、だんだん顔がほころんでいき、

「しゃれおつですねえ。なんか、とっても高級感があります」

「ふふ、だろう？　本来なら血液検査を受けてもらい、診断書を確認してから発行するものなのだがな。今回は『特別』だ！」

　美果の機嫌を直すためなのか『特別』という単語を強調して告げるアナスタシアに、美果が「えっ」と目を見み張はる。こわごわと問いかけた。

「……血液検査？　そ、それって注射の……？」

「うむ。吸血鬼の血を調べれば、血液型や《Ｖａ値》から色々なことがわかるからな。まあ、入会費みたいなものだよ」

　そうして得た吸血鬼の個人情報には重要な役割がある。客の素す性じようを明らかにする他、大まかな能力を把は握あくすることで吸血鬼を『狩る』際の参考にしたり、相手が強大な力を持つ吸血鬼の場合は、あらかじめ警けい戒かいしておくことができるのだ。

　また、優夜は詳くわしく教えられていないが、これらのデータは《鬼き葬そう局きよく》にも秘ひ密みつ裏りに流されており、出資や援助に対する見返りの一つになっているらしい。

「あ、あのお……それ、受けなきゃだめですか？」

「だめだ。必ず受けてもらうぞ？　さもなくば、会員証は没収だ！」

「…………。どうぞ──」

「返すな阿あ呆ほう」

　もらったばかりの会員証をあっさり差し出す美果の頭を、アナスタシアがこつんっと叩たたいた。美果が涙目になる。

「ううっ。だって、怖いんですもんっ！」

「怖い？　少しチクッとするだけではないか」

「そ、そうなんですけど……」

　美果が左側の首筋を押さえた。そこはつい一昨日の夜、美果が吸血鬼に咬かみつかれ、牙を刺さし挿いれられた部分だ。傷きず痕あとはもう残っていない。それでも、

「……怖いんですよ。尖とがったものを、突つき刺さされるのが……あのときのこと、思い出しちゃいそうで。首じゃなくても恐ろしいんです」

「細美さん……」

　彼女が心に刻きざまれた傷は、癒いえずに残されたまま。

　学校の制服からバイトの制服に着替え、スタッフルームから戻ったばかりの優夜は、美果の元へ近づこうとする。刹せつ那な、

「──美果」

　アナスタシアが美果の頭にぽんっと手を置いた。穏おだやかで柔やわらかい声。

「そうだな。そうだ……恐ろしいのは当然だろう。ある日突然、人の血を吸う化け物に襲われ、自らも化け物にされ、わけがわからないまま吸血衝動に襲われ、人の血を吸い……それで恐怖を抱いだかぬ方がおかしい。存外けろっとしているものだから、私も思わず普通に接してしまっていたが。すまなかったな、細美美果？」

「アナスタシアさん……」

　美果が愕がく然ぜんとした。

「あなた、きちんと謝れたんですね」

　その反応にもアナスタシアは怒らず、美果の頭を優しく撫なでる。

「だがな。血液検査は、美果を襲って吸血鬼にした不届き者を特定するための、貴重な手がかりになる。お前のような犠牲者を増やさぬためにもどうか、怖い気持ちをぐっとこらえて、検査を受けてはくれまいか？」

　真しん摯しな態度でお願いし、頼んだ。すると、美果は勢い良く立ちあがり、

「わかりました！　ですよね、あんな吸血クソ野郎を野放しにしちゃだめですもんね、だめだめ！　怖いだなんて言ってる場合じゃありませんでした。今すぐにでもあたしの血を採とってください、アナスタシアさんっ！」

　Ｔシャツの袖そでをまくりあげるなり、ぐいっと突き出す。その剣けん幕まくに、アナスタシアがたじろいだ。差し出された腕を見つめて押し返し、

「……いや、いい」

「どうして!?」

「まだ早いのだ」

　息巻く美果を落ち着かせ、アナスタシアが理由を話す。

「お前が血を入れられたのは一昨日の夜だろう。それでは『なりかけ』なんだ。人間の血が吸血鬼の血に置き換わり《Ｖａ値》が安定するには、数日から一週間ほどかかる。お前を襲った奴もそうすぐ次を狙ねらわんだろうし、検査は週末にでもさせてもらうよ」

「あ。そ、そうなんですか……」

　美果が安あん堵どと落らく胆たんの入り混じった表情で引き下がり、椅子に座った。中身が半分ほど減ったワイングラスを持ちあげ、ちびちびと飲む。アナスタシアが微わ笑らった。

「見かけによらず、正義感の強い女おな子ごだな？　ふふっ、結構結構……嫌いじゃないぞ。第一印象こそ最悪だったが、思っていたより反そりが合うやもしれんなあ」

　アナスタシアの呟つぶやきに、美果が「ですね」と頰を緩める。

「あたしが心配してたほど、悪いヒトではなさそうですし。血を飲まなくっちゃ生きてけない吸血鬼のために、こんなお店を開いてくれてるアナスタシアさんは……きっと、すごく優しいヒトなんだろうなあって思いますから」

「おおっ！」

　美果がぽつりとこぼした言葉で、アナスタシアの表情が華はなやいだ。

「おい優夜、此こ奴やつめちゃくちゃ良い娘むすめだぞ!?」

「知ってます」

　はしゃぎながら言うアナスタシアに、優夜は苦笑。この調子なら今後も仲良くやっていけそうだなと、優夜が胸を撫で下ろしたときである。

　ちりんちりんとドアベルが鳴り、美果の体がビクッと跳はねた。不安と緊張に彩られた美果の目が、入り口へと向けられて──

「えっ!?」

　直後、大きく見開かれる。

「……………………」

　ドアの前に立っているのは、銀髪の幼女。

　淡あわい水色のドルマンブラウスに、花柄のクロップドパンツという愛らしい出いで立たちの吸血鬼を見て、美果が「やああんっ」とほっぺを押さえた。

「何あの女の子、可愛いっ！　超可愛いんですけど!?」

　興奮している美果はひとまず置いておき、優夜は客を出迎える。

「いらっしゃいませ、香こ音お里りさん。お久しぶりです」

「……お久ひさ。誰あいつ？」

「ん。ああ……理わ由けあって、最近吸血鬼になったばかりの娘こですよ。僕とは通っている学校が同じで、今夜が初めての来店になります」

「へえ……知り合い？」

「そうですね。吸血鬼になる以前から、交流してた友達なので」

「……ふうん」

　香音里は冷めた目つきで美果を注視した後、

「ちょっとだけ、絡んでみてもいい？」

「構いませんけど」

「そう。じゃあ、心置きなく」

　やけに積極的だなあ──と怪あやしむ優夜を後に残して、香音里が美果に近づいていく。気づいた美果が席を立ち、香音里のことを迎えた。

「こんばんはっ！　あたしの名前は細美美果、十六歳だよ？　優夜くんからの紹介で、今日初めてここに来たんだ」

「……………………」

　香音里の容姿が幼いからか、目線を合わせて上体を屈かがませ、児童に話しかけるような口調で自己紹介をする美果に対して、香音里はまったくの無反応。

　美果はめげずにニコニコし、女児の心を開こうと頑張る。

「お名前、なんていうのかな？　歳としはいくつなの？　とっても可愛いお顔立ちだねえ！　お姉ちゃん、びっくりしちゃ──」

「ていっ！」

「ひゃあああ!?」

　突とつ如じよ。自身の胸に伸ばされた両手を、美果が飛とび退すさって躱かわした。香音里が「ちっ」と舌打ちし、開いた十指をにぎにぎ動かす。

「……避よけられた。けど、今度は逃がさない。わたしに対する態度と同じでけしからんおっぱい、わしづかみにして揉もみくちゃに──」

「香音里さんッ！」

　優夜は飛びかかろうとする香音里に近づき、羽は交がい締じめにして抱だきあげた。香音里が宙ちゆう吊づりにされ「きゃっ」と感情のない悲鳴をあげる。

「……優夜。セクハラ」

「あなたに言われたくありません！　何しようとしてるんですか!?」

「コミュニケーション。絡んでいいって言ったから……」

「言いましたけど！」

　アナスタシアじゃあるまいし、断りもなく乳を揉もうとするのは想定外だ。優夜の腕から解放された香音里は、胸を隠して警けい戒かいする美果に、無表情のまま挨拶をした。

「……こんばんは。わたしの名前は雨あま森もり香音里、七十二歳だよ。すごい発育豊かだね？　おばあちゃん、びっくらこいちゃった」

「七十二歳!?　え、ええっと……冗談だよね？　だって、どこからどう見ても……」

「吸血鬼は実年齢と外見年齢が一いつ致ちしないんだよ、細美さん。人間から吸血鬼になった時点で、肉体の成長が止まっちゃうから」

　唖あ然ぜんとなって香音里を凝視する美果に、優夜は笑って理由を話す。美果が「えっ」と驚いた。不安げに訊く。

「なら、あたしも一生このまんまってこと？　十六歳のまま──」

「うん。肉体的には……」

「……そうなんだ。あたし、もう大人の女性にはなれないんだね……」

「別にいいじゃん」

　落ち込む美果にぼそっと呟き、香音里が肩をすくめた。

「八歳のわたしに比べれば大人だよ……というか、体だけなら既に充分大人の女性だと思う。十六歳とは信じられない、ドスケベボディ」

「ドスケベなのは香音里さんだと思いますけど」

「大人の女性なはずなのに、胸はわたしと変わらないヒトもいるわけだしね？」

「おい。喧けん嘩かを売っているのか」

「……美果」

　気け色しきばむアナスタシアから視線を戻し、香音里が美果に手を差し伸べる。

「その素敵なおっぱいに免めんじて、最初の無礼は許してあげる……無知なあなたに、色々教えてあげるよ。吸血鬼の先輩として」

「せ、先輩……」

　美果が目を丸くして、香音里の瞳を見つめ返した。

「そ、そうですね。五十歳も年上の方に、あんな態度を取ってしまったわけですし……あたしも、さっきのことは忘れますから。よろしくお願いします、香音里先輩っ！」

　美果が破顔して腕を解き、歩み寄る。香音里の目がキラーンと光った。

「──隙すきあり」

　差し出していた手を伸ばし、香音里が美果の乳房を捉とらえようとしたときだ。軽やかな鈴すずの音ねを響かせて、入り口のドアが開き、

「よお。邪魔するぜ、吸血鬼ども」

　黒いガスマスクをしたスーツ姿の男が、ノクターンを訪れる。

　アナスタシアが「朽くち木き!?」と声を荒あららげた。

「貴様、何しにうちへ来た？　表の看板が読めなかったか。『吸血鬼の会員限定Vampire's Members Only』だ、たわけ。お前は吸血鬼でも会員でもない。失うせろ、半鬼人ダンピール！」

「ハハッ！　客に対して『失せろ』ときたか。ひでえ接客態度だなあ、おい？」

　腕を広げて大仰に嘆なげき、辰たつ琅ろうが店内を見回す。

「しかも、そいつが店長とはよ。さすが吸血鬼の店、畜生どもの巣そう窟くつだ。礼儀も秩ちつ序じよもあったもんじゃねえ……けどまあ、俺は心が広ひれえから？　クソみてえな接客態度には、とりあえず目をつむってやるよ。感謝しやがれ、クソ女」

　ふてぶてしくカウンターに近づいていき、手近な椅子にどかっと腰かける辰琅。

　アナスタシアが柳りゆう眉びを逆立て、俺さま態度のお客さまをにらんだ。

「……感謝だと？　するわけなかろう、クソ男!?　私の店を『畜生どもの巣窟』などと揶や揄ゆする無礼者に尽つくす礼儀などない！　即そつ刻こく消えろ、今すぐ消えろッ！」

「メニューはどこだ？」

「消えろと言っている！」

「ああ、これか。どれどれ──」

　罵ば声せいを無視して脚を組み、メニューを広げ始める辰琅に、アナスタシアは困惑。

「朽木。まさか、本当に血を飲みにきたのか？」

　確認するも、辰琅は答えない。メニューにじっくり目を通し、注文を考えているようだった。アナスタシアが毒気を抜かれる。

「……そうか、血を飲みにきたのか。弱いとはいえ、半鬼人ダンピールにも吸血欲はあるものな？　だとしたら、その……まあ、なんだ」

　言い淀よどんでいるアナスタシアを、辰琅がうかがった。アナスタシアは、

「ふんっ！　仕方ない、一杯だけなら提供してやろう。たとえ相手がお前でも、飢うえた鬼には違いないのだからな。ただ、それを飲んだらすぐに去れ。長居されると迷惑だ、さっさと飲んでとっとと失せろ！　注文は？」

「ドクペ」

「……なんだと？」

「だからドクペだ、ドクターペッパー」

　閉じたメニューを放り出し、辰琅が繰り返す。アナスタシアが真顔になった。

「そんなものはない」

「ねえのかよ。チッ……じゃあ、コーラ」

「ない」

「ジンジャーエールは？」

「ない……」

「トマトジュース」

「ないッ！　あるわけなかろう、アホンダラ！　ここをどこだと思ってる!?　真ま面じ目めに頼むつもりがないならそろそろ本気で叩き出すぞ、貴様あああ！」

「ハハッ、わりいわりい。冗談だって、キレんなよ」

　激げつ昂こうするアナスタシアに、辰琅が笑いながら謝る。直後、

「……で。今度はマジな注文なんだがよ、ウィヌシュカ。あそこにいる吸血鬼の女──《鬼お葬れ局ら》に引き渡してくんねえ？」

　笑みを消し、辰琅が目を向けたのは店の奥。思わぬ来訪者に戸と惑まどう優夜のかたわら、胸を守って香音里とにらみ合っている美果だった。












「……あ、あたし？」

　美果が呆ほうけたように尋ねる。辰琅は答えず、首を戻した。脚をほどいて立ちあがり、アナスタシアと対たい峙じする。

「例の吸血事件なあ、俺のチームが担当してんだよ。そしたらさっきてめえの方から、犯人確保の知らせが入ったっつうんでな？　速そつ攻こう、飛んできたんだわ」

「この件は、私に任まかせてほしいと伝えたはずだが……？」

「任せてほしいだと？　ハッ！　お断りだね。あのケダモノは俺の獲え物ものだ」

　翠玉色エメラルドの半眼を向けられ、美果が「ひっ!?」とおののいた。

「……ケダモノ？」

　声を低くするアナスタシアに、辰琅は「ふんっ」と鼻を鳴らして、

「人を襲って血を奪う……ケダモノ以外のなんでもねえだろ、そんな畜生。被害者は、失血死する寸前まで血を抜かれたんだぜ？　立派な殺人未み遂すいじゃねえか。その凶悪犯をてめえはどう懲ちよう罰ばつしてやろうってんだ、ウィヌシュカ。まさかお咎とがめなしなんていう、ふざけた処分を下すつもりじゃあるめえな？」

「そのつもりだが」

「ああ？」

　辰琅が殺気立ち、アナスタシアに顔を近づける。

「……てめえ、ふざけてんのか？」

「いや、大真面目だよ。あの娘こは──美果はケダモノじゃないし、凶悪でもない。ただの不運で可か哀わい想そうな女おな子ごだ。人を襲って血を奪ったのも、元はといえば美果を襲って血を入れよった吸血鬼のせいだろう。即すなわち、美果も被害者だ。罰ばつする必要はない！」

「はあ？　アホか、てめえは」

　反論するアナスタシアを嘲あざ笑わらい、辰琅が天井を仰いだ。

「理由なんざ、どうだっていいんだよ！　奴が人を襲って血を奪い、殺しかけたっつう事実の方が問題だ。血を入れられたのは不幸だし、吸血鬼になっちまったことには同情するけどよ。それでも、他人を傷つけたのはあいつだろ？　なら、あいつが加害者じゃねえか。吸血衝しよう動どうごときに負けた軟なん弱じやく者ものが──」

「ほほお。吸血衝動『ごとき』とな？」

　アナスタシアの目が光る。黒いガスマスクに覆おおわれている口元を見て、

「吹くではないか。そこまで言うなら、その『口輪』……今この場で外してみせろ」

「──何？」

「証明してみせろというんだ。先の言葉が、虚きよ勢せいなどではないことを」

　言いながら、大振りのブランデーグラスと酒の代かわりに血が満たされているボトルを用意し、アナスタシアが振り向いた。

　青白いその美貌には、嗜し虐ぎやくの笑みが浮いている。

「最後に血を飲んだのはいつだ？　お前は吸血鬼を嫌い、血を飲むことを疎うとましがっているようだからな。もう随ずい分ぶんと前だろう。さぞや渇いているだろうなあ？」

「て、てめえ……」

　唸うなる辰琅。アナスタシアがボトルの栓せんを抜き、グラスに赤黒い液体を注いだ。

「綺麗な色をしているだろう？　この血液は今日入荷したばかりのものでな。健康的な処しよ女じよの血だ。きっと美う味まいぞ。さあ──」

　注ぎ終わったグラスを持ちあげ、鼻先へと近づける。

「マスクを外してみろ、朽木。直じかに匂においを嗅かいでみるがいい」

「…………クソババア」












　毒づく辰琅の目はアナスタシアを見ていなかった。眼前の赤黒い液体を見つめたまま固まっている。その喉のど仏ぼとけが、ごくりと動いた。次の瞬間、

「畜生がッ！」

「おおっと、危ない」

　アナスタシアがグラスを引いて、薙なぎ払はらわれた右手を避ける。カウンターに手をつき呼吸を整える辰琅に、アナスタシアが「おやおや」とグラスを回した。

「血を見ただけでこの反応とはなあ。ふふふ。よほど渇いているらしい。そんなに血が飲みたいのだったら、やはり一杯やってくか？」

「……黙れよ。てめえの施ほどこしなんざ──」

「そうか。では、私がいただこう」

　強がる辰琅の前で、アナスタシアがグラスに口をつけ、これ見よがしに血を飲んだ。時間をかけてゆっくりと、グラスの中身を空からにする。

「かあーっ、美味い！　こいつは極ごく上じようの血だ、たまらんな。よし、もう一杯──」

「待て」

　ボトルに伸びるアナスタシアの手を、辰琅の手がつかんで止めた。

「……やめろ。もういい、わかった。やめやがれ、ババア……」

「やめてくださいお姉さま、だろう？」

「あ？　てめえ、調子乗んなよクソババア」

　にらみあげてくる辰琅に、アナスタシアが「ふはははは！」と勝かち誇ほこる。

「身に染しみたろう、クソ坊主？　吸血衝動は『ごとき』で済ませられるほど、生なま易やさしいものではないとな……お前ですらそれなのだ。唐とう突とつに、生まれて初めて吸血欲を覚えた齢よわい十六の小娘が、理性でどうにかできると思うのか？」

　アナスタシアの問いかけに、辰琅が黙った。舌打ちして手を離す。額ひたいの汗を苛いら立だたしそうにぬぐい、

「わーったよ。奴が最初に人を襲ったことについては、仕方ねえとしておいてやる……けどな、ウィヌシュカ。奴は今日、優夜を襲おうとしやがったんだろ？　千㏄近い量の血を吸った、その二日後に。そいつがこの先も、人を襲って血を啜すすらねえっつう保証があんのか？　奴がまた、衝動に襲われたとき──」

「案あんずるな。この店がある」

　切り返してくる辰琅に、アナスタシアがはっきりと答えた。

「吸血鬼が人間を傷つけることなく血液を飲み、渇きを癒やせるこの場所が……美果はただ、知らなかっただけだ。人を襲って血を奪うことしか、選択肢になかっただけだ。だから、もう心配はない。進んで他人を傷つけるほど、美果は愚おろかな娘むすめではないよ」

「……どうだか」

　アナスタシアから視線を外し、辰琅が美果を射る。

「危険な奴じゃねえっつうのは結局、てめえの主観だろ。吸血鬼は見かけによらねえ、信用できねえ。あいつと同じ吸血鬼である奴の意見なら、余よ計けいにな。てめえは甘すぎんだよ、ウィヌシュカ。やっぱ《鬼葬局》できっちり審しん問もんしといた方が──」

「辰琅さん」

　目を眇すがめ、美果の元へと近寄る辰琅。その行く手に立ち塞ふさがって、

「僕も保証しますよ。細美さんは無害だ。それに充分傷ついている。狩る必要も、罰を与える意味もありません……引いてください」

「……珍しいじゃねえか。おめえがそこまで吸血鬼の肩を持つなんてよ、優夜。上司の甘さが移ったか？　それとも、こういう女がタイプなのか？　ハハッ！」

　からかってくる辰琅を、優夜は黙ってにらみ続けた。

　辰琅の笑みが消え、硬質な静せい寂じやくが降りる。

　そこへ──

「朽木。何かあったら、私が責任を取る。私が美果を始末しよう」

「あん？」

　アナスタシアがはっきり告げた。辰琅を説得するだけでなく美果に牽けん制せいするように、冷れい酷こくな声で宣言をする。

「もしもまた、美果が自ら他人を傷つけるようなことがあったら、そのときは……私が責任を持って美果を処罰し、処刑する。手間は取らせん。それでいいだろう？」

「…………。チッ」

　アナスタシアから視線を外して、辰琅が後頭部を掻いた。呆れるように手を振ると、踵きびすを返して歩き出す。

「わーった、わーった。そこまで言うんだったらもういい、勝手にしやがれ！　あー、やってらんねえ……ったく。甘ちゃんばっかで嫌やんなるぜ」

「かく言うお前自身も大たい概がい、甘ちゃんだがな」

「──？　なんだと、クソ女」

「何も。独り言だよ、クソ男」

「くたばれ！」

　罵ば倒とうと同時に振るわれた左手を、アナスタシアがひらりと躱した。憤ふん然ぜんとして出口に向かう背中を見やり、アナスタシアが呟く。

「すまなかったな半鬼人ダンピール。相手がお前で良かったよ、朽木。吸血鬼の気持ちがわかる、お前で……」

　その本音が聞こえているのかいないのか。辰琅は足を止めることなく店を出ていき、ノクターンを後にした。












「そ、そうだったんだ……」

　アナスタシアと優夜の口から《鬼葬局》や《吸血鬼ヴアンパイアハンター》のこと、ノクターンの裏業務について打ち明けられた美果が目を伏ふせ、うなだれる。

　香音里が冷たいカクテルブラッドを飲み、吐息した。

「驚くのも無理ないよ。わたしも、最近知ったばかりだし……」

「香音里先輩も？」

「うん。友達……ではないんだけど、ここのことを教えてあげた知り合いがいたんだ。そしたら──」

　無表情のまま、無感情に言う。

「そいつね。優夜に手を出そうとして、殺されちゃったの」

「えっ!?」

「馬鹿だよね？」

　面食らう美果に、香音里はしれっと言葉を継いだ。表情こそ変わらなかったが、その声こわ音ねには亡き知人──望もち月づき霧きり江えに対する嘲あざけりが含ふくまれていて、

「……驕おごってるから、そうなるんだよ。吸血鬼は人間より力があって頑がん丈じようで、生命力も強いけど。不死ではないし無む敵てきでもない、取るに足らない存在なんだ」

　香音里がゴブレットを置き、美果を見つめた。

「美果。先輩からアドバイス……長く生きたかったら、分ぶをわきまえること。吸血鬼は日ひ陰かげの住人……日向ひなたの住人である人間たちに、迷惑をかけちゃだめなの。じゃなきゃ、さくっと始末されちゃう。それが、現実……」

「……香音里さん？」

　優夜の気のせいだろうか。その声音には、香音里自身に対する──

「香音里の言う通りだぞ、美果よ！」

　──と。アナスタシアが声高に賛同し、カウンターから身を乗り出した。

「自分は吸血鬼だから、人に比べて強きよう靱じんだからと驕り高ぶってはならない。慎つつましく控ひかえめに、誠せい実じつかつ謙けん虚きよな気持ちで、日々を過ごしていかねばならんのだ！　数百年の時を生き抜くこの私、アナスタシア・ウィヌシュカのようにな？」

　起き伏ふくの乏とぼしい胸を張り、アナスタシアがふん反ぞり返る。美果が「えええ!?」と度ど肝ぎもを抜かれた。

「長寿すぎるよ、アナスタシアさんっ！」

「だろう？　敬うやまえ」

「何が『敬え』ですか。慎ましくて控えめなのは胸だけでしょう、アナさん……」

「……数百歳とか、もはや妖怪」

「優夜と香音里。貴様ら、今すぐ表へ出るがいい。細こま切ぎれにしてやる！」

「なんか物騒なこと言ってるよ!?　だめだめ！」

「──と、まあ冗じよう談だんはさておき……」

「冗談だったんですか」

「……目が据すわってたよね」

　優夜と香音里のことを無視して、アナスタシアが「こほんっ」と咳せき払ばらいする。

「今日は疲つかれただろう、美果。ぼちぼち、帰って休んだ方がいいんじゃないのか？」

　柱時計を確認してみると、時刻は九時を回っていた。

　美果が「わっ!?」と口元を押さえる。

「もうこんな時間!?　明日も朝から学校あるし、テスト勉強しなくちゃだから……そうですね。あたし、おいとまさせてもらいます」

　グラスに残った血を飲のみ干ほして、立ちあがる美果。優夜は駆け寄り、

「送っていくよ。最寄り駅まで距離あるし、夜道は危ないだろうから──」

「平気。美果はわたしが送ってく」

　血を飲み終えて席を立ち、香音里が美果の手を取った。

「優夜は一応、仕事中でしょ？　店長の目がないのをいいことに、夜道で美果にエロいことしそうだし……」

「だな。優夜ならヤりかねん」

「なんにもしないですからね!?　それを言うなら、香音里さんの方がよっぽど危険じゃないですか！　香音里さん、帰り道で細美さんに変なことしちゃだめですよ？」

「…………。うん」

「間がありましたよね!?」

「あはは。大丈夫だよ、優夜くん！」

　空いている手をパタパタ振って、美果が香音里の手を握り返す。

「香音里先輩、優しいし。優夜くんはあたしのことよりも、中間テストの心配をした方がいいんじゃないのかな？」

「……はい」

　返す言葉もなかった。アナスタシアが「おいおい」と呆れる。

「優夜。試験が危あやういのなら、早めにあがって構わんぞ？　美果も勉強に余裕があればまた来い。採血の準備をして待ってるからな！」

「さ、採血……」

　美果の顔面が引きつった。しかし、すぐさま「はいっ！」と微笑ほほえんで、

「今週末にでも、またお邪魔しようと思います。美お味いしい血液、ごちそうさまでした！　今後とも、よろしくお願いします」

「うむ。達者でな！」

　アナスタシアに挨あい拶さつすると、出口に向かう。

　美果が飲んだ血はサービスなので、香音里の会計だけを終え、

「おやすみなさい、優夜くん。今日はほんとにありがとう。また明日、学校で！」

「うん、おやすみ。夜道には気をつけてね、細美さん。香音里さん……細美さんのこと頼みましたよ」

「任まかせて」

　両手をもみもみ動かしながら答える香音里に、一いち抹まつの不安を覚えつつ。優夜が二人を送り出そうとしたときだ。

「ハロー、エブリワン……」

　雨にずぶ濡ぬれ、意い気き消しよう沈ちんしている景かげ晴はるが来店してきて、

「ローテンションでアイムソーリー。ボクはサッドネスでね……飲まなきゃやってられないエモーションなんだ……あ、コオリちゃん。今夜のボクはキミにも負けないくらいコールドだよ、ＨＡＨＡ。一緒にいるフレンドは……ああ、ミカちゃんか。相変わらずセクシーだなあ。ボリューミーなバストは、まるで──ホワッツ!?」

　美果の姿を認めた瞬間、ひっくり返った。

「ホワイッ!?　ホワイ・ミカちゃん・イズ・ヒア!?　ただの一般ピープルであるはずの彼女が、なぜここに!?」

「あれ？　あなたはもしかして、あのときの……」

「……知り合い？」

　驚く美果と景晴に、香音里が胡う乱ろんな目を向ける。美果は「うーん」と困った顔をし、床の上で腰を抜かしている景晴を見た。

「知り合いではないんですけど、今日学校帰りにナンパをされて……優夜くんのお友達だって──」

「細美さん。あのヒトのことは明日きちんと説明するから、今夜はもう帰りなよ」

「あ、うん……」

「ウェイトだミカちゃん、待ちたまえ！　キミは──」

「景晴さんも。細美さんが来ることになった経けい緯いは、これからお話ししますから。今夜はこのまま帰らせてあげてください」

「…………オーケー、詳しく聞かせてもらおうじゃないか」

　空気を読んだ景晴が大人しく引き下がる。美果と香音里に「チャオ！」とウインクを飛ばし、店の奥に向かった。優夜は気を取り直して、二人を見送る。

「細美さん、香音里さん……本日は、ご来店ありがとうございました。またのお越しをお待ちしています！」












「──心の準備はいいか、美果？」

　午後十時。アナスタシアがいつになく真剣な面持ちで尋ねる。唇を嚙かみしめた美果が首肯するのを見てうなずくと、

「よし。頑張れよ」

　肘ひじ裏うらの白い肌、うっすら透ける血管に注射針を刺し挿れた。

　美果がぎゅうっと目をつむる。血液が吸い取られ、透明な注射筒シリンジの中に赤黒い液体が溜たまっていった。ほどなく、

「……終わったぞ？　よくこらえたな」

　針が抜かれると、美果は「はあああ～」と吐息して、ソファにぐったり体を沈める。採れたてほやほやの血を、アナスタシアが光に透かした。

「うむ、良い色だ。来週には結果が出るだろう。数値によっては再検査もあり得るが、まずはお疲れ。何か、デザートでも奢おごってやるよ」

「あ、ありがとうございます……」

『再検査』という単語に怯えながら身を起こし、美果がガーゼをめくる。血はほとんど出ておらず、傷口は跡あと形かたもなく塞ふさがっていた。吸血鬼の治ち癒ゆ力りよくである。

　アナスタシアの横から美果の血を覗のぞき込んでいた景晴が、残念そうに呟いた。

「ミカちゃんがヒューマンなときのブラッドを見たかったなあ……ビビッドなボルドーだけど、ヴァンパイアではトゥーバッド。イート・フィンガー、食指が動かないよ」

「はは。吸血鬼の血は不ま味ずいものなあ……」

　アナスタシアが苦笑して、カウンターに戻っていく。

　吸血鬼の血は不味い──三日前、美果が吸血鬼になってしまったことを知った景晴は悲しみに暮れ、美果の血液に対する興味を喪そう失しつ。以来、積極的にアプローチすることもなくなっていた。

　落らく胆たんする景晴を、香音里が「馬鹿だね」と嘲笑う。美果の向かいに座った香音里は、鮮血のシャーベットをすくい、

「……美果の魅力は、果汁じゃなくて果実だよ。柔やわくて大きい、極ごく上じようの乳」

　などと、スプーンで美果の胸元を差す。

　今日は金曜日。店に来る前、一度帰っているため私服だ。Ｔシャツを押しあげているその胸元は、今日も今日とて自己主張が激しい。

「イグザクトリー。ミカ・オッパイは確かにナイスだけどね、コオリちゃん……ボクが触さわったら、ギルティだろう？　クロスファイアでジェノサイドだよ」

「……ご愁しゆう傷しようさま。美果おっぱいは右がわたしので、左が優夜のものだから」

「両方あたしのですからね!?　勝手にシェアしないでください！」

「そうですよ。何言ってんですか」

　ぷんすか怒る美果に奢りのプリンを届け、優夜は呆れた。

　美果がノクターンを訪れるのは、二回目。香音里とは初来店の帰り道、連絡先を交換したそうで、何度かやり取りしているらしい。仲が良いのは微笑ましいのだが、香音里のセクハラっぷりはますますエスカレートしている。

「香音里さんって、こんなヒトでしたっけ。景晴さんよりひどくないですか……」

「……景晴よりも？　それは傷つく」

　いつも無表情な香音里が、あからさまにしょんぼりとする。

「ＨＡＨＡＨＡ！　傷ついたのはボクの方だよコオリちゃん、ユウヤ？　勘違いをしているようだけど、ボクはジェントルマンなんだ！　セクシャルハラスメントもハレンチトークもしていないのだからね。だろう、ミカちゃん？」

「そ、そうですね……」

「……美果が困ってる。話しかけないで、変態」

「ホワイッ!?　なぜだ、ミカちゃん！」

　ガーンとショックを受ける景晴。アンニュイな溜め息を吐き、

「オーライ……ノープロブレムさ。ボクには、素敵なエンジェルたちがいるからね……ヘイ、ユアナちゃん！　聞いておくれよ、ひどいんだ」

　自分のテーブル席に戻ると、血液に添えられている顔写真（悠ゆ愛あ奈なちゃん。十二歳）を手に取り、愚ぐ痴ちり始めた。そんなんだから引かれるんですよと思いつつ、優夜は美果に問いかける。

「細美さん。もう十時半過ぎだけど、帰らなくていいの？」

「うん。今夜は朝までいようかなって思ってるから」

「……徹夜するってこと？」

「うん、勉強道具も持ってきたからね！　家族には『友達の家でお泊まり勉強会』って言ってあるんだ。優夜くん、お仕事は何時までなの？」

「何もなければ、二時くらいかな。いつも大体それくらいだから」

「へえ、そうなんだ。じゃあさ、その後……」

「あたしとえっちなことしよう？」

「そう、あたしとえっちな──って、香音里先輩ッ!?　変なこと言っちゃだめでしょ、だめだめ！」

　美果が怒ってテーブルを叩いた。改あらため、

「あたしとお勉強しない？　テストも迫ってきてるしさ」

「ん。まあ、僕は構わないけど……」

「私も別に構わんぞ？」

　優夜の視線を受けたアナスタシアが、プリンの種たねを仕込みながら言う。卵黄と砂糖と煮立てた牛乳が入れられたボウルに、新鮮な血液を加えて掻かき混まぜ、

「ただし、ここでだ！　客席でしろ。私の目が届かんところでやらせたら、何をするかわかったものではないからな？」

「な、何もしないですよ」

　優夜がどもってしまったのは『前科』があるからだ。一方、美果は「やったあ！」と無邪気に喜び、

「こんなに長くいられるのは初めてだから、嬉うれしいな。素敵な時間が過ごせそうだよ。あたし、吸血鬼になって良かったかも？　血液味のプリン美味しい～」

　頰に手を当て、太陽みたいな笑顔を浮かべる。

「細美さん……」

　吸血鬼になった後も変わらない美果の明るさに触ふれ、優夜は心がじんわり温まるのを感じた。












「ねえ、優夜くん……訊きたいことがあるんだけどさ」

　夜中の三時過ぎ。閉店まで一時間を切ったところで長居していた香音里が席を立ち、アナスタシアに見送られつつ店を出た後。

　美果が手を止め、話しかけてきた。

　ノクターンの制服から私服に着替え、黙もく々もくと問題集を解いていた優夜も手を止めて、正面の美果を見る。

「……勉強のこと？」

「違うよ。優夜くんのこと」

　美果が微わ笑らってペンを置き、ずいっと顔を寄せてきた。声を潜めて、

「前々から気になってるんだけどさ。優夜くんとアナスタシアさんって──」

「私がどうかしたか、美果？」

「ひゃあああ!?」

　背後から声をかけられ、美果がビクッと体を跳ねさせた。アナスタシアが腕を組み、いぶかしげな目で美果を見下ろす。

「なんだ、その反応は……聞かれたらまずいことでも話そうとしていたのか、ああん？　私は常に目を光らせているからな。優夜を誘惑しようとしても無駄だぞ、泥どろ棒ぼう牛うしめ」

「それを言うなら、泥棒猫でしょ──って、違いますからね!?　訊きたいことがあっただけですよ、その……」

　アナスタシアから目を逸そらし、言いい淀よどむ美果。恐る恐るといった様子で、

「実際のところ、お二人はどういう関係なのかなあって……優夜くんからは『保護者』や『恩人』だって聞かされてるんですけど。そもそもなんで一緒に暮らしてるんだろうとか、どんな風に知り合ったんだろうとか。気になることはいっぱいあるんですけど、なかなか言い出しづらくって」

「……ふむ」

　切り出され、アナスタシアが眉根を寄せた。優夜をうかがい、慎重に答える。

「私と優夜の関係、か。立場的には後見人だが、まあ……なんだ。優夜は昔『事故』で家族を亡くしておってな？　詳しいことは追おい々おい──」

「僕の家族は六年前、吸血鬼に殺されてるんだ」

「…………ッ!?」

　アナスタシアが息を呑のみ、美果が「えっ」と絶ぜつ句くした。

「お、おい。優夜、その話は──」

「いいんです。細美さんには遅かれ早かれ、打ち明けるでしょうし……なら、もったいぶっても仕方ありません」

　制止してくるアナスタシアに肩をすくめて、優夜は続ける。

「……僕が十歳のときのことだよ。父と母、それから姉を……目の前で殺された。僕も殺されかけたんだけど、そのとき助けてくれたのがアナさんなんだ。以来、感謝してもし切れないほどお世話になってる。僕はそんなアナさんに少しでも恩返しがしたくて、色々お手伝いをさせてもらってるんだ」

　大きな目をこぼれんばかりに見開いて、美果が言葉を失っていた。

　当然だろう。いきなり『家族を殺された』などと重たい話を聞かされて、困こん惑わくしない方がおかしい。だから、優夜はなるべく軽い口調で、

「まあ、家族を奪うばわれたことなら、もうそこまで引きずってはいないけど」

　とうそぶいた。アナスタシアが眠気覚ましに淹いれてくれたコーヒーを飲み、穏やかに微笑する。

「僕は今の暮らしが気に入ってるからさ。アナさん、常連客のヒトたち、学校の友達、細美さん……家族は亡くしちゃったけど、失くしたものに負けないくらい素敵なものもたくさん手に入れられたから。僕は今、幸せ者だと思えてるんだ」

「ゆ、優夜くん……」

　美果が目を潤ませた。顔を伏せ、こらえるように唇を嚙む。アナスタシアが優夜の頭をよしよしと撫で、くすぐったそうに瞳を細めた。

「まったく、お前という奴は……嬉しいことを言ってくれるじゃないか。私も幸せだぞ優夜。お前のように可愛い『家族』を持ててな……ふふ。どれ、パンケーキでも作ってやろう。いつぞや、奢りそびれてしまったからなあ。美果も食べるか？」

「……はい」

　美果がうつむいたまま、くぐもった声で答える。アナスタシアは一瞬「む？」と眉をひそめるが、すぐさま「了解」とうなずき、テーブルを離れた。ややあって、

「優夜くんはさ、憎んでないの？」

　美果が呟くように尋ねる。

「優夜くんの家族を殺した、吸血鬼のこと……」

「憎んでないよ」

　優夜は笑った。だが、

「──って言い切っちゃったら、噓うそになるかな。吸血鬼は、僕が大事にしていたものを奪ってくれた存在だから。僕は吸血鬼が憎い……憎いよ。だけどね、細美さん」

　笑みを消し、優夜はカウンターを見る。赤黒いゴシックロリィタに真しん紅くのエプロンをつけ、作業に取りかかる女性。仇かたきと同じ、吸血鬼の彼女を眺め、

「それでも僕は、吸血鬼が好きなんだと思う。アナさんや、ここに通ってくれてるヒトたち……景晴さんやメリーさん、香音里さんのことが。もちろん、細美さんもね？」

　黙り込んだまま動かぬ美果を見つめて、優夜は微わ笑らった。

「僕たち人間と同じで、吸血鬼にもいい吸血鬼と悪い吸血鬼がいる。相手が吸血鬼っていうだけで、憎んだりしないさ。僕の家族を奪った《吸きゆう血けつ器き》ヒュドラル・ギュルムは赦ゆるせないけど……仇は討ってもらっているから。僕は、もう──」

「恨うらんでいない、と？」

「うん」

　──ん？　違和感を覚える。美果の声音にどこか、不ふ穏おんな響きが含まれているように感じられたのだ。美果は、

「そっかそっかあ、恨んでないんだあ。そっかあ……ふふふ」

　嗤わらっていた。唇を酷こく薄はくに歪ゆがめ、

「あたしは現い在まも恨んでいるよ？」

　鮮血色に光り輝く双そう眸ぼうが、暴力的に優夜を射い貫ぬく。瞬間、

「だから、死ね」

　障害物テーブルを薙なぎ倒たおし、肉薄してきた美果の右腕、刃やいばのように鋭く伸びた爪が振るわれ、優夜の体を深々と切り裂いた。












「ぐああッ!?」

　鮮血がしぶいた。体を引いて回避しようとしたのだが間に合わず、右肩口から左脇腹をざっくり抉えぐられてしまう。激痛に、視界が数瞬白く灼やけ落ちた。

　直後。甲かん高だかい破砕音が響き、優夜に追撃をかけようとしていた美果が飛とび退のく。

　その鼻先を、ブォン！　と掠かすめる赤黒い影。吐血し、仰向けに倒れかけた優夜の体をか細い腕が支えてくれた。

「優夜ッ！　無事か、優夜ああああああ!?」

　降り注ぐ声。ぼやけた視界が輪りん郭かくを成なし、形を結ぶ。

　──アナ、さん……。そう呼びかけたつもりだったが声は出ず、優夜の口からこぼれ出たのは血の泡だった。アナスタシアが顔をしかめる。焦しよう燥そうに彩られた美び貌ぼうが憤ふん怒どによって塗ぬり潰つぶされた。

「……美果。なんのつもりだ？」

　紅あかい瞳をたぎらせて問う視線の先には、同じく緋ひ色いろの目をした吸血鬼──細美美果がたたずんでおり、へらへら笑っている。

「あはは。そんなの訊くまでもなくない？　殺すつもりだよ。優夜くんもあなたも……ねえ、アナスタシア・ウィヌシュカさあん？」

　怨えん嗟さのこもった声で名を呼ばれ、アナスタシアの気配が変わった。

「──ああ。なるほど、そういうことか」

　純然たる敵意と殺意。牙を剝むき出し、目を爛らん々らんと光らせて、アナスタシアが獣じみた唸り声を漏らす。その全身から放たれる殺気はアナスタシアの腕に抱かれる優夜の肌を粟あわ立だたせ、総毛立たせた。しかし、

「へええ？　これが《クルースニク》の血液なのかあ。色も香りも、普通の血と大して変わらないけど」

　美果は微み塵じんも動じていない様子で、優夜の血に塗まみれた右手をまじまじ見つめ、匂いを嗅かぐと、舌を伸ばしてぺろりと舐なめる。

　瞬間「げええええッ!?」と舌を突き出し、美果が嘔え吐ずいた。

「何これ、不ま味ずすぎるんだけどっ！　本当にひどい血をしているんだね、優夜くん……あたし、幻げん滅めつさせられちゃったよ。そのまま死んで？」

「…………細美、さん……？」

　歪いびつな笑顔で血だらけの中指を立てる。人が変わったようなその言動に、優夜は愕がく然ぜんとした。アナスタシアの表情が険しさを増す。

　外したエプロンを裂き、優夜の傷口に巻きつけて止血しながら、

「違うぞ優夜、美果じゃない。今の此こ奴やつは──」

　スカートの下から吸血鬼狩りの得物、紅い拳銃《マカブラ》を引きずり出し、心臓に狙いを定めた。

「ヒュドラル・ギュルムの『傀かい儡らい』だ」

　アナスタシアに銃口を向けられた美果が「ご名答」と拍手する。予期せぬ名前を口にされ、優夜の思考が停止した。

　第四真祖の《吸きゆう血けつ器き》ヒュドラルHydrar・ギュルムGyrum。Ｈ型──自らの血を意のままに操ることが可能な《血疫プレイグ》を持つ吸血鬼たちの大元であり、六年前の元凶。

　あの日、アナスタシアの手で討たれたはずの仇がよみがえり、

「ククク。久しぶりだな。元気だったか？」

　姿を変えて優夜たちの前に現れていた。銃ひき爪がねに指を添え、アナスタシアが呻うめく。

「ヒュドラル。貴様、美果の肉体からだを乗っ取りよったな!?」

「細美さんを……乗っ取った？」

「うむ。彼奴あやつは『血液が本体の吸血鬼』だからな。美果の体に潜り込んで血を侵食し、意識を奪い取ったのだろう。恐らく先週、美果を襲った吸血鬼というのも……」

「私だよ」

　美果──否いな、ヒュドラルが胸に手を当て、微わ笑らった。

「私の《器うつわ》だ。女を襲って血を注ぎ、貴様ら二人と接触するのに利用したのさ。私は執念深いのでなあ、ウィヌシュカ？　いつぞやの『お返し』をするために、遙はる々ばる戻ってきたのだよ。今の私が現れられる最高の《器》を選別して、な」

「……ふんっ。めぼしい《器》は、六年前ので狩かり尽つくしたと思っていたのだが。まだ残っていたとはな。いつになったら滅ほろびてくれる？」

「滅びたさ」

　紅く輝く目を細め、ヒュドラルが自じ嘲ちようする。

「原初の私はとうに滅びた。忌いまわしきカルタグラの炎に焼かれて……ここにいるのは残ざん滓しだよ。私の残り滓かすだ」

　──そう。ヒュドラルは、今から二百年以上も前に屠ほふられていた。にもかかわらず、なぜ未いまだに存在し続けているのか。

　それはヒュドラルが元々『血液の化け物』であり、肉体を持たない『液体の吸血鬼』だからだ。当然、その意識は脳ではなく血液中に存在し──ヒュドラルに血を注がれて侵された、Ｈ型の吸血鬼たちの血液中にも『潜せん在ざい』している。

　故ゆえに。ヒュドラルは彼ら血族の体内に流れる血液を操り、脳の制御を奪い取ることで自らの傀儡にすることができるのだった。

　だから《真祖オリジナル》の血液からだが一滴残らず滅ぼされた後でも、この世に奴の血を引く肉体からだが残っている限り消滅することはない。

　肉体を変え、器を変えて生存し続ける《不滅の血蛇ウロボロス》。

　それが七体いた《真祖》の中で唯一、人間と敵対しながらも現代まで生き残っている最古の《吸血器》ヒュドラル・ギュルムだ。とはいえ──

「残り滓か……はんっ、その通りだな。たとえ何回よみがえろうと、今の貴様に昔ほどの強大さはない。このまま『血ち狩がり』を続けられれば、死に絶たえるのも時間の問題だ。貴様の命はあとわずかだよ。私が破滅をくれてやる」

　吸血鬼の血は世代を重ねるにつれて薄まり、力を弱めていく。ヒュドラルの血も例外ではなく、一定以上の濃さがなければ、血液に宿る意識も消滅してしまうのだ。

　Ｈ型の吸血鬼はその性質上、他の吸血鬼より優先的に排はい除じよされるため、ヒュドラルの《器》になり得るほど濃い血の持ち主は、もうほとんど残っていなかった。

　不滅といえど、完全ではない。ヒュドラル自身それをわかっているのか、憎にく々にくしげに顔を歪めて、

「その前に私が貴様を葬ってやるさ、ウィヌシュカ。貴様と……六年前、まんまと私を殺してくれた、その子供をな」

　優夜をにらむヒュドラルの瞳には、憎悪の炎が燃えている。

「ずっと、わからなかったのだ。あのとき……銃火に討たれる間際、私は男児の体な内かに逃げ延びたはず。なのになぜ、ああもあっさり果てたのだろうと」

　六年前、優夜はヒュドラルに首筋を咬かまれた。普通ならそのまま血液を侵され、肉体を乗っ取られているところだが──

「まさか《クルースニク》だったとはなあ。数千人に一人と言われる特異体質。そんなものを引き当てるとは、私もつくづく運がない。この間もせっかく女の意識に干かん渉しようし、貴様に血を入れてやるよう誘導してやったというのに……」

「なんだって？」

　聞き流せない言葉が聞こえ、目を眇める優夜。その反応を愉たのしむように、ヒュドラルが笑む。美果の体で、

「ククク……思い至いたったか？　そうだよ青あお井い優夜。女が感じた悪い予感も、急激な喉の渇きも、性欲も──全て私が原因だ。女を内部から操作してやり、貴様のことを嵌はめてやろうとしたのさ。この女の肉体は、男を籠ろう絡らくするのにもってこいだからなあ？」

「…………ッ！　貴様──」

　美果の体を弄もてあそびながら言うヒュドラルに、優夜は奥歯を嚙みしめた。

　六年前に家族を奪い、そして今度は美果のことまで奪い取ろうとするヒュドラルに、全身の血が沸ふつ騰とうしそうな怒りを覚える。

「ふざける、なよ……ヒュドラル・ギュルム……ッ！」

「優夜ッ！」

　今にも飛びかかりそうな優夜を、アナスタシアが抑えた。声を荒げたせいで喀かつ血けつし、激しく咳き込む優夜のことを介かい抱ほうしながら、

「頭を冷やさぬか、馬鹿者!?　体のことを考えろ！　気持ちはわかるが……今のお前に此奴は斃たおせん。ヒュドラルは……美果の始末は私に任せてくれ、優夜！」

　悲痛な声で訴えかけられ、優夜は唇を嚙む。

　血液が本体であるヒュドラルを殺すには、容いれ物ものの肉体ではなく血液そのものを破壊しなければならない。全血液の何パーセントを壊されれば死ぬのかは血の濃さにもよるのだが、優夜にはその手段がなかった。対して、

「たとえ《器》が知人の体だろうと、容よう赦しやはしない……一瞬で終わらせてやる」

　アナスタシアが構える紅い拳銃《マカブラ》には、優夜たち《クルースニク》の血が含まれた、特別製の硝しよう酸さん銀ぎん弾だん──通称《血ち弾だん》が込められている。

　その銃弾は体内で炸さく裂れつし、吸血鬼を内側から屠るのだ。いかなヒュドラルとはいえ、肉体はまだ『なりたて』の吸血鬼。アナスタシアがその気になれば、殺し切るのは簡単だろう。万に一つも負けることなどあり得ない。それでも、

「アナさんッ！」

　優夜は叫び、アナスタシアの服をつかんだ。銃口を心臓に向け、銃爪を引こうとしていたアナスタシアが驚き、怒鳴りつけてくる。

「バカタレェ！　わがままなど、言っとる場合じゃ──」

「僕に、血を入れてください」

「……なんだと？」

　眉をひそめたのはヒュドラルだった。

「おいおい。貴様は《クルースニク》だろう？　血を入れられたところで……」

「わかった」

　ヒュドラルが呆れる一方、アナスタシアは優夜の希望を二つ返事で承諾。空いている手で優夜を抱き寄せ、

「私に直接『血を入れてほしい』と言ってくれたのは初めてだな、優夜。お前の覚悟、信じるぞ？　ありがたく受け入れろ」

　少しだけ嬉しそうにささやくと、首筋に唇を寄せ──ずぶり、と牙を突き立てる。

「くッ!?」

　鋭い痛みが首筋に走った。吸血鬼という化け物への恐怖や嫌悪、不快感。優夜の中に深く刻み込まれた負の感情が刺激され、溢あふれ出だす。しかし、

「ぁ…………」












　アナスタシアの温かい血液が優夜の血管に流れ込み、溶とけ、じんわり広がっていくのを感じた途と端たん。それらはスッと消えてしまい、心地よさだけが残った。

　たぶん、相手がアナスタシアだから──

「ふはあっ」

　ほどなく牙が引き抜かれ、吐息と共に唇が離される。放心する優夜の顔を覗き込み、アナスタシアが頰を緩めた。白はく磁じのようなその肌は、仄ほのかに赤らんでいる。

「終わったぞ？　痛かったのなら……」

　刹せつ那な、銃声が響いた。見れば、近くの床板に銃じゆう痕こんが穿うがたれており、

「許せ。邪魔者を牽けん制せいしながらだったものでな、いささか乱暴だったやもしれん」

「貴様ら……何を企たくらんでいる？」

　アナスタシアの銃撃を避けたのか、ヒュドラルが優夜たちから距離を取り、警戒心に満ちた目を向けてくる。アナスタシアが笑った。

「さあな？　私には『半分だけ』しかわからんよ。おい、優夜。行けるか？」

「…………はい」

　優夜は二本の足で床を踏みしめて立ち、

「行けます」

　笑う。血の跡が残る唇の端から、鋭い牙を覗かせて。

「──ほう？」

　ヒュドラルが唸った。

「自ら吸血鬼となり、傷を塞いだか。しかし、解げせんな……《クルースニク》の血は、吸血鬼の血を受けつけないはずだが」

「そうですね。そんじょそこらの吸血鬼では、吸血鬼の血に侵されるより早く僕の血が《Ｖａ因子》を破壊しますから。けど、今入れられたのはアナさんの血だ。アナさんの強力な血は《クルースニク》の浄化速度を上回る。だから──」

　優夜は笑みを消し、己が狩るべき相手を見み据すえる。

「アナさんの血に侵された《クルースニク》の血が回復するまでの時間、僕は一時的にですけど『吸血鬼化』できるんですよッ！」

　優夜の瞳が真っ赤に光り輝いた。同時、弾はじけるように横へ跳ぶ。ヒュドラルは不意の素早い動きに反応することができない。

　一瞬にして視界の外に逃れた優夜は、カウンターを蹴けりつけて跳躍。ヒュドラルの目が追いつく頃には天井付近を舞っており、

「チッ!?」

　ヒュドラルの目が天井に向けられたときにはその死角、背後へと着地していた。振り返ろうとするヒュドラルを、抱きしめるようにして捕まえる。そして、

「細美さん……ごめん」

　優夜は牙を長く伸ばすと、彼女の白い首筋に咬みついた。












「貴様、何を──くあああッ!?」

　吸きゆう血けつ牙きばを突き挿れる。ヒュドラルに乗っ取られている美果の細身が、痙けい攣れんするように震えた。甘い匂いのする柔やわ肌はだに、優夜は深く牙を埋うずめて、

「あああッ、やめろ！　やめ……ああああああッ!?」

　血を入れる。ヒュドラルが身をよじらせ、振り解こうと暴れるが、吸血鬼化している優夜はそれを膂りよ力りよくでねじ伏せて、無理やりに血を注ぎ続けた。

　自らが吸血鬼となり、牙を伸ばして咬みつくという獣じみた暴ぼう挙きよ。

　牙を突き刺し、自身の体液を注ぎ入れるという性交じみた暴行。

　嫌がる相手を押さえつけ、屈服させるという陵りよう辱じよくじみた暴力。

　それらは、優夜に耐えがたい嫌悪と──

「やっ、はあああッ!?　んっ、ふあッ、ふああああぁ……」

　抗あらがいがたい快楽を与える。

　耳じ朶だを震わせる甘い嬌きよう声せい。悶もだえる柔らかい体。優夜の腕に押さえつけられて潰され、淫みだらに形を変える豊満な胸……。快と不快の奔ほん流りゆうに呑まれ、弾けそうになる理性の箍たがを懸命に抑えながら、美果の体に血を入れることしばし。

「あぁんっ……」

　吸血牙を引き抜かれたヒュドラルが腰砕けになり、くずおれた。

　優夜は貧血による眩め暈まいを覚え、ふらつく。瞬間、

「く……そがあああァ！」

　ヒュドラルが腕を薙ぎ、爪を振るった。優夜は飛とび退すさって躱し、ヒュドラルから距離を取る。ヒュドラルは恥辱と憤怒でぶるぶる体を震わせながら起きあがり、

「人間風情が吸血鬼に血を入れるだと？　ふざけるのも大概にしろ!?」

　激げつ昂こうすると、優夜に躍りかかってきた。左右の爪を荒あら々あらしく振るい、優夜を八つ裂きにしようとしてくる。優夜は後退しつつその猛攻を避け、

「人間？　僕は今、吸血鬼ですけど」

「黙れ。食事として血を『吸う』ならばまだしも『入れる』ことには、吸血鬼わたしたちにとって特別な意味合いがあるんだよ。私は今までたくさんの血を注いできたが、注がれたのは初めてだ……その相手が、よりにもよって貴様だとはな、青井優夜あああァ！」

「ぐッ!?」

　怒声と共に薙がれた爪が、優夜の左頰を掠めた。血がしぶく。

　その傷口は──再生しない。体が吸血鬼から人間に戻り始めているのだ。身体能力も衰おとろえており、優夜の顔から余裕がなくなる。ヒュドラルが嗤った。

　刹那。ヒュドラルの姿が優夜の視界から消失し、体を沈めたヒュドラルが、足払いをかけてくる。優夜は無様に横転し、床の上に転がった。

「ククッ……終わりだな？」

　優夜の腹を踏みつけて、ヒュドラルがほくそ笑む。右腕を振り被り、叩きつけようとしたときだった。

「──ぁ？」

　ヒュドラルの体がぐらりと傾き、バランスを崩す。受け身も取れず倒れたヒュドラルは当惑しつつ起きあがろうとするのだが、すぐによろめき、倒れ込んでしまった。

「…………な、なんだ？　か、体が……うまく……動か、な…………？」

「言ったはずです」

　狼ろう狽ばいするヒュドラルを見下ろし、優夜は微わ笑らった。

「吸血鬼化は『一時的』なものだとね。時間が経たてば《クルースニク》の血が回復し、吸血鬼の血を浄化する。僕が注いだアナさんの血も同じです。最初のうちは無害でも、それはいつしか猛毒となり『血液おまえ』を殺す」

　そして何より。優夜が多少の無茶をしてまで、アナスタシアではなく自分自身の力でヒュドラルを斃そうとした一番の理由は、

「血液中の《Ｖａ因子》を壊されて、血を薄められてしまえば、お前は意識を保たもてなくなる。その体を乗っ取ることもできなくなるだろう？　お前の負けだよ《吸血器》──細美さんは、返してもらう」

「…………なるほど、な……」

　床に這はいつくばったまま、ヒュドラルが唇を歪める。

「完敗だ……完敗だよ、ククク……最初から、この程度の《器》一つでウィヌシュカをどうにかできるとは思っていなかったが、よもや……この私がよもや、一度ならず二度までも、人の子供に出し抜かれるとはなあ？　まったく見事だよ、青井優夜……だが、図に乗るな」

　首を起こさず眼球だけで優夜を見あげ、静観するアナスタシアをにらんで、

「此こ度たびの奇襲は、挨拶代わりだ……すぐに絶望、させてやる……私は、あきらめが……悪い、から……なあ……クックック。楽しみ、に……して、おけ？　また……会お……うっ──」

　途と切ぎれ途切れの言葉を吐き出していたヒュドラルの目がぐるんっと回り、気絶。床に突っ伏し、動きを止めた。












「……良かった。生きてる」

《クルースニク》の血に浄化され、ヒュドラルが消え失せた後。美果の安否を確かめた優夜は脱力し、その場にへたり込んでいた。

「し、失敗したらどうしようかと……」

《クルースニク》の血液は、吸血鬼の血液を破壊する。加減を間違えればヒュドラルを消すだけでなく美果まで殺してしまいかねず、気が休まらなかったのだ。

　アナスタシアが近づいてきて、優夜の頭に手を置いた。

「お疲れ、よくやった！　素晴らしい機転だったぞ。まさかあのようにして、牙を使うとはなあ。やるではないか、こいつぅ～」

「あはは、ありがとうございます。正直、賭かけだったんですけどね……細美さんはまだなりたてだから、耐たえてくれると信じてました」

「うむうむ。多すぎても少なすぎてもいけない……匙さじ加減も難しかっただろうに、よくやってくれたな。このテクニシャンめぇ～、わはははは！」

　優夜の頭をくしゃくしゃと掻き回し、アナスタシアが手を離す。

「しかし、まだまだ油断はできん。美果に血を入れ、吸血鬼にした輩やから──別の《器》が残っているからな。近いうち、またしかけてくるはずだ。それまで……」

　ちりんちりん、と。突如響いた鈴の音色で、店内に緊張が走った。閉店時間は過ぎている。店を訪れてくる客などいないはずだった。だが、

「香音里？」

「……ごめん。携帯失くしちゃったの。お店に忘れてきたのかなって。札が『開店中OPEN』だったから入ってきたんだけど、だめだった？」

「あ、ああ……そうだったのか」

　アナスタシアが警戒を解き、吐息する。

「忘れ物なら構わんよ。思わぬ来客に驚いただけだ。携帯電話、携帯電話な……どれ、探してやるから待っていろ。特徴は？」

「カバーがシリコンで、水色のやつ。わたしが座ってた席は、あそこの──」

　視線を奥に向けた瞬間、香音里の無表情が崩れた。

「──何あれ？」

　一番奥のテーブルが吹っ飛ばされてひっくり返り、他のテーブルを巻き込んでいる。眠たげな目が見開かれ、店内をさまよった。

「美果!?」

　横たえられた美果に気づいて、香音里が走り寄ってくる。美果の体を心配そうに抱き起こし、切り裂かれている優夜の衣服と巻かれた赤い布を見て、

「……優夜。わたしが帰った後、何かあったの？　怪け我がしてるけど……」

「大したことじゃありません。さっき解決しましたし、怪我も治っていますから」

「美果は無事なの？」

「はい。気を失ってるだけです。詳しいことは……細美さんが目を覚ました後にでも、一緒に説明させてください」

　そう答えると腰をあげ、伸びをした。美果が意識を取り戻す気配はまだない。優夜は店の奥、横転したソファを直すアナスタシアを眺めやり、

「香音里さん、すいませんけど……細美さんのこと、お願いしてもいいですか？　僕はひとまず、お店を片づけようと思うので」

「……わかった」

　香音里がうなずく。優夜は美果を彼女に任せ、アナスタシアの元へ向かった。

「アナさん。香音里さんの携帯、見つかりましたか？」

「いや、まだだ。あちこち探してみたんだが……おい香音里、お前の電話番号──」

「動かないで」

「え？」

　冷たく硬い声。足を止め、優夜がゆっくり振り返ってみると、

「動けば、殺す……殺すから」

　香音里が美果のこめかみに灰銀色の拳銃を突きつけ、こちらを見ていた。無機質な、感情のない眼差しで──

「殺すだと？　その拳銃は、もしや《教会》の……？」

「うん。《血弾》が込められてるやつね。これを頭に食らっちゃったら吸血鬼でも無事じゃ済すまないって、ヒュドラルが言ってた」

　香音里の口からこぼれた名前に、優夜とアナスタシアは揃そろって目を見開いた。

「ど、どうして……」

「わからない？」

　鋭い双眸が細められ、唇の端が微かすかに持ちあがる。呟く優夜に冷笑を向け、香音里は答えた。




「あなたが、あなたたちが──霧江を殺してくれたから、だよ？」




　その微笑みはいつか、優夜が『霧江を殺害した』と告げたとき、彼女の顔に浮かんだ表情に似て、

「……わたしはね、霧江のことが大嫌いだったの」

　ほんのわずかな変化だったが、今までのわかりやすい動どう揺ようは全て演技だったのだろうと感じられるほど、想いのこもった表情だった。

「高こう慢まんちきで気取ってて、プライド高くてわがままで……自分のことしか考えてない。欲望を満たすためなら平気で他人をないがしろにするし、虐げるのを愉しんでさえいる……害悪以外の何ものでもない、ひどい性悪女だよ。でもね──」

　香音里が目を伏せる。笑みを消し、

「わたしは、うらやましかったんだ。そこまで強く『自分』を貫いて、突き抜けられる霧江のことが……だって、わたしは臆病者だから。人が怖くて、敵意を向けられるのが怖くて、傷つくことが怖くて、死ぬのが怖くて……色んなものを押し殺しながらでしか生きることができない、弱い吸血鬼だから」

　無表情の奥、隠してきたものを吐き出し、懺ざん悔げのように打ち明ける。

「わたしは、霧江に憧あこがれてたんだと思う。妬ねたんでたんだ……わたしも、霧江とおんなじだから。本当は血を吸いたいし、力を振るいたいし、伸び伸びと過ごしたい。吸血鬼として誇ほこり高く生きたい……違うのは、わたしにそんな度胸がないってことだけ。だからわたしは、霧江のことが妬ましくって大嫌い。今までずっと、そう思っていたけど……違ったんだね？」

　香音里が嗤った。霧江にではなく、

「──わたしが嫌いだったのは、たぶんわたしだ。中途半端に高慢ちきで気取ってて、プライド高くてわがままで、自分を貫く意い気く地じもなくて。霧江を妬むことしかできないわたし自身だ」

「香音里さん……」

「そのことに、わたしは霧江が死んで気づいたの。霧江はわたしの理想だったから……やっぱり赦せないよ。わたしは、あなたたちを赦さない」

　欠けた硝子ガラスを思わす鋭利な三白眼が、優夜たちを射貫く。凍てつくような視線の刃やいばが胸に刺さって、言葉が出ない。

「……だからか」

　アナスタシアが呟いた。香音里に負けぬ冷たい声で、

「だから彼奴あやつに加か担たんしたのか、香音里？　望月霧江を殺した私と優夜に復讐するため、奴の力を借りようというのか？」

「うん」

　尋ねられ、香音里はあっさり首肯する。

「……三日前。美果を駅まで送った後にね、知らない男が近づいてきて言ったんだ──『力を貸してもらいたい』って。ほとんど脅きよう迫はくだったんだけど……霧江を殺されたのが悔しくて、だけどどうすることもできなくて、気持ちを押し殺してたわたしは……もうやめようと思ったの。自分を殺すのはおしまいにして、霧江の仇かたきを討とうって。二人に復讐してやろうって──」

「香音里ッ！」

「ヒュドラルの伝言」

　怒号を断ち切り、香音里は言った。出口に向かって後あと退ずさりつつ、

「……明日の夜、優夜と店長の二人だけで、こちらが指定した場所に来ること。詳細は追って伝える。わたしが美果の携帯電話から、優夜に連絡を入れるよ。美果は人質……こちらの指示に従わなかったり、時間に遅れるようなことがあったら、美果の命はないと思ってね」

「相手は貴様とヒュドラルか？」

「そうだよ。わたしと、美果を襲ったヒュドラル──今残っている中で、一番血の濃い《器》だってさ？　店長たちがヒュドラルの血を根ね絶だやしにしたいんだったら、またとない好機なんじゃないかな」

「……ふんっ。言こと伝づては以上か、香音里？」

「うん。わたしが二人に話すことも、もうない」

「そうか……」

　アナスタシアが目を閉じる。小さく息を吐いてから、

「いいだろう、ならば奴にも伝えておくがいい──」

　瞼を開いた。鮮血色に輝く双眸が、炯けい々けいとした殺意を宿して香音里を貫き、

「今度こそ、貴様に破滅をくれてやるとな」

「…………ッ!?」

　ヒュドラルに代わり、アナスタシアの殺気をぶつけられた香音里が、ビクンッと体を震わせる。

「僕からも伝えさせてください」

　そこに優夜は声をかけ、

「ヒュドラルではなくあなたにです、香音里さん。あなたがこのまま僕らの敵に回るというなら、僕はあなたを殺しますから。覚悟しておいてください」

　一切の感情を排除し、雨森香音里という名の『吸血鬼』をにらんだ。

　香音里は──

「…………。またね」

　答えず、素そっ気けのない挨拶だけを寄越すと、美果を連れ去りノクターンを去る。

　ドアベルの音が止やんだ後、訪れたのは重苦しい沈黙。店内に流れる夜想曲の調べが、悲しい旋せん律りつを響かせていた。










「吸血鬼に血を提供するカフェですって？」

　三日月の夜。街で偶ぐう然ぜん顔を合わせた古い知り合い、望もち月づき霧きり江えは香こ音お里りの話を聞くや否いなやいぶかしげに訊きき返かえし、

「何よその店、くだらない……」

　──嘲ちよう笑しよう。仄ほの暗ぐらい金髪を掻かきあげ、居い丈たけ高だかに腕を組む。

　街灯に背をもたれさせ、侮ぶ蔑べつを含んだ声で続けた。

「血は『与えられる』ものじゃなく『奪うばう』ものでしょう？　グラスに注そそいで出される血を享きよう受じゆするだけなんて、興きよう冷ざめもいいところじゃない。そんなお店を開く奴が馬ば鹿かなら、通うお客も全員馬鹿よ。面と向かって訊いてやりたいわ。貴方あなたのお口に生えてるその鋭するどい牙きばは、ただの『お飾り』なのかしら……って。ねえ、かおりちゃん──って、何笑ってるのよ？」

　不ふ愉ゆ快かいそうに指摘されて初めて、香音里は自分が笑っていたのだと自覚する。即座に表情を消し、

「……別に。相変わらず、偉えらそうだなあと思って。そんなんだから、ぼっちなんだよ。霧江、友達いないでしょ？　霧江が誰だれかと一緒にいるとこ、見たことないし」

「その言葉、そっくりそのままお返しさせてもらうわ。ちっこいくせにツンツンしてるから、いつまで経たっても独り身なのよ、おチビさん？」

「……うるさいよ、ビッチ」

「ビッチ？　チビの僻ひがみにしか聞こえないわね」

　霧江が「ふふんっ」と顎あごを反そらせて、ただでさえ背が低い香音里を一層見下すようにしてきた。死ねばいいのに、と思う。

「けれど、まあ──」

　無言でにらむ香音里の目から視線を外し、霧江が月を仰あおいだ。

「気が向いたら一度、覗のぞいてみるのも悪くないかもね……」

　香音里は一瞬「え？」と耳を疑いかけるも、

「……とかなんとか言っといて、どうせ気が向くことはないんでしょ。霧江は誇り高き吸血鬼（笑）だもんね」

「あら？　よくわかってるじゃない、かおりちゃん」

　口調に込められている揶や揄ゆを無視して、霧江が微わ笑らう。青白く美しい牙が覗いた。

　香音里の胸にじんわりと、得体の知れない温かさが広がる。

　──一ヶ月前。

　あのときはまだ、わからなかった。今になって、ようやく理解する。

　香音里は嬉しかったのだ。霧江が自分の期待通りノクターンを一笑に付ふし、ふてぶてしくこき下ろしてくれたのが。

　だからこそ、ノクターンで霧江を見かけたときには驚かされたし、通っていることを知ったときにはひどく失望させられた。

　口では散さん々ざん馬鹿にしておきながら結局、霧江も同じなのかと。誇らしく自由に生きることをやめ、生なま温ぬるい安あん寧ねいに身を浸すのかと。

　だけど違った。霧江は最さい期ごの最さい後ごまで、吸血鬼としての矜きよう持じを曲げず、自分の意地を貫き通して散ったのだ。気高く、誇り高く……。

　だから、香音里も──

「……霧江」

　荒れ果てた部屋。窓まど硝子ガラスが砕け散り、剝むき出だしになった枠わくに腰かけて、真夜中までの数時間、香音里は独り月を見あげる。

　紺こん碧ぺき色いろの夜空に浮かぶのは、あの日と同じ、牙のような三日月だった。










　優ゆう夜やたちが約束の時間──深夜零れい時じに呼び出された場所は、郊外の山奥にひっそりとある、打うち棄すてられた洋館だった。

　森林を切り開いて作られた土地、広い庭にはびっしりと雑草が生おい茂しげり、放置された年月の長さを物語っている。

　人ひと気けも光源もなく、あるのは月明かりのみ。

　昏くら闇やみの中、黒く浮かびあがった三階建ての廃はい屋おく──その頂上に、月を背に立つ二つの人影があった。屋敷の前で足を止め、アナスタシアが声を張る。

「おい、来てやったぞ。降りてこい！」

　するとまず、小さい人影が屋根を蹴けり、飛び降りてきた。

　銀の髪と生き成なり色のワンピースが、翼つばさのようにはためいて広がる。裸足はだしで地面に降り立った人影──雨あま森もり香こ音お里りは、仮面のような無表情を貼はりつけたまま、

「こんばんは」

　ロングスカートの端はしを摘つまんで持ちあげ、慇いん懃ぎんにお辞じ儀ぎしてきた。












　アナスタシアは腰こしに手を当て、むっつり押おし黙だまっている。

　香音里が「わっ」と声を漏もらした。

「店長の服、今日もすごいね……動きにくそう。そんな格かつ好こうで来て、大丈夫？　お気に入りの服が破れたり、汚れちゃったりするんじゃないの」

　アナスタシアが身に纏まとっているのは、いつも通りのゴシックロリィタ。見み栄ばえ重視の洋服はいかにも鈍どん重じゆうそうで、戦闘には向いていないように思える。それでも、

「……心配いらん。今こ宵よいは全力で行くからな？　返り血さえ浴あびることなく終わらせてやるつもりだよ」

　血を吸ったような朱あか髪がみを払って、アナスタシアが超ちよう然ぜんと微わ笑らった。

　その右手には、彼女の『とっておき』が握にぎられている。黒い銃身に赤い刃やいばが備そなえつけられた、禍まが々まがしい銃剣《アルケー》だ。

　全長六十センチ以上ある得物をもたげ、アナスタシアが目を向けたのは──

「ヒュドラル・ギュルム！」

　屋敷の上からこちらを見下ろす、男の人影。月を背負ったまま動こうとしない男に、アナスタシアが叫んだ。

「降りてこんかあ《吸血器》!?　引導を渡してやる！」

　しかし、男は動かない。大おお仰ぎように肩をすくめて、

「降りてこいだと？　ククク……貴様があがってこい、ウィヌシュカ。馬鹿と煙は高いところにのぼると言うからな。貴様のためにのぼってやったんだ。そら、早く来い」

「……いいだろう。すぐに黙だまらせてやる」

　挑発され、アナスタシアが殺気立つ。銃剣を肩に担かついで、

「優夜。あそこの馬鹿は、私が仕し留とめる。お前は香音里を始末しておけ」

「了解です」

　優夜は応え、右手のナイフを握り直した。

　刃のように冴さえ冴ざえとした優夜の眼光を受け、アナスタシアが薄く笑む。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが真しん紅くに染そまり、輝いた。直後、

「任まかせたぞ？　彼奴あやつは私が任された。アルテメシア・ブラッドラストの血を以もって──ヒュドラル・ギュルムの血を絶たやす」

　アナスタシアが地面を蹴りつけて跳とぶ。石いし畳だたみが陥かん没ぼつして砕くだけ、アナスタシアの体が飛翔。一足飛びに屋根へと至り、ヒュドラルに躍りかかった。

　高々と掲かかげられた銃剣が闇を切り裂き、振り下ろされる。ヒュドラルは「おおっと、危ない！」などと余裕を見せながら、体をずらしてそれを躱かわすも、

「遅いわァ！」

「ぬッ!?」

　間かん髪はつ入いれず撥はねあげられた逆ぎやく袈け裟さの一いつ閃せんを、避よけ切きれずにもらってしまった。鮮血が噴ふき、血ち飛沫しぶきが散ちる。ヒュドラルの目が血色の光を帯びた。

「ウィヌシュカアアアァ！」

　宙を舞う血が空中で静止し、さざなみのように蠢うごめく。次の瞬間、羽虫を思わす細かい血ち滴てきの一つ一つが凝ぎよう固こし、加速し、群むれを成なし、アナスタシアに襲いかかった。

　それはさながら、血液の散弾。だが、

「温ぬるい」

　アナスタシアは刃を振り抜く力を利用し、後方宙返り。ヒュドラルが《血疫プレイグ》を発動させる頃には、五メートルほど間合いを取っており、

「咆ほえろ！」

　飛来してくる血に銃口を向け、アナスタシアが《アルケー》の銃ひき爪がねを引く。

　銃声がとどろいた。十三ミリの《血ち弾だん》が炸さく裂れつし、ヒュドラルの血が撃ち殺される。

　しかし全てを無力化することはできず、撃うち漏もらされた血液がアナスタシアを貫こうと迫った。それらを横っ飛びに避け、アナスタシアが疾しつ駆くする。

　翻ひるがえって襲い来る血液の群れ、血の飛礫つぶてが寄より集あつまって変化し、赤い円月輪チヤクラムとなった血ち刃じんの嵐あらしを踊るように回避しながら、

「だから温いと言っている！　この程度の攻勢で、私を捉とらえられると思うな!?」

　傾斜がついた屋根の上、足場の悪さなど物ともせずステップを踏み《血弾》を連射。殺さつ到とうしてくるヒュドラルの血を、片っ端から迎撃していった。吹き荒れる血の猛もう攻こうは、アナスタシアのドレスを掠かすりもしない。

　それは、まさしく一方的な『狩り』の様子で──

「………店長、すごい」

　初めて目にするアナスタシアの戦いぶりに、香音里が慄りつ然ぜんと呟く。圧倒的な実力差。為なす術すべもなく追い詰められていくヒュドラルを見て、優夜は微笑い、

「あれがアナさんの本気です。第一真祖の《吸きゆう血けつ飢き》アルテメシアArtemessiah・ブラッドラストBloodlustに直接血を入れられた、第一世代のＡ型……」

　Ａ型。およそ八百年前、この世界に初めて誕生した《真祖》アルテメシアの血を引く吸血鬼の《血疫プレイグ》は、極きわめてシンプルなものだ。

　血流による身体能力の上昇。

　加えて、その《血疫プレイグ》は『人間の血を吸えば吸うほど強大になる』と言われていた。三百年以上の時を生きるアナスタシアが、その身にどれだけ多くの血を取り込んできたのかを思えば、あのでたらめな強さにも納得できる。

　アナスタシアが片手で軽々と撃ちまくっている巨銃《アルケー》も、彼女の超人的な膂りよ力りよくがなければ扱あつかい切れない代しろ物ものだ。故ゆえに『最強』であり、だから優夜は──

「香音里さん。細ほそ美みさんには、まだ手出ししてませんよね？」

「うん。わたしの部屋で監禁中だよ」

　香音里がうなずき、ネックレスに吊つり下さげられている鍵かぎを揺らした。

「なら、まだ引き返せます。復讐なんて……」

「嫌」

　優夜が言うよりも早く。香音里は強い語調で拒きよ絶ぜつし、

「絶対に嫌。わたしは霧きり江えの仇かたきを討うつ。あなたたちを殺すと決めたの……説得しようとしても無む駄だだよ。お人ひと好よしぶるのはやめて」

　と冷たい声音で優夜のことを突き放す。両手の爪が長く伸ばされ、人形めいた双そう眸ぼうに激しい敵意が込められた。

「……そうですか。結構です、香音里さん。否──」

　優夜は一度目を閉じ、開く。その瞳に映るのは、この半年間ノクターンに通い続けてくれた、厳きびしいけれど愛らしい、常連客の雨森香音里ではない。ただの、

「吸血鬼。お前が僕を殺すというなら、僕はお前を……狩り殺す」

　告つげると同時に肉にく薄はくし、右手のナイフを振り抜いた。狙ねらいは首筋。這はうように駆かけ、上半身を深く前ぜん傾けいさせたまま、得物を左から右へ薙なぎ、首を刎はね飛ばそうとする。

「…………ッ！」

　香音里は素早く反応し、屈かがんで優夜の刃を避けた。百三十センチほどしかない体が、生い茂った雑草に埋もれる。刹せつ那な、

「望むところだよ」

　ぎらぎらとした三白眼が優夜のことをにらみあげ、鋭い爪を備そなえる右手が草の中から撥ねあげられた。その反撃を予測していた優夜は上半身を反そらせて爪を躱しつつ、がら空あきになった相手の左脇腹に、返す刃を見舞おうとする。

　──その瞬間だった。

「死んじゃえ！」

　香音里が上半身を後ろにぐにゃりと柔らかく曲げ、地面を蹴る。左右の脚が勢い良く撥ねあがり、裸足の指に生はえ揃そろう爪が優夜を襲った。

「くッ!?」

　予期せぬ不意打ち。避けられずに食らってしまい、腹から胸にかけてを切り裂かれてしまう。爪の向きが逆だったため、深い傷ではなかったが──

「せいやっ！」

　両手を地面につき、逆立ちした香音里が回る。左右の脚を開いて身をひねり、腕で体を操りながら、旋風のごとく回転。白いスカートが翻り、刃物のように発達した爪が、たじろぐ優夜の胸元を抉えぐった。

「がッ、はあ……」

　たまらず後退する優夜。回転を止め、二本の足で立った香音里が、乱れたスカートを直し、無表情にうそぶく。

「ふふ。パンツに気を取られちゃった？」

　優夜は香音里の軽口を無視し、気を引きしめた。

　今の器用で変則的な動きにも驚かされたが、無闇に追撃してこない辺りには慎重さが感じられ、諧かい謔ぎやくを弄ろうしながらも目は油断なく優夜の動きを注視している。

「……すいません、侮あなどっていました。自分のことを『臆病者』とか『弱い』なんて卑ひ下げしていたくせに、やってくれるじゃないですか」

「ううん、臆病だから自衛の術すべを身につけるんだよ。脆ぜい弱じやくだから力をつけるの」

「なるほど……賢けん明めいですね」

　香音里の危険度はＢ＋だが、霧江以上に厄やつ介かいな相手だ。警戒しつつ傷口の血を得物の刃に塗りたくる優夜を、香音里は冷れい徹てつな眼差しで見つめ、

「ヒュドラルから聞いてるよ？　優夜は《クルースニク》なんだよね……そのナイフ、あんまりもらいたくないな。ただでさえ、痛いのは嫌いなのに」

「そうですか。じゃあ、動かないでください。なるべく痛みを感じないように、サクッと絶命させてあげます」

　言い放ち、駆ける。先ほどと同じく首を狙って奔はしる刃を、

「……嫌だよ。ほんとに嫌いなんだもん」

　香音里がのけ反って躱した。瞬間、

「悪いですけど──」

　優夜は腰の後ろ、上着の下に潜もぐり込こませていた左手を抜く。

「食らってもらいます！」

　逆手で引きずり出されたのは、二本目の得物。大きさも形状も、優夜が右手に握ったものと寸すん分ぶん違たがわぬ、白銀色のナイフだ。

　血塗りの刃は陽動に過ぎず、こちらこそが本命だった。優夜は左のナイフを振るい、目を見開いている香音里の胸を斜ななめに、深々と切り裂く。

「ひぎゃああああああッ!?」

　ほとばしる鮮血と絶叫。香音里の体が傾かしぎ、

「ァァァ！」

　咆ほう哮こう。返り血を避けて側面に移動し、右のナイフで首を切り落とそうとしていた優夜に飛びつき、抱きついてきた。

　傷口の血が衣服を汚し、香音里の口から「ごぷっ」と吐かれた血の塊かたまりが優夜の頰にべちゃりとかかる。血の気が引いた。

「なっ──」

「……殺やったね」

　赤く染まった口角を吊りあげて笑い、香音里が体を離す。優夜は急いで頰に付着した血をぬぐい、上着を脱ぎ捨てようとした。だが、間に合うはずもない。

　地面に倒れた香音里の瞳が、紅あかく輝く。次の瞬間、

「ぐああああああッ!?」

　優夜の肌や衣服に飛び散った血液が灼しやく熱ねつし、沸ふつ騰とう──炎を噴きあげ、凄すさまじい勢いで燃えあがり始めた。












　優夜の体が火だるまと化す。ガソリンを浴びせられ、火をつけられたようなものだ。肌が焼け爛ただれる激痛に、優夜はたまらず得物を取り落とし、転げた。

「優夜ッ！」

　アナスタシアが飛び降りてきて、優夜の体を横合いから掻かっさらう。

　そしてそのまま庭の片隅、雨水が溜たまった噴水へと向かい、中に優夜を投げ入れた。血液が水に溶とけ、火が消し殺される。

「おい、生きとるか!?　しっかりせい、馬鹿者おおお！」

「……アナ、さん……だ、大丈夫です。助かりました、すいません……」

　水の中から引きあげられた優夜は、まばたきをして体を起こした。

　優夜が着ているマウンテンパーカーは、ボリュームネックで露出が少ない。そのため焼かれた肌も少なく、被害を抑えることができたのだ。

「ただ、武器が──うわっ!?」

　アナスタシアが優夜を抱えあげて跳とぶ。

　直後、上空より飛来してきた赤い円月輪チヤクラム、直径二メートル近い刃が噴水を切断。輪がほどけて宙を舞う赤あか蛇へびに変わり、優夜たちを追いかけてきた。

「ええい、鬱うつ陶とうしい！　爆はぜろッ！」

　片手で優夜の腰を抱え持つアナスタシアが、跳躍しつつ背後に《アルケー》を向け、ぶっ放す。

　だが、当たらない。銃口を向けられた瞬間、大蛇がほぐれて小こ蛇へびになり自ら四し散さん──銃弾を躱したのだった。アナスタシアが「チッ」と舌打ちをする。

「小こ癪しやくな。すまんが、血を入れてやる余裕はなさそうだ。自分で入れろ？」

「……了解です」

「うむ。手早く済ませろよ」

　地面に優夜を下ろし、アナスタシアが空をにらんだ。追いついてきた血蛇の群れが、尻尾しつぽを咥くわえて円月輪に変じ、驟しゆう雨うとなって降ふり注そそぐ。

　迎え撃つのは、アナスタシアの銃剣だ。空を切り裂き迫り来る血刃の群れを、同じく紅い刃で切り飛ばし、弾き返し、一つも漏らさず防ぎ続けた。壮そう絶ぜつで美しい剣舞。その合間に銃口が火を噴き、血液を撃ち殺す。

　剣けん戟げきと銃声の合唱。

　その中で、優夜は左腕の袖をまくりあげると、ウエストポーチから血液で満たされている注射器を取り出した。ペンライトを咥えて手元を照らしながら、肘ひじ裏うらの血管に針を刺さす。プランジャを押し、血液を注ぎ込んだ。

　生温い血が血管内に入り込み、体を内側から侵されていくような感覚。吸きゆう血けつ牙きばで直接入れられるよりはマシだが、それでも生理的な嫌悪を伴ともなわずにはいられない。

　優夜は針を引き抜くと注射器を捨て、二本・三本と血を入れていく。

　闇が薄うすらぎ、世界が明るくなったような気がした。開いた傷口が癒いえ、爛れた皮膚が再生し始める。

「……終わりました。行けます！」

「ご苦労」

　アナスタシアが《アルケー》を撃ち、振り向いた。

「私もちょうど終わったところだ。このまま、残りを片づける」

　切れた《血弾》を装そう塡てんし、アナスタシアが屋根を見あげる。赤黒い血液の球体が宙に浮かんで蠢しゆん動どうし、月をさえぎっていた。

「肉体は？」

「やかましいから壊しておいた。存外しぶといが、彼奴あやつの血は半分も残っておらん……もうじき片がつくだろう。それまでに、お前もいいところを見せてみろ」

「……はい。今度はしくじりません」

「ふふ。頑張れよ」

　気張る優夜の頭を撫でて、アナスタシアが跳躍する。優夜も地面を蹴りつけて駆け、香音里に接近すると、

「……おかえり。随ずい分ぶん待たせてくれたね」

「ええ、おかげさまでッ！」

　獣のように飛びかかり、長く伸ばした右手の爪を挨拶代わりに振ふり薙ないだ。しかし、屈かがんで避よけられる。飛び退すさって距離を取り、

「ふうん。それが噂うわさの吸血鬼化？　店長の血が入ってるなら、やばいかも……」

　香音里が警けい戒かいを強めた。優夜が与えた傷は既に完治し、両手には優夜のナイフが握られている。優夜は「いや」と首を振り、答えた。

「Ａ型の《血疫プレイグ》は血を吸えば吸うほど強大になります。いくら血が濃いといっても、僕はなりたてですからね。あなたの方が、よっぽど厄やつ介かいですよ」

　雨森香音里の血液型は『Ｃ』──第六真祖の《吸きゆう血けつ忌き》カルタグラCartagra・インフェルノInfernoを起源とするその《血疫プレイグ》は、自らの血液を高熱化させ、発火させる能力だ。

　故に、返り血を浴びることは極力避けなければならない。最悪、道連れにされることもあり得る。とはいえ、

「まあ、気にせず狩り殺させてもらいますけど！」

　臆おくしている暇ひまはなかった。優夜が吸血鬼になっていられる時間は限られている。距離を詰め、優夜は果敢に爪を振るった。すると、

「……そうだよね。急がなくっちゃ、戻っちゃうもんね？」

　香音里は反撃をせず回避に徹する。優夜の動きを冷静に読み、積極的に距離を取って苛か烈れつな爪そう撃げきをいなし続けた。

　それが、焦りを生んだのか。優夜の攻めが次第に荒くなっていき、

「こ、のおおおッ！」

　力を込めて薙がれた右手が避けられ、優夜の体勢が崩れる。直後、ようやく香音里が動いた。突進し、左のナイフで優夜の腹を突き破る。

「がッ!?」

「……ばーか」

　嘲あざ笑わらい、香音里が刃を引き抜いた。傷口から血が溢れ、ぼたぼたと落ちる。

「ばいばい。無様な最期だったね？」

　香音里は優夜がよろめき、崩れ落ちると《クルースニク》の血に染まった右のナイフでとどめを刺そうと切りかかってきた。

　刹那。香音里の足元、地面にできた血溜まりが揺らめいて、

「…………ッ!?」

　赤い生き物が飛び出してくる。それは奇くしくも前回の狩りで、霧江が優夜を奇襲してきたときと同じ状況。

　違うのは、この不意打ちを相手がまったく予想していなかったことだ。香音里は突然現れた、体長一メートル以上もある血液の猟犬に反応することができず、何が起きたのかもわからないまま、巨大な顎あぎ門とに喰くいつかれてしまう。

「きゃあああッ!?」

　硬質化した獣の顎と牙が、香音里のか細い腰を咥くわえ込こみ、嚙んだ。

「ひぎッ!?　あがっ、あぎゃぎゃぎゃぎゃ!?」

　ナイフを落として倒れた吸血鬼が暴れ、半狂乱になって獣を引ひっ掻かくが、爪は血液でできた体を虚むなしくすり抜けるだけ。

「びゃァ！」

　苦痛と恐怖に見開かれている香音里の目が、赤しやつ光こうを放つ。嚙み千ち切ぎられた腹の傷口から溢れる血液が赤熱して燃え盛り、獣の上半身を一瞬にして蒸じよう発はつさせた。

　血でできている獣とはいえ、中にたっぷり血液が詰まっているわけではない。風船のようながらんどうの体が弾け飛び、猟犬がただの血液に戻ると、火炎も力尽きたように潰ついえる。後にはちろちろ燃える雑草と、重傷の香音里が残った。

　口と腹から血を垂れ流して転がり、弱々しく呻く。

「…………どういう、こと……店長の血は、Ａ型……なん、じゃ……？」

「そうですね。アナさんの血はＡ型ですよ」

　優夜は落ちたナイフを拾ひろいあげ、紅い瞳で吸血鬼を見下ろした。

　周囲に飛び散っていた血が蝙こう蝠もりとなってはばたき、腹部の傷に潜もぐり込こんでいく。血液から生き物を作り出すその能力は、Ａ型ではなくＭ型の《血疫プレイグ》だ。

　目を白黒させる相手に、優夜は言った。

「けど、僕が入れたのはアナさんの血液じゃない。望もち月づき霧江の血液です。アナさんほどではないですが、彼女もなかなか濃こかったですからね。僕がなれるのは、Ａ型だけじゃありません。注がれる血に一定以上の《Ｖａ値》があれば、どんな血液型の吸血鬼にもなることができるんですよ」

「えっ──」

　香音里が目を剝むいた。いつも無表情でほとんど変化のない顔が、様々な感情に歪む。驚愕、動揺、悔かい恨こん、憤怒、憎悪……。やがて最後に滲んだものは、

「……何、それ……ひどい。ひどいよお……」

　涙だった。大きな目からぽろぽろ涙をこぼして、香音里が嗚お咽えつする。

「どうして、霧江なの？　なんでわざわざ、霧江の血液を……ううう。こんなやり方、あんまりじゃない。霧江のことを……わたしの想いを、愚ぐ弄ろうしてえ……」

「愚弄しているつもりはありません」

　優夜は一いつ旦たん得物をしまい、注射器を用意した。吸血鬼化が解け、夜目が利かなくなる前に、新しい血を入れなければならない。

「僕はただ、あなたという『Ｃ型の吸血鬼』を狩るために最良の血を選んだだけです。それがたまたま、望月霧江の血液だっただけ。気に障さわったのなら、謝りますが？」

　血を入れながら言う優夜の瞳を、香音里が見返す。

「──冷たい目だね」

　こぼれ出たその声音には、微かすかな寂さびしさと悲しみが含まれていて、

「……これが、優夜の本性だったんだ？　わたしたち吸血鬼を笑顔でもてなしながら、その裏で『殺してやろう』と思ってたんだ……怖いヒトだよ」

　プランジャを押す優夜の指が止まる。香音里は微わ笑らい、

「ああ。こうやって、霧江も殺されたんだね……優夜の優しい言葉と物腰に、騙だまされて……ふふ。ねえ、優夜。そんなに吸血鬼が憎い？」

「憎いです」

　優夜ははっきりそう答え、注射筒シリンジの血を押し込んだ。

「憎くてたまらないですよ？　僕は吸血鬼に家族を殺されてますから……あなたと同じ想いです。僕は、僕から大事なものを奪った吸血鬼あなたたちが赦ゆるせない。父さんの、母さんの、お姉ちゃんの仇を赦さない。絶対に……でもね、香音里さん」

　白い病室。あの日、壊れたものに思いを馳はせつつ、

「僕はアナさんが好きだ。吸血鬼から僕の命を救ってくれて、僕にたくさん大切なものを与えてくれた吸血鬼アナさんのことが」

　──と。恨うらみ言より強い口調で、言い放つ。

「だから、僕はあなたたち吸血鬼のことを憎み切れない……憎しみは消えないけれど、それだけじゃないんだ。最初はアナさんだけでした。けど今はもう、彼女だけじゃありません。景かげ晴はるさんやメリーさん、細美さんや香音里さん。それから霧江さんだって……僕は、嫌いじゃなかった」

「……………………」

「けど」

　注ぎ終わった注射器を捨て、両手でナイフを引きずり出した。呆ける香音里、開いた傷が完治しかかっている吸血鬼を見つめ、

「僕が一番大好きで、大事に思ってるのはアナさんだ。アナさんは、できるだけ多くの人々と吸血鬼を救いたいと考えています。だから、自分のために他者の命を犠牲にするような者を狩る。だから僕もそうする。彼女の力になるために、吸血鬼を狩るんです。相手が誰であろうとも」

「……そう」

「香音里さん。もう一度だけ訊きかせてください」

　優夜は、懇願するように尋ねた。

「あきらめてはもらえませんか。霧江さんのことは、僕も残念に思っています。できることなら、殺したくはなかった……あなたまで、殺したくない。お願いします、香音里さん。これ以上──」

「おおおおおお、すっげえ！」

　唐突に。庭の入り口、正門の方で場違いに明るい声があがる。見れば、

「これが『吸血鬼の館』か。思ってたよりでかいなあ！」

「ほ、本当に入るの？　怖いよ、やめようよ……」

「ははは。ここまで来て何ビビってんだよ、平気だろ。吸血鬼なんかいやしないって！　ていうかこんな山の奥、俺たち以外誰も来んだろ？」

「どうかしら？　この屋敷、廃はい墟きよマニアの間では結構有名だと思うのだけれど。先客がいても不思議じゃ……」

　などと。盛りあがっている若い男女が四人、懐中電灯を手に辺りを見回していた。

　そのうち一人が異変に気づく。

「ねえ、あれ！　屋根の上、誰か立ってるように見えない？　ほら、あそこ──」

「なっ!?　い、いかんッ……そこのお前たち、逃げろおおおおおお！」

　アナスタシアが叫んだ。肉体という容れ物を失くし、血液の蛇となったヒュドラルが伸びあがって空中を駆け、思わぬ餌えさに襲いかかる。

　男女が悲鳴をあげ、散り散りに逃げ出した。

「ひっ!?」

　その最さ中なか、腰を抜かした者が一名。中に入るのを躊ちゆう躇ちよしていた気弱な女性だ。

　ヒュドラルは狙いをその女性に絞り、のたくりながら獲物を襲う。血蛇の口ががばっと開かれ、上顎から吸血牙が伸びた。

　鋭く尖とがった毒牙の先が、女性の肌に突き刺さる──

「させるものかあああ！」

　直前。Ａ型の《血疫プレイグ》を発動させたアナスタシアが、ヒュドラルより疾はやく女性の元に辿たどり着ついた。女性の体を腕一本で抱えあげ、

「終しまいだッ！」

　振り向きざま、右手で銃爪を引く。血蛇の頭が弾け飛ぶのと同時、血液が形を失い、びちゃっとぶち撒けられた。再び動く気配はない。

　それでも念のため警戒し、ヒュドラルから充分距離を取ったところで、アナスタシアが女性を下ろす。

「おい。無事か？」

　女性は最初、自分の身に何が起こったのかわからず、アナスタシアの顔をぼんやりと見つめ返して放心していたが、

「うっ……うわああああああ！」

　ほどなく我に返って慟どう哭こく。アナスタシアにしがみつき、その胸元に顔を埋めた。

「おお、よしよし。怖かったなあ、もう大丈夫だぞ？」

　アナスタシアが《アルケー》を手放し、女性の体を抱きしめ返す。するとそのうち、逃げた男女が戻ってきてアナスタシアを取り囲み、互いの顔を見合わせた。なんと声をかければいいのか戸惑っているのだろう。

　アナスタシアが顔をあげ、困ったように目を泳がせる。

「……あー、お前たち。今見たことは全て忘れろ。知らない方が良いものだ。面倒事に巻き込まれたくなければ、即刻この場を立ち去り……ぬ？　どうした？」

　男女に言い聞かせている途中、腕の中の女性が何言かを呟いたのか。アナスタシアが言葉を止めて耳を寄せ、訊いた。

「よく聞こえんぞ？　すまんが、もう少し大きな声で──」

「死ね」

　刹那。アナスタシアに抱きしめられている女性、アナスタシアを取り囲んだ男性二人の体が爆弾のように弾ける。大人三人分もの血が一滴残らず散弾と化し、至近距離からアナスタシアを襲った。

「があああああああああァ!?」












　血ち煙けむりが噴ふく。アナスタシアの衣服を破り、肌を貫つらぬき、体内に潜り込んだ血の弾丸が、暴れ回って猛もう威いを振るい、強きよう靭じんな吸血鬼の肉体を内部からぐちゃぐちゃにした。

　アナスタシアの体がのけ反ぞり、跳はねる。直後、弾丸から蛇へと変じ、柔らかい内臓を喰い散らかしていた血液が、体中から皮膚を喰い破って飛び出し、

「ァ…………」

　鮮血の花を咲かせた。襤ぼ褸ろのようになったアナスタシアの体が力を失い、前のめりに倒れる。そして、それきり起きあがらなかった。












　六年前。命を救ってもらったときからずっと、優夜にとってアナスタシアは絶対的な存在だった。傲ごう岸がん不ふ遜そんで泰たい然ぜん自じ若じやく。自分のペースを崩くずさず崩させず、決して揺らぐことがない。だから自然と、無意識のうちにこう考えていた。

　たとえどんなに追い詰められて、苦境に立たされたとしても、彼女がいればなんとかしてくれるだろう、と。なのに、今──

「…………アナ、さん？」

　アナスタシアは血だらけで。華麗なゴシックロリィタは、無む惨ざんに引き裂かれていて。赤黒い血ち溜だまりの上に、朱あかい髪の毛が散らばっている。

　叫ぶ気力も、駆け寄る余裕も、この現実を受け止められる度胸もなかった。悪い夢のような光景を前にして、愕然と立ち尽くす。そんな優夜を嘲あざけるように、

「クハハハハハハ！」

　女の哄こう笑しようが響いた。その主は、四人の中で唯一生き残っている女性だ。

　女性はアナスタシアを見下ろし、ほとばしる狂喜に顔を歪めた。その双眸は真っ赤に光り輝いている。

「引っかかったな、ウィヌシュカ～ァ？　何も知らない一般人だと思ったか？　残念、私の『傀かい儡らい』たちだよ。六年前あのときの意い趣しゆ返がえしだ、ハハハハハ！」

「……ヒュドラル、ギュルム？」

「そうだとも。今は私が《吸血器》だよ、優夜。先刻の言動・会話・反応……全て私の人形劇だったというわけだ。お楽しみいただけたかな？」

　女性──ヒュドラルの新しい《器》が優夜に向き直り、微わ笑らった。

「人形劇だと？　ふざけるなよ、このッ──」

「おおっと。よもや私を『卑怯者』などと、謗そしるつもりではあるまいな？　私は貴様らを欺あざむいていないし、約束を違たがえてもいない。なぜなら……」

　撒き散らされたヒュドラルの血が浮きあがり《器》の周囲を絡みつくように逆巻く。猛たける優夜を見下すように顎あごを反そらせて、

「これら三人分の血も、この肉体に流れている血も、ウィヌシュカに屠ほふられた血も──全て『私』だからだ。肉体は器に過ぎず、道具に過ぎない。貴様のナイフと同じだよ、優夜？　私は得物を揃えただけだ」

　涼しい顔で御ご託たくを並べるヒュドラルに、優夜は体が熱くなるのを感じた。

　かつて家族を奪われた憎悪、大事なヒトを傷つけられた憤怒が煮えたぎる。さらに、ヒュドラルは突つっ伏ぷしているアナスタシアを足蹴にし、

「アナスタシア・ウィヌシュカ、か……存外、呆あつ気けのない幕まく切ぎれだったな。かろうじて息はあるみたいだが、これだけの血を流れさせてしまえば《血疫プレイグ》も大した効果を発はつ揮きできまい？　じっくり、いたぶらせてもらおう」

　彼女を嗤わらわれた瞬間。優夜の中で、理性の鎖くさりがぶちんっと焼き切れた。

「貴様あああああああああァ！」

　得物を握りしめた手と大地を蹴る足にあらん限りの力を込めて、優夜がヒュドラルに特攻しようとしたときだ。

「させないよ」

　背後から抱きつかれ、首筋に吸血牙を突き立てられる。咬まれた首から刺激が走り、優夜の四し肢しから力が抜けた。

　──マズい。優夜を捕とらえた香音里の血液、Ｃ型の《血疫プレイグ》は数百度から千度近くにまで達する。それを直接、血管内に注ぎ込まれたら、どうなるか。

　優夜は香音里を振りほどこうとともがくが、牙を突き挿れられているせいで、うまく力が入らなかった。たっぷりと、血を注ぎ込まれる。そして、

「……馬鹿だね」

　牙を抜き、香音里が嘲あざ笑わらってきた。優夜は血管を流れる香音里の血液が沸騰し、内側から焼き殺されるのを覚悟する。だが、

「自殺でもするつもりなの？　頭冷やして」

「……香音里、さん？」

　振り向く優夜。体を離し、優夜の目を見つめ返してくるのは吸血鬼の紅い瞳ではなく香音里の澄すんだ双眸だった。

「ど、どうして……」

「同じだから」

　呟き、香音里が目を伏せる。

「わたしも、優夜とおんなじ気持ちだから。わたしは霧江に憧れていて、霧江を殺した優夜と店長のことを、殺したいほど憎んでるけど……それでもね、やっぱり楽しかったんだ。心の底ではノクターンのこと、くだらないとか気に入らないとか思いながらも、店長が用意してくれる血は本当に美味しくて……優夜やみんなと過ごす時間が……心地よかった。大好きだった、から……」

「香音里さん──」

「ごめんね、優夜……ごめんなさい……わたしがあいつに協力したせいで、店長が……ごめん……ごめん、なさい……」

　いつもは無表情な顔を悲しみに染め、無感情な声に悔しさを滲ませて、香音里が涙を溢れさせた。しゃくりあげながら謝る。

「ごめんで済むことじゃないし、もう遅すぎるかもしれないけど……まだ、やり直せるかなあ？　やり直してまた、みんなで一緒に……」

「大丈夫です」

　優夜の力強い答えに、香音里が「え？」と面おもてをあげた。優夜は、

「やり直せますよ。あなた自身がそう思ってくれているなら、きっと……アナさんは、そう答えてくれるはずです」

「優夜……」

「だけど。もしこのまま彼女を失くしてしまうことになったら、僕はあなたを赦せないかもしれません。だから──」

　ナイフを握り直し、アナスタシアから視線を戻す。

　ヒュドラルへの憎悪と憤怒は鎮しずまることなく渦巻いていたが、香音里が止めてくれたおかげで余分な熱が失われ、冷たいものへと変わっていた。

　アナスタシアにはまだ息がある。まだ、手遅れじゃない。だから、

「斃たおしましょう、香音里さん。あの《吸血器》を……ヒュドラル・ギュルムを斃して、取り戻しましょう」

「……うん。わかったよ」

　香音里が応え、涙をぬぐった。そのとき、

　──ぱちぱちぱち、と。ヒュドラルが手を打ち鳴らし、拍手してくる。アナスタシアを斃した余裕か、落ち着き払った態度と口調で、

「仲直りおめでとう。良かったなあ、優夜？　仲間が増えて、戦力アップができたじゃないか！　ククク……いいだろう」

　アナスタシアから足を離して、ヒュドラルが嗤った。

「貴様たちが力尽きるまで、この『死にかけ』には手を出さずにいておいてやる。私を破り、取り戻してみせるがいいさ。もっとも──」

　ヒュドラルの笑みが深まる。直後、

「可能であれば、の話だが」

　ヒュドラルの背後。森の奥から一人、二人、三人……と、新たな人影が現れた。それだけではない。館の扉や窓、塀の向こうから続々と人影が現れてきて、優夜たちを取り囲む。その数、

「──二十二。先の四人と同じく私が苦労して集め、引き連れてきた『傀儡』たちだ。貴様ら二人で、これら全ての『私』を滅ほろぼしてみろ」

「なっ…………」

　絶句する。闇の中、凄まじい数の紅い眼が蠢いていた。庭の中央、背中合わせに身を寄せ合いながら、香音里が問いかけてくる。

「……優夜。行けそう？」

「正直、かなり厳しいですね……」

　血液が本体であるヒュドラルは、ただでさえしぶとく厄やつ介かいなのだ。それがこの量──はっきり言って、絶望的だった。優夜と香音里の二人だけで、どうにかできる状況ではない。アナスタシアが十全であっても、難しいくらいだ。しかし、

「……それでも、やるしかないでしょう」

　アナスタシアを見捨てて逃げるくらいなら死んだ方がマシだし、大事なヒトを傷つけられて黙っているつもりなどない。殺す。必ず、狩り殺す。

「僕は死ぬ気で挑いどみますけど、香音里さん……逃げても構わないですよ？　恨うらんだりしないですから」

　Ｍ型の血を取り出して注射しながら言うと、香音里が「馬鹿だね」と苦笑した。

「逃げないよ。だって、わたしは最初から……」

「ククク。覚悟は固まったかな？」

　吸血鬼の包ほう囲い網もうが狭せばめられ、ヒュドラルが腕を広げる。胸を張り朗ろう々ろうと、舞台の開幕を告げるように──

「では、始めよう。時間と手間をかけてじっくり、嬲なぶり殺ごろしにしてやるよ。そう簡単に終わらせてもらえると思うな？　泣き、叫び、無様に乱れながら、死ね！」

　言った、瞬間。けたたましい銃撃音と共に突とつ如じよ、上空から降り注いできた砲弾の豪雨によってヒュドラルの上半身が爆はぜ、消し飛んだ。

「…………ッ!?」

　驚き、空を振り仰ぐ。屋敷の上空、紺こん碧ぺき色いろの夜空に浮かんでいるのは、闇に溶け込む黒い攻撃ヘリコプターだった。機首には大口径の機関砲が搭とう載さいされており、滞空しつつ吐き出される硝酸銀弾の掃射が『傀儡』たちを血と肉片に変えていく。

「こ、これは……まさか《鬼き葬そう局きよく》？　けど、どうやって……」

　優夜たちは、今回の件を口外していない。美み果かの命に危険が及およびかねないし、不利を悟った相手に逃げられかねないからだ。にもかかわらず、

「おのれッ！　謀はかったな、貴様らァ!?」

　庭の片隅に立つ若い男性、別の《器》に主たる意識を移したヒュドラルが吼ほえ、空をにらんだ。真紅の双眸が一際強く輝き、砲撃によってぶち撒けられた五人分の血液──その中で生き残った血が寄り集まって何本もの杭くいと化し、まるで対空ミサイルのように空に向かって撃ち放たれる。

　銃撃を止やめて旋回し、目標を捉え直そうとしていたヘリコプターは、その反撃に対応できない。血ち杭ぐいの群れが機体を貫く寸前、開け放たれたコックピットから、人影が飛び降りてきて──




「オラアアアアアア！　滅ほろびやがれええええええ、クソ吸血鬼どもおおおおおおおおおオオオオオオラアアアアアアアアアァ！」




　生身で着地するなり、白銀色の重機関銃を、右腕一本で撃ちまくり始めた。

　乱入者の左腕に抱えられた女性が「ひいいい!?」と叫ぶ。

「えええっ!?　噓でしょ朽くち木き先輩、いきなりですか!?　挨拶なしでいきなりぶちかましちゃうんですか!?　ていうか、下ろして！　下ろしてくださいってば！　わたしも加勢しますか──ッ!?」

「……っと、危ねえな！」

　乱入者が銃撃を中断し、首を狙って鎖くさり鎌がまのように薙がれた血液の触手を飛び退って躱した。追おい縋すがってくる触手を迎え撃ちつつ距離を取り、

「よお、生きてっか？」

　優夜のそばまで後退してきた乱入者が、視線を前に固定したまま訊いた。背が高い、スーツ姿の精せい悍かんな男性。その口元は漆しつ黒こくのガスマスクで覆われている。

「辰たつ琅ろうさん!?　……と、後輩さん？」

「ふぁい、こんばんは……」

　乱入者──辰琅の腕から解放された女性が、嚙んだ舌を痛がりながら答えた。優夜は呆ぼう然ぜんと尋ねる。

「どうして《鬼葬局》が……？」

「どうしてだあ？　くだらねえこと訊くんじゃねえよ。《鬼お葬れ局ら》が出で張ばる理由は一つだろうが!?　吸血鬼をぶち殺す！　俺らはそのために来た。そのために今、ここにいる……それだけだッ！」

　吐き捨てて、辰琅が銃を乱射した。

　機関銃からばら撒かれる十二ミリの硝酸銀弾が、吸血鬼を肉片に変え、血液ごと撃ち殺す。さらに辰琅は空あいた手で懐ふところから拳銃を引っ張り出すと、機関銃で殺あやめ損そこなった血も撃ち落とし始めた。半鬼人ダンピールの辰琅だからこそできる、滅茶苦茶な芸当である。

　後輩の女性も負けじと両手で二丁拳銃を抜き、触手と化して襲い来る血液の群れを、正確かつ素早い射撃で仕し留とめていった。

「しっかし、すげえ数だな!?　虫けらみてえにぞろぞろと──って、あん？」

　辰琅がふと眉をひそめる。それから「ハッ！」と快笑し、

「おいおいおい！　汚きたねえ襤ぼ褸ろが転がってると思ったら、どこぞのクソ女じゃねえか……ハハハ！　マジかよ、もうくたばっちまってんのか？」

　触手の猛もう威いを掻いくぐって突っ込みながら、辰琅が嗤った。

「ざまあねえなあ。偉そうにしてやがったくせして、この程度かよ？　笑えるぜマジ、ハハハハハハハ！　ババアには荷が重すぎたかあ!?」

　銃撃音に負けじと声を張りあげ、辰琅が罵ば声せいを浴びせる。

　地面に倒れ伏しているアナスタシアの指先が、ピクリと動いた。辰琅が銃撃を止め、アナスタシアを見下ろして言う。

「まあ、安心しとけ。このクソどもは俺が狩り殺してやるし、優夜の面倒も見てやる。だからそのまま永ね眠むってやがれクソ女。役に立たねえ雑ざ魚こは死んでろ」

「やかま、しい……」

　──と。辰琅に嚙みついたのは、

「耳みみ障ざわりな声がするから、まさかと思えば……やはりお前かクソ男。なぜ、お前がここにいるのか知らんが……奴は私の獲物だ、朽木。そして、優夜は……私の『家族』だ。お前なんぞに……渡して、たまるか……ッ！」

「アナさんッ!?」

　瀕死のアナスタシアだった。血に塗まみれた顔を持ちあげ、服が破れてあちこち露出している体を起こすアナスタシアに、辰琅が舌打ちをする。

「チッ……生きてやがったか。しぶといババアめ」

「まったくだ」

　庭の片隅に立つ若い男性、ヒュドラルの新しい《器》が同意し、嘆たん息そくをこぼした。

「あれだけ壊してやったというのに、もう起きあがれるとはな。本当にしぶとい女だ。それでこそ、壊こわし甲が斐いが──」

「てめえもな！」

　瞬間。辰琅が機関銃の銃爪を引き、アナスタシアが銃剣を拾いあげてぶっ放す。男の頭部と胴体が、ほとんど同時に弾け飛んだ。

「ウィヌシュカッ！」

　襲いかかってくる血を躱しながら、辰琅が声を荒げる。

「ここはひとまず、共闘しといてやらあ！　足引っ張んじゃねえぞ!?　死ぬなら同族を道連れにして死にやがれ、吸血鬼！」

「貴様こそ！　お前が死にかけていても、助けてなぞやらないからな!?　せいぜい私の邪魔をせぬよう頑張ることだ、半鬼人ダンピール！」

　瞳を真紅に染め、牙を剝き出しにしたアナスタシアが、満まん身しん創そう痍いとは思えないほどの体さばきで血液を回避し、疾駆した。叫ぶ。

「何をぼさっとしとるか優夜、香音里いいい!?　お前たちも早はよう加勢せい！　此奴こやつを、ぶち滅ほろぼしてやれッ！」

「アナさんっ──」

「戯たわ言ごとを！」

　屋敷の入り口、若い女性の体を新たな《器》に変えたヒュドラルが、乱れ飛ぶ血液の只中で猛たけり、顔を歪めた。

「滅ぼされるのは貴様たちだよ。粋いきがるな！」

　直後。近くにいた『傀儡』二体の体が膨張して弾け飛び、撒き散らされた血の凶弾が飛来する。優夜と香音里は左右に散ってそれを避け、

「……店長。無事で良かった」

　微笑むと、香音里が手近な『傀儡』に突撃。両手に付着した血を燃えあがらせつつ、爪を振るった。

　一方、優夜はリストカットをするように右のナイフで左手首を深く傷つけると、血液から《眷けん属ぞく》を生成。三匹の猟犬を従したがえ、

「喰い殺せ」

　屋敷の入り口に立つヒュドラルへ向け、一斉にけしかける。

「ほう。Ｍ型、マザー・ミリアムの血か……ふんっ、愚ぐ策さくだな。《器》を傷つけられたところで、血液わたしは痛くも痒かゆくもないよ。喰らいたければ、たらふく喰らえ」

　嗤うヒュドラルの上半身と下半身、首と脇腹と右脚にそれぞれ《眷属》が嚙みつき、取りついた。肉体という容器が破壊され、血液が溢れる。

　──次の瞬間。

「燃えろ」

　優夜はＣ型の《血疫プレイグ》を発動。《眷属》の体を構成する血液が沸騰して燃えあがり、ヒュドラルを丸焼きにした。

「なっ……ぐッ!?」

　溢れ出た血をＣ型の《血疫プレイグ》が燃やし、開いた傷を火傷が塞いで逃げ道を奪う。

　炎の塊と化した猟犬をなんとか振り払おうとするヒュドラルだったが《眷属》の体は液体だ。燃え尽つき、燃やし尽くすまで離れない。臭気を放つ白い煙が、広大な庭に朦もう々もうと立ち込めた。

　Ｍ型とＣ型──《血疫プレイグ》の合わせ技である。

　アナスタシアという極きわめて強大な吸血鬼の血をこれまで何度も注ぎ込み、吸血鬼化を繰り返してきたせいなのか。優夜の血は《クルースニク》でありながら、吸血鬼の血が馴な染じみやすくなっており、血を入れられてから吸血鬼になるまでの時間が普通の人よりかなり短くなってしまっていた。

　そのため、吸血鬼化している最中に違う吸血鬼の血を入れられると《クルースニク》の血に浄化された血がまたすぐ別の血に侵しん蝕しよくされて、二つの異なる血液が混ざり合う状態になるのだ。そんな血の持ち主は、優夜の他に存在しない。

　畏い敬けいと驚きよう嘆たんを込め《混成血疫カクテル・プレイグ》と呼ばれている。

「クハハハハッ！」

　優夜の背後、壮年の男性を《器》としたヒュドラルが哄こう笑しようし、愉しげに嗤った。

「驚いたな！　なんだ今のは？　吸血鬼になるだけでなく血を混ぜるなど、あのような戦い方をする《クルースニク》には、私も会ったことがない。びっくりしたぞ？　実に小こ賢ざかしい戦法だ」

「どうも」

　優夜は短く答えると、再度ナイフで手首を切りつけ、Ｍ型の《血疫プレイグ》を行使。二匹の猟犬を連れ、ヒュドラルに躍りかかった。

《眷属》の爪を避けたところに得物を振るい、男の右腕を肩口から切り飛ばす。

「づあッ!?　青あお井い、優夜あああァ！」

　ヒュドラルが激昂し、鮮血色の目を見開いた。切断面から血が噴き出してのたくり、触手の一本一本がばらけるように枝分かれして襲い来る。

「……感慨深いですね」

　優夜は自傷の際、刀身に付着した血を燃えあがらせて反撃しながら触手を回避し、

「あなたに家族を奪われたとき、僕は何もできなかった……怯えるだけでただ、自分が殺されるのを待つことしかできない、無力な獲物に過ぎなかった。けど──」

　反対のナイフで《器》の体を逆袈裟に切り裂いた。血飛沫が舞い、空中で躍り、血刃となって飛来する。それを優夜は回り込みつつ躱し、

「けど今は、こうやって立ち向かうことができてる！　喜ばしいよ《吸血器》……僕の家族を殺してくれたお前を、狩れる好機に恵まれてッ！」

　二匹の《眷属》と三方向から同時に攻撃をしかけた。刹那、

「私を狩るだと？　ククク。できるものなら──」

　ヒュドラルが牙を剝き、

「やってみろ。無力で脆弱な餌えさども！」

　優夜の刃と《眷属》の牙が届きかけたとき。

　男の体が膨らんで爆はぜ、血の散弾を飛び散らせる。優夜は咄とつ嗟さに急所を庇かばうと、間に《眷属》を割り込ませ、燃えあがらせた。

「ぐッ!?」

　ヒュドラルの血を焼き殺し、致命傷を避けることはできたが、殺し切れなかった飛礫つぶてが優夜の体を穿うがち、切り刻む。

「…………ッ！」

　直後、敷地の各所で悲鳴や動揺の声があがった。残る『傀儡』全てが一斉に破裂し、中身をぶち撒けたのだ。

　飛散した大量の血液は刃や弾丸、触手や竜巻やかまいたちとなって荒れ狂い、逆巻きながら、やがて一ひと処ところに集合して形を成した。庭の中央、五千㏄近い量の血液から生み出されたのは、まるで──

「多頭竜ヒユドラ……」

　無数の触手が絡み合って蠢く赤黒い血球。

　それが次の瞬間、再び爆ぜる──否、膨大な数の触手が弾けるような勢いで四方八方に伸び、貫き、裂き、薙ぎ、のたくりつつ乱舞した。

「チッ!?　往おう生じよう際ぎわがわりいってんだよ、クソ吸血鬼がああああああ！」

「ひいいい!?　先輩、やばいですってこれ！　本気で首が飛び──ぎゃ、女の命があああ!?　ひいいいんっ！」

　押し寄せる触手に辰琅が機関銃を撃ちまくり、結ゆわえた髪を刎ね飛ばされた女性が、絶叫して逃げ回る。アナスタシアは縦横無尽に暴れ狂う触手を縫ぬうように躱し、血液の中核を目指そうとするも、

「くそっ、体が重い……やはり血を流しすぎたか。おのれえええ……ッ！」

《血疫プレイグ》の効果が充分ではなく、ヒュドラルの攻勢も熾し烈れつさを増しており、思うように近づくことができない。変幻自在に迫り来る血液の猛攻を防ぎ、反撃するので精一杯の様子だ。アナスタシアでさえそうなのだから、

「ひゃ!?」

　幾本もの細い触手が猛威を振るう中、太い触手が上空から鞭むちのように振り下ろされ、香音里を叩き潰そうとした。香音里はぎりぎり反応し、その一撃を避けるものの、

「きゃああああああ!?」

　地面に叩きつけられた瞬間、触手の先端が爆散。鋭えい利りな破は片へんの群れとなって香音里を襲う。鮮血がしぶき、赤く染めあげられた体が倒れた。

「香音里さんッ！」

　優夜は新たに作り出した血の猟犬を走らせながら燃えあがらせて、群がる触手を焼き払う。四匹の《眷属》を伴ともない、香音里の元に駆け寄った。

「無事ですか!?」

「……平気。こんなの、掠かすり傷きず」

　無表情に答えて身を起こす香音里だったが、生成り色のワンピースは真っ赤に汚れ、呼吸は乱れている。優夜はナイフを収めると《眷属》に身を守ってもらい、

「苦しいですね……」

　ウエストポーチから取り出したＭ型の血液、最後の一本を注射した。

「相手が息絶えるのが先か、僕らが力尽きるのが先か。今はかろうじて拮きつ抗こうしていますけど、粘られるときついです。弾薬は限られていますし、僕たちの血も……」

　周囲を見回し、歯嚙みする。

　血液それ自体を武器とするＨ型の《血疫プレイグ》は、消しよう耗もうすることがない。こちらの攻め手が減ったとき、巻き返される恐れがあった。

「皆の力が残っているうちに、なんとか突破口が開ければいいんですけど──」

「わかった」

「え？」

「いいよ。わたしが開いてあげる」

　振り返ろうとした優夜の首筋に、チクリとした痛みが走る。甘い痺しびれが体を震わせ、温かな血が流し込まれた。

　繋がっていたのは五秒にも満たない。吸血牙を引き抜いた香音里が優夜を抱えあげて跳び、触手を躱す。四匹いた《眷属》は残らず燃え尽きていた。

「……優夜。わたしを援護して」

　優夜を抱えて屋根を駆けつつ、香音里が頼む。

「独りじゃ、たぶん無理だから。わたしに襲いかかってくる血を《眷属》で……霧江の血で守ってほしいの」

「勝算があるんですか？」

「なきゃ頼まない」

　優夜は香音里の無感情な目を見つめ、

「……わかりました。信じます」

「ありがとう。わたしも、優夜を信じるよ」

　香音里が微笑い、飛び降りた。庭の片隅に着地し、優夜を下ろす。

　優夜は爪を伸ばして自身の体を切り刻み、溢れ出る血から生み出せるだけ《眷属》を生み出した。猟犬、狼おおかみ、豹ひよう、虎とら……。

　そこへ退避してきたアナスタシアが、切れた《血弾》を装塡しながら「──む？」と眉をひそめる。

「しかけるつもりか？」

「はい、香音里さんが。僕はサポートに回ります」

「わたしに考えがあるの。そのためにはまず、近づかなきゃだから……」

「承知した。私も手伝おう」

　アナスタシアが即答し、香音里を見たまま視線を向けずに、背後から襲来する触手を撃ち落とした。唇の端を持ちあげ、

「香音里。この狩りが無事終わったら、とびっきりの血を振る舞ってやるからな？」

「……うん。ありがとう、店長……楽しみにしてる」

「私もだ」

　応えると、振り向きざまに銃剣を薙ぎ、アナスタシアが走り出す。香音里はすぐさま続こうとして──

「優夜」

　別れ際、何かをふわっと投げてきた。優夜は両手でそれを受け取る。

　ペンダントトップの代わりに、銀色の鍵が吊り下げられているネックレスだった。

「……香音里さん？　これって──」




「ごめんね」












　謝り、香音里が儚はかなげに笑む。

　優夜の思考が数瞬、止まった。その隙すきに香音里は踵きびすを返してしまう。遠ざかっていく小さな背中に、優夜は届かない手を伸ばし、

「ああ、もう！　なんですか、それ!?」

　吐き捨てると《眷属》たちに後を追わせた。

　Ｃ型の《血疫プレイグ》を行使し、胸に芽め生ばえた不吉な予感を消し去るように、香音里に迫る触手を焼き尽くしていく。

　アナスタシアの《血弾》が炸裂し、吹ふき荒すさぶ血刃のかまいたちを屠った。

　それらの援護があって尚なお、防ぎ切れない血液が香音里の体を貫こうと襲いかかるが、香音里は小さな体を活いかして巧うまく回避し、ヒュドラルに接近。

　多頭竜ヒユドラのような血の集合体を、目前に捉え──

「…………ッ!?」

　肉薄する間際、絡み合っていた触手がばらけ、花のように広がる。

　大小無数の数え切れない触手が、獲物の逃げ道を奪うように伸び、鎌首をもたげた。顎を開いて一斉に、香音里の矮わい軀くを喰い散らかそうとのたくる。

　──瞬間。




「ァァァ！」




　凄せい絶ぜつな咆哮。足を止めず、自ら触手の中心に飛び込んだ香音里の全身がまばゆい光を放って赤熱し、紅ぐ蓮れんの火柱と化した。

　火炎や爆炎などという、生なま易やさしい火勢ではない。

　それは業ごう火かだ。己の血液を骨肉ごと燃やし尽くして焼き尽くす、道連れの獄炎インフエルノ。

「香音里さんッ!?」

　優夜は吹きつける熱風と閃光に構わず、香音里の元へ近づこうとする。狂ったように名前を呼んで、業火の中で絶叫し続ける彼女を助け出そうと──

「優夜ァ！」

　そのとき香音里の咆哮にも負けぬ、鋭い怒号がとどろいた。見れば、アナスタシアが凄まじい形ぎよう相そうで優夜のことをにらみつけ、

「何をしとるか、馬鹿者ォ！　香音里が自ら命を賭としてまで、作ってくれた好機だぞ!?彼奴あやつの想いを無駄にする気か、優夜ああああああ！」

　激昂すると、のたうち回る触手に《血弾》を乱射し、烈火のごとく銃剣を振るった。辰琅と後輩の女性は香音里のことなどお構いなしに集中砲火を浴びせ、業火に焼かれるヒュドラルを屠ほふろうとしている。

　攻撃の手を止めているのは優夜だけだった。唇を嚙む。

「香音里、さん……」

　優夜は受け渡されたネックレスを大切にしまい、両手で得物を引きずり出すと、

「……ありがとうございます」

　逆手で握った右のナイフを左脇腹に、左のナイフを右脇腹に突き立てて、交差させた手を内側に向け、思いっきり引いた。

「がッ!?」

　腹と口から鮮血が溢れ、意識が飛びそうになる。それを気力で繋つなぎ止とめ、ありったけの血を《眷属》に変えた。優夜は望月霧江の血液が作り出した獣の軍勢を放ち、

「滅ほろびろ」

　雨森香音里にもらった《血疫プレイグ》で、仇敵の血を焼き殺していく。一滴足りとも逃しはしない。殺して殺して殺して殺して殺して、殺した。

　庭の中央、一際激しく燃え盛っていた炎が途と絶だえ、絡まり合って捻ねじれあがった血液の大蛇が月に向かって伸びあがる。そこに──




「滅びろ、ヒュドラル・ギュルム……ッ！」




　鴉からすや鷲わしや鷹たかや蝙蝠、翼を備えた《眷属》たちが殺到。取りつくそばから燃えあがり、昏くらい夜空を紅く照らした。

　直後、視界がぐらりと傾く。

「ぁ──」

「優夜っ!?」

　アナスタシアの悲鳴。世界が闇に呑まれる刹那、自らの体を優しく抱きとめてくれる柔らかくも力強い温もりを最後に、優夜は意識を失った。










　ちりんちりんと鈴が鳴り、ノクターンのドアが開いた。

　午後八時。いつ来店があってもいいよう待機していた優ゆう夜やは「いらっしゃいませ」と笑顔でお客さまを出迎える。

「早いね、細ほそ美みさん。開店してからまだ十分も経たってないのに」

「えへへ。待ち切れなかったからさ。一番乗りだね！」

　本日最初の来店者である、飾り気のない女の子──細美美み果かが嬉しそうにＶサインをした。盛りあがったＴシャツの胸元で、水晶のペンダントが揺れる。

　険けわしい表情で店内を徘はい徊かいしていたアナスタシアが足を止め「おお、美果ではないか。いらっしゃい！」と手を振った。

「久しぶりだな。元気しとったか？」

「はい、おかげさまで。アナスタシアさんは……何してるんですか？」

「盗聴器を探しとる」

「盗聴器!?」

「ああ」

　うなずくアナスタシアの右手には、アンテナ付きの黒い端たん末まつが握にぎられている。

　ピッ、ピッ、ピッ……と、音を漏らす機械を掲かかげてうろうろしながら、

「少々気にかかることがあってな。もしやと思い、発見器を購入してみたのだよ。今度お前にも貸してやろ──」

　──ピピピピピ！　カウンターに近づいた瞬間、音が変化し、激しい反応を示した。アナスタシアが「のわあああ!?」と驚き、発見器を取り落としそうになる。

「あった！　あったぞ、優夜あああ！」

「本当ですか!?」

「う、うむ！　ええっと、どこだ？　どこに隠れて……むむっ!?　そこかあああ！」

　アナスタシアが走り寄ったのは、入り口近くのカウンター席。以前、辰たつ琅ろうが店に来たとき座っていた場所だ。アナスタシアはその裏側に首を突っ込んで覗のぞき込こみ、

「見つけたあああ！　やはり貴様の仕し業わざだったか、朽くち木きいいい！」

　盗聴器らしき小型の機械を引っ張り出すと、ここにはいない辰琅に向かって罵ば詈り雑ぞう言ごんを連ね始めた。

「盗み聞きとは悪趣味な！　そんなに私が……吸血鬼が信用ならんか!?　今度会ったらただでは済まさん。くたばれ、陰いん湿しつクソ男おとこ！」

　怒り狂うアナスタシアの手の中で、盗聴器がぐしゃっと潰れる。優夜は苦笑し、

「まあまあアナさん、いいじゃないですか。おかげで、命拾いしたんですから……今回ばかりは、辰琅さんに感謝しましょう？」

　一週間前の夜。誰にも口外していなかったはずの『狩り』を辰琅たち《鬼き葬そう局きよく》がどうやって知り、駆けつけたのか。その疑問の答えがこれだ。

　アナスタシアは「……まあな」と渋い顔になり、盗聴器の残ざん骸がいを捨てた。

　美果が深しん刻こくな面持ちで切り出す。

「アナスタシアさん、あの……改めて、このたびはありがとうございました。そして、ほんとにすいませんでした。あたしのせいで、色々──あいたっ!?」

「ばかもん！」

　深々と下げられた頭を叩き、アナスタシアがむっとした。

「お前は何も悪くない。悪いのはあの《吸血器》だと、もう何度も言っておろうが……次謝ったら、仕し置おきだからな？」

「ご、ごめんなさい……」

「……ほお？　どうやら仕置きをされたいようだなあ、このドＭ女め！」

「やめてください」

　両手をもみもみ動かしながら近寄るアナスタシアを止め、優夜は溜ため息いきを吐つく。

　思い出すのは『彼女』のことだ。

　雨あま森もり香こ音お里り。ヒュドラル・ギュルムと共きよう謀ぼうし、優夜たちに牙を剝むいた彼女は、最後の最後で再び反はん旗きを翻ひるがえし、その生命と引き換えに《吸血器》を葬ってくれた。

　香音里が人質としてさらった美果には怪我一つなく、手て錠じようでベッドに繋つながれたまま、すやすや眠っていたという。

　そのとき、美果の首にかけられていたのが──

『このペンダント、香音里先輩がくれたの。お詫わびと、それからお守りにって……自分はこれからひどいことをするけど、せめてあたしは無事でいられるようにって。香音里先輩、悲しそうだった。あたし、お店で勉強してた辺りから記憶がなくて……先輩も、何も話してくれなくて。ただ、ごめんって……それしか、言ってくれなくて』

　ヒュドラルが斃たおされ、優夜がなんとか一命を取り留めた事件後。病室のベッドで顔を合わせた美果は、涙ながらにそう語った。

　香音里が救ってくれたのは、優夜たちだけじゃない。敵の手中に落ちた美果の命も、彼女は救ってくれていたのだ。

「……香音里、先輩」

　美果が声を湿らせ、ペンダントを胸に抱く。優夜の胸にも、痛みが走った。香音里が最さい期ごに残した言葉と笑顔が、胸の中に絡みついて消えない。

「細美さん──」

　しゃかしゃかしゃかしゃか。アナスタシアがことさら激しくシェイカーを振り、美果と優夜のことをにらんだ。

「ええい、まったく辛しん気き臭くさいな!?　これでも飲んで気分を切り替えろ、バカタレ！」

　そう言って、アナスタシアが美果の前にゴブレットを置く。

　雪の結晶を思わす模も様ようが施ほどこされたグラスには、たっぷりの氷と冷えた血液が注がれており、カットオレンジが添そえられていた。

「アナスタシアさん？　これ……」

「私の新作カクテルブラッドだ。心して飲むがいい！」

　ふん反り返って腕を組み、アナスタシアが無意味に威張る。美果が目をしばたたき、尋ねた。

「……あの。このカクテル、もしかして香音里先輩のために──」

「細美さん！」

　優夜は慌てて美果を制止し、

「だめだよ、黙って飲んであげなきゃ！　アナさんだって辛いんだ。ちょっとのことで泣きそうになるのを、必死に我が慢まんしているんだよ。アナさんは香音里さんとまた一緒に血が飲めるのを、楽しみにしてたから……」

「ふわああああああんっ！」

　こらえ切れなくなったのか、アナスタシアが号泣し、ぼろぼろ涙をこぼし始める。

「あーあ、泣いちゃった……細美さんのせいで」

「ゆ、優夜くんのせいじゃないかな？」

　などと責任をなすりつけ合いながら、美果がグラスに口をつける。その血をこくりと嚥えん下かした途と端たん、

「ふぐっ……こ、香音里せんぱあああい……」

　美果の目にぶわっと涙が滲にじんで復活し、もらい泣きをし始めた。そのとき、折おり悪あしくドアが開き、

「ハロー、エブリワン！　今夜のボクはフィーチャリング・メリーちゃんだよ」

「こんばんは。この男とは外でばったり出くわしちゃっただけだから、誤解しないよう……って、あら？　あの娘こたち、どうして泣いてるのかしら」

「ヘイヘイヘイ、さてはユウヤが二人を泣かせたな!?　これはジェントルマンとして、見み過すごせない光景だ。リッスン！　キミは一体何をしたんだい、ユウヤ？」

「是ぜ非ひ、聞かせてもらいたいわね」

「えっ!?　待ってください、僕は何も──」












　尋じん問もんしてくる景かげ晴はると、面白がって乗っかるメリー。

　アナスタシアは泣き止まないし、美果は誤解を解いてくれないしで、優夜は軽い眩め暈まいを覚えた。けれど、

『優夜やみんなと過ごす時間が……心地よかった。大好きだった、から……』

　あのとき香音里がそう言ってくれた、この騒がしくも微笑ほほえましいひとときが、優夜も大好きだったから。祈らずにはいられないのだ。どうか、

　──ちりんちりん。




「あ、いらっしゃいませ！　飲血ブラツドカフェ《ノクターン》へようこそ」




　こうして夜ごと、このお店を訪れてきてくれる吸血鬼たち全員が、同じ想いを抱いてくれますように……と。









　　　あとがき






　はじめまして、もしくはお久しぶりです。水みず城しろ水みず城きです。

　前作から随ずい分ぶんお待たせしてしまいましたが、新作『カフェ・ド・ブラッド　魔ま夜よ中なかの血ち会かい』をお届けしました。




　タイトルの魔夜中は「真夜中」の当あて字じで、血会は「茶会」の血バージョン。

「吸血鬼という魔物のお客さまが集まる、真夜中のお血会」をコンセプトにした、Ｖ系ダークファンタジーです。

　Ｖを「ヴァンパイア」ではなく「ヴィジュアル」のＶだと思った方には、一部の固有名詞や描写部分で少しにやりとしてもらえるかもしれません。作者の趣味が多分に反映されているので、かなり偏かたよっていますが。

　その辺りはメタルコアやスクリーモのネタを盛もり込こんだ前作『サイコメ』シリーズに通じるものがありますね。ただ、あくまでも雰ふん囲い気きや統一感を作るためのものなので、元ネタがわからなくても、まったく問題はありません。

　ああ、そうそう『サイコメ』といえばですね──




　今度、舞台化するんですよ。




　……舞台化？　と思われるかもしれないですが、こちら私が脚本を書かせていただきまして、今年の三月二日から三月六日まで『新宿村ＬＩＶＥ』にて上演されます。

　一巻『殺人鬼と死し春しゆん期きを』の内容をベースにしながらも、台詞回しやストーリーなどかなり大きく変えているので、原作を既読の方でも未読の方でも楽しめるんじゃないかと思います。ちなみにマルチエンディング。

　気になる方は是非『サイコメステージ』の公式ホームページと公演をご覧らんになってみてくださいね！　ＤＶＤにもなればいいなと、密ひそかに期待しています。




　──と。まぁ、初めてのメディアミックスがアニメでも漫画でもドラマＣＤでもなく「舞台」という稀け有うなケースのお知らせなども挟はさみつつ。

　お送りしました今作『カフェ・ド・ブラッド』もまた「吸血鬼もの」としては、一風変わった作品になっております。

　割わりとやり尽つくされているジャンルではありますが、自分の趣味をぶち込みまくって、好き放題に書きました。楽しんでいただけましたでしょうか？




　さて。今回もまた、本書を制作するにあたって様々な方々のお世話になりました。

　いつも鋭するどく的確な修正ツツコミを入れてくれる担当編集の儀部さん、日本語のミスから作中の矛盾点まで細かくチェックしてくださる校正・校閲さん、素晴らしいデザインの数々で本書を彩ってくれましたデザイナーさん、今作を世に送り出すため尽力してくださいました、出版社各部署の皆さま。ありがとうございました！

　それから、イラストの生煮えさん。

　前作に引き続き、こうして一緒にお仕事できたこと、大変嬉しく思っています。特に今回女性キャラクターが着るゴシックロリィタやおしゃれなカフェの内装などは、是ぜ非ひ生煮えさんに描いてほしいと思っていたので。最高でした。ありがとうございます！

　そして最後に、読者の皆さま。

　この世に数ある本の中から、本作を手に取っていただき、ありがとうございました！　この本をほんの少しでも「面白い」と思っていただけたのなら、それに勝まさる喜びはありません。




　尚、本シリーズの二巻目（売れればですが）は少しダークな話になる予定です。他の《血疫プレイグ》やアナスタシアの過去にまつわる秘密なんかも匂わせながら描きつつ、お届けできればいいなあと。どうぞ、よろしくお願いします。
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